
提 供 日 2025/01/22

タイトル 浜松特別支援学校高等部生徒第３回江之島クリーン作
戦

担　　当 教育委員会 浜松特別支援学校

連 絡 先 高１学年主任　　小倉雄太

TEL 053-427-1307

浜松特別支援学校の生徒が、第３回江之島クリーン作戦を実施します！

　浜松特別支援学校では、持続可能な社会を目指して、海の豊かさを守る活動を行っています。今回は高等部１年生が中田島砂丘
や学校周辺の清掃に取り組みます。
　同様の清掃活動を年間３回実施しており、今回は今年度３回目の活動となります。 
　

１　日　時
　　令和７年１月27日（月）午前９時45分から10時45分まで

２　会　場
　　中田島砂丘（浜松市中央区中田島町1313番地）
　　浜松特別支援学校周辺（浜松市中央区江之島町1266番地の２）

３　参加者
　　高等部１年生徒33人、教員10人　全43人

４　その他
　　浜松特別支援学校ホームページ
　　https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
　　公式Instagram
　　https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/

５　問合せ先
　　静岡県立浜松特別支援学校
　　高１学年主任　　小倉雄太
　　電　話　　053-427-1307（高等部直通）
　　メール　　hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/
mailto:hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/01/22

タイトル インド大使館図書贈呈式＆ヨガセッションの開催

担　　当 教育委員会 中央図書館企画振興課

連 絡 先 中央図書館企画振興課

TEL 054-262-1246

インド大使館図書贈呈式＆ヨガセッションの開催

この度、インド大使館より図書を寄贈していただくことになり、図書贈呈式を開催します。あわせて、インドの文化を感じていただけるようヨガセッション
も開催します。

１　日時　令和７年２月４日（火）午前10時00分～11時30分（開場９時50分）
　(1)図書贈呈式　　　午前10時00分～10時30分
　(2)ヨガセッション　  午前10時45分～11時30分

２　会場　静岡県立中央図書館　３階会議室
（静岡市駿河区谷田53－１）

３　内容
　(1)図書贈呈式
　　 インド大使館から図書を寄贈していただきます。大使館外交官による本の解説もあります。
　　 出席者　インド大使館外交官、中央図書館館長ほか
　(2)ヨガセッション
　　 講師 サンジェイ クマール博士（インド大使館ヨガ講師）
　　 事前申込みをすれば、どなたでも無料で参加できます（定員20人）。
　　 ヨガセッションに申し込まれた方は、図書贈呈式からご参加いただきます。
　　 

（参考）
　当館Webサイト
　　→https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/info/2024/post_166.html

　　    お申込み
　　　　　→ふじのくに電子申請サービス
　　　　      https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14550 

　　             ※システム更新のため、当館Webサイトは令和７年１月23日（木）19時から１月31日（金）９時まで閲覧できません。
    
４　取材いただける場合は、２月３日(月) 午後５時までに下記に御連絡ください。
   
　  問合せ先　静岡県立中央図書館企画振興課　電話：054-262-1246
                                                                                                          
                                                                             「有徳の人づくり」を進めています。
                                                                             静岡県教育委員会　

https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/info/2024/post_166.html
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14550


提 供 日 2025/01/22

タイトル 課題テスト素点の漏洩について

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3114

１　要旨
　　県西部の県立高等学校において、課題テストの返却を行った際にクラスの生徒の素点が書かれた一覧表１枚が誤って配布された。この一覧表を２人

の生徒が写真に撮ってSNSに投稿し、校内外の高校生や中学生合わせて43人が閲覧できる状態にした。
２　詳細
　(1) 課題テスト素点が閲覧できる状態になっていた日時
　　　１月21日（火）　午前11時40分頃から午後４時20分頃まで
　(2) 閲覧できた内容
　　・学年
　　・クラス
　　・出席番号
　　・氏名
　　・合計点
　　・観点別素点
　(3) 閲覧できる状態になっていた人数
　　　校内外の高校生や中学生　43人
　(4) 問題の認知

　　　当該高等学校は、SNSに一覧表が投稿されていることを、SNSを見た生徒が教師に相談したことから、事案を認知した。
３　対応
　　投稿されていた一覧表は、午後４時20分に削除されていることを当該高等学校が確認した。
４　再発防止
　　個人情報の取扱いに注意するとともに情報リテラシーの向上に向けて、より一層指導を充実させるよう、各校に周知する。



提 供 日 2025/01/22

タイトル 令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施
状況（合格者数）

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況 （合格者数）

　

　令和７年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の結果について、下記のとおりお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　入学者選抜の結果
　(1) 静岡県立清水南高等学校中等部
　　　・募集定員：　１０５人
　　　・志願者数：　　８３人
　　　・受検者数：　　８３人
　　　・合格者数：　　８３人
　　　・実質倍率：１．００倍（小数第３位を四捨五入）
　(2) 静岡県立浜松西高等学校中等部
　　　・募集定員：　１４０人
　　　・志願者数：　３０８人
　　　・受検者数：　３０８人
　　　・合格者数：　１４０人
　　　・実質倍率：２．２０倍（小数第３位を四捨五入）

２　合格者の発表
　　本日（令和７年１月22日（水））、静岡県教育委員会の県立高等学校中等部入学者選抜関係のホームページに合格者の受検番
号を掲載しました。また、各県立高等学校中等部から受検者の在籍する小学校長に郵送にて通知しました。

３　入学式の日程
　　令和７年度の両校の入学式を、次のように予定しています。
　　・静岡県立清水南高等学校中等部　令和７年４月７日（月）
　　・静岡県立浜松西高等学校中等部　令和７年４月８日（火）



提 供 日 2025/01/22

タイトル 静岡県民の歯や口の健康づくり条例改正案検討委員会
の開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

　静岡県民の歯や口の健康づくり条例の改正案に関する協議・調整を行うため、次のとおり第２回検討委員会を開催します。(取材案内)

■　日　時　　令和７年１月29日(水）　10時30分から

■　場　所　　第５委員会室(静岡県庁本館４階）

■　構成員　　１０人

　　委  員 長　 鈴木澄美（自民改革会議）

　　副委員長　中田次城（自民改革会議）、四本康久（ふじのくに県民クラブ）

　　委　  　員　竹内良訓、市川秀之、小沼秀朗、大石健司（自民改革会議）

　　　　　　　    伊藤和子、鈴木唯記子（ふじのくに県民クラブ）

　　　　　　　    牧野正史（公明党静岡県議団）

■　内　容　（１）関係部局からの説明及び質疑応答

　　　　　　 　（２）関係団体との意見交換

　　　　　　 　（３）委員協議

　　　　　　 　（４）その他

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を１月28日（火）の午後５時までに議会事務局へ提出してくださ
い。



会 見 日 2025/01/22

【追加】遠州灘海浜公園（篠原地区）整備に
関する協議会

　浜松市との調整が整ったことから、協議会を設置し、令和７年１月28日（火）に第１回協議会を開催する。

※報道の参加申込み等についての案内を追加しました。詳しくは本文ＰＤＦをご覧下さい。（１月22日14時追加）

　　　　　　・参加を希望される社は、事前に別紙「参加申込書」を、1月24日（金）17時までに
　　　　　　　交通基盤部都市局公園緑地課まで提出してください。
　　　　　　・会議は公開で行います。
　　　　　　・会議終了後、事務局（静岡県：公園緑地課、浜松市：企画課）が、取材に対応します。

１ 名称

遠州灘海浜公園（篠原地区）利活用推進協議会

２ 目的

�民間のノウハウ等を最大限取り入れ、公園を含む全体的な利活用の構想と構想に基づく具体的な計画及び野球

場の規模・構造について検討

�静岡県、浜松市、民間の役割分担・費用負担と事業手法について検討

３ 協議会構成員

�会長を増井副知事、副会長を長田副市長とし、県・市の関係部長を委員とする。（詳細は別紙）

４ 開催日時・会場

令和７年１月28日（火）　午後４時から午後５時まで

静岡県庁別館９階特別第一会議室

５ 議事内容

（１）これまでの経緯

（２）協議の方針

（３）県と市の役割分担等

（４）今後の進め方
担当 ： 交通基盤部 都市局公園緑地課

連絡先 ： 公園緑地班　TEL 054-221-3626



提 供 日 2025/01/22

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止

競売入札妨害又は談合の再発を防止し、公共工事の受注者としてふさわしくないものを入札から排除し反省を促すため、静岡県工事請負契約等に係
る入札参加停止等措置要綱第２条第１項の規定に基づき、以下のとおり、入札参加停止を行います。（１件１者）

　１　入札参加停止の内容
　　　　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号（競売入札妨害又は
　　　　　談合）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者

商　　　号 株式会社佐藤渡辺
代表者氏名 代表取締役社長　鎌田　修治
本店所在地 東京都港区南麻布１-18-４
停止期間 ６か月

　
　３　入札参加停止の理由
　　　株式会社佐藤渡辺の石川営業所長は、令和４年９月に福島県石川町が入札執行した
　　工事を巡り、令和６年10月に郡山区検察庁から談合罪で略式起訴され、郡山簡易裁判
　　所から罰金刑の略式命令を受けた。

　４　停止期間の始期及び終期
　　　令和７年１月23日から令和７年７月22日まで

　　（参考）
　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱別表第２第６号

措置要件 措置期間
有資格業者の役員又は使用人が競売入札妨害又は談合の容
疑により逮捕され、又は逮捕を経ないで公訴を提起されたとき
（次号に掲げる場合を除く。）。

６か月以上24か月以内



発 表 日 2025/01/22

タイトル 令和６年12月の富士山静岡空港利用状況

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課　　　　

富士山静岡空港株式会社

連 絡 先 空港振興課　小野、大澤

TEL 054-221-3166

富士山静岡空港の令和６年12月の搭乗者数は

56,127人となり、6か月連続で前年同月を上回った。

１　富士山静岡空港の令和６年12月の搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 16,156 8,468 52.4
　新千歳線 16,156 8,468 52.4
　　うちANA 10,292 4,272 41.5
　　うちFDA 5,864 4,196 71.6
　丘珠線 0 0 -
出雲線 5,192 3,267 62.9
福岡線 14,332 12,022 83.9
熊本線 672 518 77.1
鹿児島線 5,192 4,027 77.6
沖縄線 10,292 6,562 63.8
チャーター便 1,008 651 64.6

国内線計 52,844 35,515 67.2
ソウル線 20,412 18,220 89.3
上海線 2,448 1,732 70.8
杭州線 0 0 -
楡林線 - - -
チャーター便 696 660 94.8

国際線計 23,556 20,612 87.5
合計 76,400 56,127 73.5

※非公表の香港線は除く。  
※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

２　富士山静岡空港の令和６年12月の就航状況
区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 509 160 669

就航便数（便）　　　b 509 144 653

就 航 率（％）   (b/a) 100.0 90.0 97.6

３　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～12月)の累計搭乗者数、搭乗率等
（航空会社からの情報提供の集計）

路線 提供座席数（席） 搭乗者数（人） 搭乗率（％）
札幌地区 150,890 102,735 68.1
　新千歳線 115,994 75,570 65.1
　　うちANA 64,242 36,964 57.5
　　うちFDA 51,752 38,606 74.6
　丘珠線 34,896 27,165 77.8
出雲線 43,968 25,718 58.5
福岡線 156,188 107,459 68.8
熊本線 4,032 2,667 66.1
鹿児島線 44,308 30,839 69.6
沖縄線 64,242 43,347 67.5
チャーター便 5,124 3,646 71.2

国内線計 468,752 316,411 67.5
ソウル線 121,716 102,247 84.0
上海線 37,080 23,218 62.6
杭州線 9,463 5,214 55.1
楡林線 2,760 1,706 61.8
チャーター便 2,245 1,575 70.2

国際線計 173,264 133,960 77.3
合計 642,016 450,371 70.1

 ※非公表の香港線は除く。
 ※欠航便、ダイバート便（他空港への降客）、引き返し便を除く。

４　富士山静岡空港の令和６年度(令和６年４月～12月)の就航状況(累計)



区　　分 国　内 国　際 合　計

就航予定便数（便）　a 4,970 1,065 6,035

就航便数（便）　　　b 4,902 1,001 5,903

就 航 率（％）   (b/a) 98.6 94.0 97.8



提 供 日 2025/01/22

タイトル 近代の京都で育まれた絢爛豪華な花鳥画の世界「生誕
140年記念　石崎光瑤」展　開幕！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

近代の京都で育まれた絢爛豪華な花鳥画の世界
「生誕140年記念　石崎光瑤」展　開幕！

主催／静岡県立美術館、静岡新聞社・静岡放送　企画協力／毎日新聞社

理想の花鳥画を目指して真摯な探求を続け、独自の世界を切り開いた日本画家、石崎光瑤。本展は、光瑤の故郷にある南砺市立福光美術館のコレク
ションを中心に、初期から晩年までの作品を集めて全国規模でご紹介する、初めての大回顧展です。

●展覧会について

場所 静岡県立美術館　静岡市駿河区谷田53-2

会期 令和７年１月25日(土)から３月23日(日)まで

開館時間 10:00から17:30まで（入場は17:00まで）

休館日 毎週月曜日　※２月24日（月・振休）は開館し、翌日休館

観覧料
　　　 一　般 　　　　　|1,400円 (前売1,200円)
　　　70歳以上　　　　　|　700円 (前売600円)
　 　大学生以下　 　　　|　 無料

●関連イベントについて

館長美術講座 記念講演会 美術講座

「日本画家はなぜインドをめざすのか」 「石崎光瑤 至高の花鳥画をもとめて
－その生涯と画業－」

「光瑤が古画に学んだこと
－若冲を中心に」

○講師 当館館長 木下直之
○日程 3/2(日)
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

○講師 渡邊一美氏
   (南砺市立福光美術館学芸員・
    元副館長)
○日程 3/9(日)
○時間 14:00～15:30
○場所 当館講堂

○講師 石上充代(当館学芸課長)
○日程 2/15(土)
○時間 11:00～12:00
○場所 当館講座室
○先着30名まで

学芸員によるフロアレクチャー

○日程　1月25日(土)、2月11日(火・祝)、3月8日(土)、3月16日(日)　
○時間　いずれも11:00～
○場所　第１展示室集合（要観覧券）

●伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》特別展示！
　石崎光瑤が伊藤若冲に憧れていたことにちなみ、伊藤若冲《樹花鳥獣図屏風》を収蔵品展にて
　特別展示します。時代を超えた競演をお見逃しなく！

●同時開催の収蔵品展
　「石崎光瑤関連展示　第１部　異国への眼差し／第２部　絢爛たる花鳥画」
　第１部　１月４日（土）～２月16日（日）　第２部　２月18日（火）～４月６日（日）
　
●期間限定メニュー
　会期中特別メニューを、館内レストラン「Rodin TERRACE」で提供します。

静岡県立美術館 企画総務課　静岡市駿河区谷田53－２　電話：054－263－5755



提 供 日 2025/01/22

タイトル 静岡県立美術館で「生誕140年記念　石崎光瑤」開会式
を開催します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 県立美術館企画総務課

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-263-5755

静岡県立美術館で
「生誕140年記念　石崎光瑤」開会式を開催します！

                 　　　　
県立美術館企画展「生誕140年記念 石崎光瑤」の一般公開に先立ち、開会式及び内覧会を開催します！

　開会式の概要

項　目 内　容

開催日時 令和７年１月24日（金）　開会式 15:00～15:30　内覧会 15:30～

会　　場 静岡県立美術館１階エントランスホール（開会式）、２階展示室（内覧）

主催等 主　　　催　静岡県立美術館、静岡新聞社・静岡放送
企画協力　毎日新聞社

内　容

(1)　開会式（15時～15時30分）

　　ア　主催者挨拶　
　 　 ・木下　直之　　静岡県立美術館　館長　
　　　・大須賀　紳晃　　静岡新聞社・静岡放送　代表取締役社長

　　イ　概要説明
　　　・石上　充代　　静岡県立美術館　学芸課長

　　ウ　テープカット

　《ご来賓の皆様》
　　　・瀧口　扶美　様　　毎日新聞社美術事業部　部長
　　　・日比野　秀男　様　　静岡県立美術館協議会　会長
　　　・曽根　正弘　様　　静岡県立美術館友の会　会長　

　(２)　内覧会（15時30分～17時30分）
※招待客及び報道関係者向け、一般非公開

備　考

問い合わせ先
　　静岡県立美術館　企画総務課　
　　住所　静岡市駿河区谷田５３－２　
　　電話番号　０５４－２６３－５７５５
　　ＨＰ　https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/114

https://spmoa.shizuoka.shizuoka.jp/exhibition/detail/114


提 供 日 2025/01/22

タイトル 高齢者が被害に遭わないための防犯・交通安全研修会
を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～社会全体で高齢者を守ろう～

高齢者が被害に遭わないための

防犯・交通安全研修会を開催します！

県では、高齢の方が安全に安心して暮らせる社会を実現するため、日常業務等で高齢の方と接する機会が多い方を対象に、高齢者
を悪質商法や特殊詐欺、交通事故から守るための知識を深める研修を開催します。

１　開催日時・場所

会 場 日 時 場 所

中部会場
令和７年１月28日（火）

午後２時から午後３時45分まで
静岡総合庁舎本館７階第９会議室
（静岡市駿河区有明町２－20）

西部会場 令和７年１月29日（水）
午後２時から午後３時45分まで

浜松総合庁舎７０１会議室
（浜松市中央区中央一丁目12－１）

東部会場
令和７年２月５日（水）

午後２時から午後３時45分まで
東部総合庁舎別館４階第３会議室
（沼津市高島本町１番地の３）

２　受講者

　　高齢者、高齢者が身近にいる方及び日常業務等で高齢者と接する機会の多い方

　　※　募集は既に終了しています。

３　研修項目

（１）消費者被害防止について

　　　講師：静岡県（中部・東部・西部）県民生活センター職員

（２）特殊詐欺被害防止について

　　　講師：静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課くらし安全班職員

（３）交通事故防止について

　　　講師：静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課交通安全班職員

４　その他

　　荒天等で中止とする場合は、前日までに県ホームページの「記者提供資料」欄で発表します。



提 供 日 2025/01/22

タイトル 再審法改正署名についての知事コメント

担　　当 経営管理部 法務課

連 絡 先

TEL 054-221-3736

再審法改正について県内全市町長が署名したとの報道に対する知事コメント

＜以下知事コメント＞

再審法改正について、その趣旨には賛同している。
再審法改正の内容については、刑事手続に係るもので、国の所管事項であることから、
現在、国レベルで法曹関係者等の協議会などで検討が進められているところである。
これらを踏まえ、県として、静岡県弁護士会からの要請への対応について検討していく。



提 供 日 2025/01/22

タイトル 令和７年１月９日内閣府公表の災害用物資・機材等の
備蓄状況に関する県内分調査結果の訂正

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

１　概　要
○令和７年１月９日に内閣府より公表された、災害用物資・機材等の備蓄状況に関する調査結果について、焼津市の３品目の値及び県内

の合計値に誤りがあったため、訂正する。

○訂正版の集計データについては、県のホームページに掲載する。

　　掲載先URL：https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040803/1068848.html

２　訂正の内容
○焼津市の３品目の値

品　目 訂正前 訂正後
毛布 空欄 14,288
大人用紙おむつ 空欄 670
仮設トイレ 空欄 284

○県内の合計値
品　目 訂正前 訂正後

毛布 712,058 726,346
大人用紙おむつ 107,274 107,944
仮設トイレ 700 984

https://www.pref.shizuoka.jp/bosaikinkyu/sonae/1040803/1068848.html


提 供 日 2025/01/23

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、義務教育課、高校教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

（趣　旨）
静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

（概　要）
１　懲戒処分(その１)

(1)　処分日    令和７年１月22日（水）
(2)　処分量定    戒告
(3)　所属    中学校(西部)
(4)　職名　　教諭
(5)　年齢    48歳
(6)　性別    男性
(7)　事案概要（交通事犯(著しい速度超過)）

当該教諭は、令和６年７月19日（金）午後11時40分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、浜松市浜名区竜南500番地付近の道路を走行中、最
高速度50km/hのところ37km/h超過する87km/hで走行し、取締り中の警察官に検挙された。

当該教諭は、令和６年８月22日（木）に免許停止30日の行政処分を受け、令和６年９月２日（月）に罰金７万円の刑事処分を受けた。

２　懲戒処分(その２)
(1)　処分日    令和７年１月22日（水）
(2)　処分量定    戒告
(3)　所属    小学校(西部)
(4)　職名　　教諭
(5)　年齢    64歳
(6)　性別    男性
(7)　事案概要（交通事犯(著しい速度超過)）

当該教諭は、令和６年９月23日（月）午後１時55分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、磐田市高見丘750番地付近の道路を走行中、最高速
度40km/hのところ30km/h超過する70km/hで走行し、取締り中の警察官に検挙された。

当該教諭は、令和６年10月31日（木）に免許停止30日の行政処分を受け、令和６年11月12日（火）に罰金６万円の刑事処分を受けた。

３　懲戒処分(その３)
(1)　処分日    令和７年１月23日（木）
(2)　処分量定    戒告
(3)　所属    県立高等学校(東部)
(4)　職名　　校長
(5)　年齢    58歳
(6)　性別    男性
(7)　事案概要（交通事犯(著しい速度超過)）

当該校長は、令和６年５月４日（土）午前６時56分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、埼玉県秩父市大滝6234番地の１付近の道路を走行中、
最高速度40km/hのところ37km/h超過する77km/hで走行し、速度違反自動取締装置により検挙された。

当該校長は、令和６年８月27日（火）に免許停止30日の行政処分を受け、令和６年11月12日（火）に罰金７万円の刑事処分を受けた。

（県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント）
教育委員会が一丸となって交通安全意識の徹底などの不祥事防止対策に取り組む中、管理職を含む複数の教職員にこのような交通事犯が

あったことは、児童生徒、保護者をはじめ、県民の皆様の学校教育に対する信頼を失わせるものであり、社会的責任は大きく、深くお詫び申し上
げます。

県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を改めて促すとともに、具体的・実践的
な指導や研修を通じて、職員全体の一層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



発 表 日 2025/01/23

タイトル 教職員の懲戒処分

担　　当 教育委員会 教育総務課、義務教育課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

(趣　旨)
本日、静岡県教育委員会は、教職員の懲戒処分を次のように実施した。

(概　要)
１　懲戒処分(その１)

(1) 処分日　　令和７年１月23日(木)
(2) 処分量定　　停職６月
(3) 所属　　県教育委員会事務局
(4) 職名　　班長
(5) 氏名　　堀池　貞雄
(6) 年齢　　54歳
(7) 性別　　男性
(8) 事案概要(交通事犯（人身死亡事故））

当該班長は、令和５年12月29日（金）午前９時21分頃、私用で普通乗用自動車を運転し、運転上の注意義務を怠り、自車前方の横断歩道上を
左方から右方に横断していた女性に自車前部を衝突させ、重傷頭部外傷の傷害を負わせ、その後、死亡させた。

当該班長は、令和６年６月27日（木）に免許取消１年の行政処分を受け、令和６年11月27日（水）に罰金100万円の刑事処分を受けた。

２　懲戒処分(その２)
(1) 処分日　　令和７年１月23日(木)
(2) 処分量定　　停職４月
(3) 所属　　中学校（中部）
(4) 職名　　教諭
(5) 年齢　　27歳
(6) 性別　　男性
(7) 事案概要(児童生徒性暴力等（生徒へのセクシュアル・ハラスメント）)

当該教諭は、令和６年５月頃、以前勤務していた中学校の卒業生（高校生）に対し、ＳＮＳで私的につながり、性的な内容を含むメッセージを送
信したり、下着や胸元など身体の一部が見える写真等のやりとりをする不適切な行為を行った。

(県教育委員会教育長　池上　重弘　コメント)
教育委員会が一丸となって不祥事防止対策に取組む中、複数の教職員がこのような非違行為を行ったことは、児童生徒、保護者をはじめ、県民の

皆様の学校教育に対する信頼を著しく失わせるものであり、社会的責任はきわめて大きく、深くお詫び申し上げます。
県教育委員会といたしましては、このことを大変重く受け止め、再発防止に向けて、交通規則の遵守徹底を図るとともに、教職員一人一人が人権を

尊重する感覚を養い、子どもをかけがえのない存在として認識し、改めて公教育を担う重みを自覚するよう、具体的・実践的な指導や研修を通じて、職
員全体の一層の綱紀粛正と使命感・倫理観の高揚を図り、教育行政の信頼回復に努めてまいります。



提 供 日 2025/01/23

タイトル 静岡がん会議2024「DXで切り拓く新しいがん医療と医
療田園都市構想」

担　　当 がんセンター局 県立静岡がんセンター経営努力室

連 絡 先 マネジメントセンター　医療広報担当

TEL 055-989-5222

静岡がん会議2024
「DXで切り拓く新しいがん医療と医療田園都市構想」

静岡県立静岡がんセンター
　静岡県健康福祉部・静岡県経済産業部

公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機構　ファルマバレーセンター

静岡がん会議では、静岡がんセンターとファルマバレープロジェクトが車の両輪として推進するさまざまな課題やその未来像に
ついて議論してきました。
今年度のがん会議では、医療界、産業界、そして私たちの生活の中で急速に進むデジタル技術と、それによってもたらされるデ

ジタルトランスフォメーション（以下「DX」という。）について取り上げます。国の目指す方向性を始めとし、がん医療や医療田
園都市構想における取り組みについて意見を交わすことによって、豊かな未来を切り拓く礎になることを期待しています。

【静岡がん会議２０２４開催概要】
１　 日　　時　  2025年3月１日（土）午前10時30分～午後４時20分
２　 場　　所　  静岡がんセンター研究所　しおさいホール
　　　　　　　　　(静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地)
３　 主　　催　  静岡県立静岡がんセンター、静岡県健康福祉部・
　　　　　　　　 静岡県経済産業部・公益財団法人ふじのくに医療城下町推進機
                 構ファルマバレーセンター
４　 テーマ　 　「DXで切り拓く新しいがん医療と医療田園都市構想」
５　 プログラム　 「静岡がん会議2024プログラム」を参照
６　 参加対象者　 一般県民、医療・保健・福祉関係者、議会関係者、
　　　　　　　　　行政関係者、企業、研究者及び金融機関等
７　 定　　員　   170名程度(先着順)
８　 参加費     　無料
９　 お申込み　   事前申込制　申込期限：２月21日(金)

・申込方法　下記のいずれかの方法でお申し込みください。
  (1) 静岡がんセンターホームページ
    （https://www.scchr.jp/)
  (2) FAX(FAX番号：055－989-5713)
  (3) チラシ記載の二次元コード

10 お問い合せ
【静岡がん会議2024事務局】

静岡県立静岡がんセンター 疾病管理センター
〒411-8777　静岡県駿東郡長泉町下長窪1007番地
TEL 055-989-5222（内線2118）/FAX　055-989-5713
E-mail：gansogo@scchr.jp

【静岡がん会議2024プログラム】
開会挨拶・総括
主催者挨拶 静岡県知事　鈴木　康友
実行委員長挨拶 静岡県立静岡がんセンター　総長　

上坂　克彦
第１部：がん医療とDX
基調講演１　医療DX～国のビジョン～ 厚生労働省医政局参事官（特定医薬品開発支援・医療情報）付医

療情報室　
室長補佐　杉山　朋宏 氏

講 演 １　手術支援ロボットの進歩と近未来 静岡県立静岡がんセンター大腸外科
部長　塩見　明生

講 演 ２　病理診断のデジタル化と近未来 静岡県立静岡がんセンター病理診断科部長
杉野　隆

講 演 ３　デジタル技術を活用した臨床試験 静岡県立静岡がんセンター　呼吸器外科　医長　勝又　信哉
講 演 ４  Digital Transformation in Cancer Care in China 浙江省腫瘍病院　病院長　程　向东 氏
講 演 ５　電子カルテを基盤とするDX がん研有明病院医療情報部

データベース開発室長　鈴木　一洋 氏
第２部：医療田園都市構想におけるスマート社会の実現に向けて
基調講演２　医療田園都市構想～超高齢社会の理想郷づくり～ 静岡県立静岡がんセンター　

名誉総長　山口　建
講 演 ６　クラウドを活用したスマートシティの構築 アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社

水島　洋 氏
講 演 ７　アップデートするまちづくり（タウンマネジメントと健康意識を高める仕掛
けづくり）

パナソニック ホームズ(株)
熊谷　一義 氏

閉会挨拶 静岡県立静岡がんセンター　総長
上坂　克彦

演題・演者は変更になる場合がございます

https://www.scchr.jp/
mailto:gansogo@scchr.jp


提 供 日 2025/01/23

タイトル 令和６年度第１回「静岡県食と農が支える豊かな暮ら
しづくり審議会」を開催します。

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 農業戦略班

TEL 054-221-2633

令和６年度第１回「静岡県食と農が支える豊かな暮らしづくり審議会」を開催します。

静岡県民の豊かな暮らしを支える食と農の基本条例に基づき、令和６年度第１回「静岡県食と農が支える豊かな暮らしづくり審議会」を開催します。

１　日時
　　令和７年１月30日(木)　午前10時から正午まで

２　場所
　　県庁別館20階第１会議室Ａ

３　議事
　　・次期静岡県食と農の基本計画の策定方針について
　　・農産物の価格形成について

４　出席者
　　静岡県食と農が支える豊かな暮らしづくり審議会委員、県関係部局職員

５　傍聴
　・定員４人
　・当日午前９時50分までに会場にお越しください。
　・受付後は、事務局の指示により着席してください。
　・受付は、当日午前９時40分から先着順に行います。
　・定員に達し次第、受付を終了します。

６　問合せ先
　　経済産業部　農業局　農業戦略課　農業戦略班
　　電話番号：０５４－２２１－２６３３
　　電子メール：nougyousen@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:nougyousen@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/23

タイトル 明治安田生命と連携して都心で静岡県フェア開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班

TEL 054-221-3713

 明治安田生命保険相互会社での静岡県フェアの開催！！

（要　旨）

○県と明治安田生命保険相互会社との包括連携協定に基づき、静岡県の特産品と観光のPRを目的に明治安田生命新東陽町ビル内

において静岡県フェアを開催します。

○明治安田生命保険相互会社での静岡県フェアは初開催、なお、当日は同社の社員食堂にて用宗産釜揚げしらすを使ったメニュー

も提供する予定です。

（概　要）

区　分 内　　容

開催日 令和７年１月31日（金）午前11時から午後２時（予定）

会　場 明治安田生命　新東陽町ビル　２階（東京都江東区東陽2-2-11）

主催等
主催：明治安田生命保険相互会社、静岡県

共催：静岡県ＪＡグループ

内　容

○静岡県産直マルシェ

・青果物（いちご、みかん、野菜セット等）、加工品（茶、菓子等）の販売

・観光チラシの配架

○社員食堂での静岡県御当地メニューの提供

・用宗産釜揚げしらす丼

・清水もつカレー煮込み風カレーライス

その他 静岡県産直マルシェ会場においてＪＡハイナン公式アンバサダーの湯本亜
美さんによる農産物のＰＲを実施します

　
（参考）湯本亜美さんプロフィール

　　ＡＫＢ４８に15期生として加入し、34thシングル表題曲で初選抜。卒業後は俳優を中心に活動し、2024年には女子プロレスデビューし、白
星を飾るなど幅広く活動中



提 供 日 2025/01/23

タイトル タイ王国との交流の具体化に向け、現地を訪問します

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先

TEL 054-221-2985

タイ王国との交流の具体化に向け、現地を訪問します。

（要 旨）
　令和６年８月に締結したタイ王国との覚書に基づく交流の具体化に向け、経済産業部及びスポーツ文化・観光部職員がタイ王国
を訪問します。
　県議会の温浴等を活用したウェルビーイング・国際交流議員連盟所属議員とも連携し、観光スポーツ省など関係省庁等を訪問
し、協議等を行います。

（概 要）
日程：令和７年１月２４日（金）～２７日（月）［３泊５日］
目的：覚書に基づく交流の進め方等を協議

実施日 内容 実施内容
1月24日（金） ・タイ・ホットスプリングクラブ

・保健省

・観光・スポーツ省

・意見交換（観光交流）

・　 〃 　　（温泉管理）

・大臣表敬、意見交換（観光交流）

1月25日（土） ・ラノーン県温泉施設 ・温泉・スパ文化の調査、意見交換

1月26日（日） 　移動日 －

1月27日（月） ・観光スポーツ省観光局

・ISMED（中小企業発展研究所）

・TCEB （コンベンション推進機関）

・IBERD（ビジネス経済研究所）

・具体的取組の協議（観光交流）

・　 〃　 　　 　　　　　（企業間交流）

・意見交換　（観光交流）

・　 〃 　　　 （経済交流）

（タイとの協議内容等）

覚書項目 本県からの提案
温泉管理等の情報交換 ・タイ事業者向け伊豆の温泉施設等視察コース共同開発

経済・観光交流

・温泉×スパの新サービス共同開発

・相互の観光情報発信の協力

・航空路線開設時、就航時の利用促進へ協力要請

・企業間交流に関する連携

人的交流 ・本県事業者向けタイスパ技術研修プログラム等の検討



提 供 日 2025/01/23

タイトル 新型コロナウイルス感染症対策の振り返りと今後に向
けた講演会を開催します。

担　　当 健康福祉部 医療局感染症対策課

連 絡 先 企画情報班

TEL 055-928-7220

　新型コロナウイルス感染症対策の３年間を振り返り、次の新興感染症にどのように備えるべきかをテーマとした講演会を関係市町と連携して開催します。

１　主催

　　伊豆市、伊豆の国市、函南町、静岡県

２　開催日時

　　令和７年１月31日（金）15時から16時30分（14時30分開場）

３　開催場所

　　修善寺生きいきプラザ内 市民文化ホール（伊豆市小立野38番地の２）

　　※伊豆箱根鉄道修善寺駅下車徒歩10分

４　講師

　　 公益財団法人結核予防会 　 理事長 　 尾身 　 茂 　 氏

　　（元政府新型コロナウイルス感染症対策分科会会長）

５　演題　　

　　 新型 コロナウイルスとの 闘 いを 振 り 返 って

　　 ～ 次 のパンデミックに 備 えるために 、 今考 えること ～

６　対象

　　県・市町行政職員および医療福祉機関関係者　200人程度

７　その他

　　 講演会終了後 、 講師 への 取材 をお 受 けします 。



提 供 日 2025/01/23

タイトル 「健康づくり講座」の参加者を募集中！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班

TEL 054-221-2442

「健康づく り 講座」の参加者を 募集中！
　～あなたの好きな事・得意な事で地域が元気に！？～

　県では地域活動への参加により、心と体の健康づくりを図りつつ、地域全体を元気にするヒントについてお話しする講座を県下４か所
で実施します。
　現在参加者を募集しており、定員は先着40名です。

１　講座名
　　「健康づくり講座」～あなたの好きな事・得意な事で地域が元気に！？～

２　登壇者
　　焼津市・浜松市会場　静岡産業大学スポーツ科学部　館俊樹　教授
　　三島市・下田市会場　東海大学体育学部　久保田晃生　教授
　　趣味や得意なことを活かして地域で活動を行うシニア世代の方（各会場２名）
　　

３　開催日時・会場
会場 開催日 会場

焼津会場 ２月25日（火）
焼津市総合福祉会館　多目的ホール
（焼津市大覚寺3-2-2）

浜松会場 ２月28日（金） 浜松市福祉交流センター　大会議室
（浜松市中央区成子町140-8）

下田会場 ３月３日（月）
道の駅開国下田みなと　会議室3
（下田市外ヶ岡1-1）

三島会場 ３月４日（火） 三島市民生涯学習センター　多目的ホール
（三島市大宮町1-8-38）

　　
　　※いずれも 14：00～16：00（開場は13：30～）

４　定員
　　各会場40名

５　問合せ・申込先（事業受託者）　
公益財団法人しずおか健康長寿財団　稲益・鈴木

　　（静岡市葵区駿府町1-70 静岡県総合社会福祉会館内）
電話 054-253-4221/FAX 054-253-4222



提 供 日 2025/01/23

タイトル 【全日本高等学校女子サッカー選手権大会優勝】藤枝
順心高等学校による知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

全日本高等学校女子サッカー選手権において、
大会初３年連続８度目の優勝を果たした藤枝順心高等学校サッカー部

へ知事顕彰を授与します！

　令和６年12月29日（日）から令和７年１月12日（日）まで開催された第33回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した
藤枝順心高等学校の選手たちが知事を表敬訪問します。
　当日は、大会初３年連続８度目の優勝を達成した同校サッカー部に対し、知事顕彰を授与します。

１　日時　
　　令和７年１月30日（木）　午後５時45分～６時

２　会場　
　　県庁別館21階展望ロビー

３　訪問者　
　　藤枝順心高等学校
　　　サッカー部選手　19名（予定）
　　　戸田　雪子　校長
    　中村　翔　　監督

４　県側出席者
　　鈴木　康友　知事
　　池上　重弘　教育長
　　平塚　晴利　スポーツ・文化観光部長代理
　　
５　次第
　(1) 県側出席者紹介
　(2) 校長の優勝報告
　(3) 監督の挨拶
　(4) 主将の挨拶
　(5) 知事からお祝いのことば
　(6) 知事から顕彰状授与
　(7) 記念品贈呈
　(8) 記念写真撮影



提 供 日 2025/01/23

タイトル 令和６年度「しずおか遺産」認定証交付式の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-3183

令和６年度「しずおか遺産」認定証交付式の開催

　本年度、新たに認定した「しずおか遺産」２件のうち、牧之原市が代表自治体として申請した遺産について、1月26日に牧之原市が開催する
『「田沼意次侯」顕彰事業』において認定証の交付式を開催します。

１　認定式の概要
　【　開 催 日 時　】令和７年１月26日（日）　午後１時30分～１時45分
　【　開 催 場 所　】牧之原市史料館前（牧之原市相良275－2）
　【　認定遺産名　】田沼街道とまぼろしの城
　【　 交　付　者 　】スポーツ・文化観光部　松田有紀文化局長
　【　代表交付先　】杉本基久雄牧之原市長

２　認定遺産の概要
　【  関 係 市 町  】牧之原市、藤枝市、焼津市、吉田町
　【  遺産の特徴  】田沼意次の名を冠する田沼街道と街道沿いの遺産、ゆかりのお寺や
  　　 　　　　　　　　 郷土料理、伝統行事など23件の文化財を紹介
　【主要構成資産】相良城址（牧之原市）、田沼街道下瀬越跡（焼津市）
　　　　　　　　　　　　大慶寺庫裡（藤枝市）、能満寺のソテツ（吉田町）
　【しずおか遺産】地域に点在する文化財を歴史ストーリーでつなぎ、情報発信を行う
                         本県独自の認定制度。令和４年度から開始し、認定件数は７件

＜参考＞「田沼意次侯」顕彰事業式次第
（１）牧之原市史料館前（牧之原市相良275－2）

13:00～13:30　大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』展・静岡まきのはら」オープニングセレモニー
13:30～13:45　しずおか遺産「田沼街道とまぼろしの城」認定証交付式

（２）牧之原市相良総合センター「い～ら」ホール（牧之原市須々木140）
　　　15:00～16:00　大河ドラマ『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』トークショー

　



提 供 日 2025/01/23

タイトル １月26日の文化財防火デーに合わせて
県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財保護調査班

TEL 054-221-3169

１月26日の文化財防火デーに合わせて県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

昭和24（1949）年１月26日に法隆寺金堂で火災が発生したことから、毎年１月26日は文化財防火デーに定められています。全国の文化財では、この日を中心に消火訓
練が行われています。
　文化財の防火対策が注目される中、昭和30（1955）年以降71回目となる今年は、今回初めて行われる５か所を含む県内44か所（県内の国指定重要文化財建造物等）で
防火訓練が行われます。

１　防火訓練を実施する文化財一覧（下線部は初めて実施）
（１）国指定等文化財

ア　建造物　　　　　　　 　　  御前崎灯台 ・ 旧官舎 （ 御前崎市 ）など16か所
イ　美術工芸品　　　 　 　 　 南禅寺伝来所像 （ 河津町 ）など３か所
ウ　史跡　　　　　　　　   　 　新居関跡（湖西市）など３か所
エ　名勝・天然記念物　　　 大瀬崎のビャクシン樹林（沼津市）など２か所
オ　重要無形民俗文化財    沼田 の 湯立神楽 （ 御殿場市 ）１か所
カ　伝統的建造物群　　 　　 花沢地区 （ 焼津市 ）１か所
キ　登録有形文化財　　　　小松楼（湖西市）など２か所

（２）県指定文化財
ア　建造物　　　　　　      　大石寺山門など（富士宮市）など４か所
イ　美術工芸品　　       　　木造文殊菩薩坐像（静岡市）１か所

（３）市町指定文化財
ア　建造物　　　　　　      　 富士川民俗資料館 （ 稲葉家住宅 ）など５か所
イ　美術工芸品          　　 聖観世音菩薩（藤枝市）など２か所
ウ　天然記念物　　　　　    草薙神社の大クス（静岡市）１か所

（４）博物館・資料館、その他　　 三島市郷土資料館（三島市）など３か所

２　留意事項・その他
取材にあたっては、事前に各市町文化財担当課へ確認をお願いします。

３　文化財防火デ－に関する問合せ先
　　文化財課　文化財保護調査班　杉山
　　電話：054－221－3169



提 供 日 2025/01/23

タイトル 株式会社エーツーからの寄附金寄贈及び感謝状贈呈式
の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

株式会社エーツーによる「南アルプス環境保全基金」への
寄附に対し知事感謝状を贈呈します

　株式会社エーツーから、南アルプスの環境保全活動の取組を推進するために
「南アルプス環境保全基金」に対する寄附の申し出をいただきました。

　つきましては、以下のとおり寄附金目録の贈呈及び知事感謝状の贈呈を行い
ます。

１　日　時

　　令和７年１月29日（水）午前11時から11時20分まで

２　場　所

　　県庁　東館５階　森副知事室

３　出席者

　　株式会社エーツー　代表取締役社長　杉山 綱重 様　

　　株式会社清水銀行　取締役　八木 真樹 様　　　　　　

　　　※本寄附は、株式会社清水銀行の制度を活用しています。

　　静岡県副知事　森　貴志

４　寄附金額

　　100万円

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/23

タイトル 第48回静岡県男女共同参画会議の開催

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3363

第48回静岡県男女共同参画会議の開催

第48回静岡県男女共同参画会議※では、「次期静岡県男女共同参画基本計画の策定方針等」について、委員の皆様から意見を伺います。

１　日時　令和７年１月30日（木）午前10時から正午まで
２　場所　静岡県庁別館９階特別第一会議室（Ｗｅｂ会議システムと併用）
３　議題　次期静岡県男女共同参画基本計画の策定方針　等
４　委員　20名

氏　名 所属等 氏　名 所属等

内山　千穂
日本労働組合総連合会静岡県連合会　副事務
局長 田村　典彦 吉田町長

鎌野　順子
一般社団法人静岡県地域女性団体連絡協議
会　副会長 恒友　仁

一般財団法人静岡経済研究所
専務理事

川内　十郎 静岡新聞社編集局　論説委員 寺田　容子 磐田市立豊田中学校　校長

工藤　弘子
公益社団法人静岡県ひとり親福祉連合会　常
務理事 道喜　道恵 公募委員

久保田　崇 掛川市長 豊田　浩子 袋井商工会議所　会頭

国保　祥子 静岡県立大学経営情報学部
准教授

藤崎　統子 公募委員

下位　桂子
特定非営利活動法人静岡県男女共同参画セン
ター交流会議 
代表理事

舩戸　修一
静岡文化芸術大学文化政策学部
教授

白井　千晶 静岡大学人文社会科学部
社会学科　教授

古畑　恵子 弁護士

鈴木　良則 一般社団法人静岡県経営者協会
専務理事

村上　真理 公募委員

田中　秀幸 静岡県中小企業団体中央会
専務理事

森本　英晶 厚生労働省静岡労働局
雇用環境・均等室長

（50音順　敬称略）

※　静岡県男女共同参画会議とは、静岡県男女共同参画推進条例に基づき設置された、本県の男女共同参画基本計画に対する意見を述べたり、その
推進に関する施策及び重要事項を調査審議する等の役割を担う機関で、学識経験者や外部有識者等により構成されています。



提 供 日 2025/01/23

タイトル ちびまる子ちゃんで交通安全！新入学児童へ
交通安全下敷を贈ります。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

ちびまる子ちゃんで交通安全！
新入学児童へ交通安全下敷を贈ります。

（贈呈者：一般財団法人市川交通安全財団）

　一般財団法人市川交通安全財団（理事長：市川聡康）が、令和７年４月に県内の小学校等に入学する全ての児童に対して、「交
通安全下敷」を贈ることから、下記のとおり「交通安全啓発品贈呈式」を開催します。
　なお、同財団が行う本贈呈事業は、財団設立の翌年（昭和56年）４月の入学児童から実施されており、今回が45回目となりま
す。
　
１　贈呈式
　(1) 日　時
　　　令和７年１月31日（金）　午後３時から（おおむね20分間）

　(2)　場　所
　　　県庁西館７階　教育委員会　教育長室

　(3)　贈呈者
　　　一般財団法人市川交通安全財団　理事長　市川聡康(としやす)氏

　(4)　受贈者
　　　県教育委員会　教育長　池上重弘

　(5)　贈呈品
　　　交通安全下敷（図柄「ちびまる子ちゃん」)　28,400枚(目録)

２　参　考
　一般財団法人市川交通安全財団（静岡市駿河区東新田1-3-55）は、交通事故のない明るい静岡県づくりの推進に寄与することを
目的に、昭和55年４月１日に設立され、交通安全教育への協力、交通安全対策推進団体等への助成などの事業を行っており、県の
交通安全行政にも多大なる御協力をいただいています。



提 供 日 2025/01/23

タイトル 静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと
移住フェア」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2540

静岡県最大規模の移住相談会「 静岡まるごと 移住フ ェ ア」 を開催し ます！

　静岡県は、豊かな自然環境や温暖な気候、東京圏からの近接性など、様々な魅力が評価され、４年連続「移住希望地ランキング１位※」に
選ばれています。
　静岡県に興味がある方、ライフスタイルを変えたい方などに向けて、静岡県の自治体、団体や企業が一堂に会した大相談会「静岡まるごと
移住フェア」を開催し、新しい暮らし方の提案や、仕事、住まい選びの相談など、本県への移住をまるごとサポートします。
※認定NPO法人ふるさと回帰支援センター調べ（2020年、2021年、2022年、2023年）

１　概要

タイトル 静岡まるごと移住フェア

開催日時 令和７年２月２日（日）11時～16時30分

会　　場 東京交通会館12階ダイヤモンドホール（東京都千代田区有楽町2-10-1）

主 催 等
静岡県、ふじのくにに住みかえる推進本部

（共催：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター）

実施方法 対面

出 展 者 約60団体（静岡県、市町、仕事・暮らし・住まいに関する団体・企業等）

内   容

・出展者との対面による個別相談

・移住セミナー

・体験＆ワークショップ

・静岡の名物が抽選で当たる、スタンプラリー大抽選会

・事前申し込みすると、富士山グッズなどのノベルティをプレゼント！

※詳細は、別添のチラシ又はホームページからご確認ください。
特設Web

サイトURL
https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp

２　当日の連絡先
　・企画政策課　企画班　山本（公用携帯：090-6805-1420）

　　　　 ※ 現地 で 取材希望 の 場合 は 、 人数 、 代表者名 、 訪問予定時間 を 事前 に 御連絡 ください 。

https://marugotoiju.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/01/24

タイトル 令和６年度学習成果発表会

担　　当 教育委員会 駿河総合高等学校

連 絡 先 学校魅力推進課主任　遠藤健

TEL 054-260-6688

 駿河総合高校 の 生徒 が 学習成果発表会 を 行 います

スクールミッション「多様な学びを実現する都市型総合学科として、主体性と個性を尊重しつつ他者と協働して学ぶ教育を通し
て、社会や地域に積極的に参画し貢献する人材の育成を目指す。」のもと、授業（産業社会と人間、教科における課題研究等）お
よび総合的な探究の時間の学習成果を発表します。
　

１　日　時
　　令和７年１月31日（金）午前８時45分から午後０時35分まで（休憩を含む）

２　会　場
　　静岡県立駿河総合高等学校 体育館２階
　　（静岡市駿河区有東三丁目4-17）

３　内　容
 (1) ステージ発表 
　　第１部 ・授業成果発表（「産業社会と人間」および教科） 9件  8:53～ 9:40
　　　　　 ・授業の学びを広げた活動の成果発表 　　 　　　13件  9:50～11:10

 　 第２部 「総合的な探究の時間」成果発表・講評           9件 11:20～12:45

詳細は添付資料（タイムスケジュール）をご覧下さい。

(2) ポスター掲示

４　参加者・出席者
　　本校１～３年次生（663名）

５　お問合せ先
　　静岡県立駿河総合高等学校
　　学校魅力推進課主任　　遠藤　健
　　電　話　　054-260-6688

メール　　surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　

mailto:surugasogo-h@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/01/24

タイトル 日中青年代表交流　参加者交流報告会を開催します！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 青少年指導班

TEL 054-221-3305

　　　　　　　　　　　　　　日中青年代表交流
　　　　　　　　　　　　参加者交流報告会を開催します！

静岡県教育委員会では、県内の産業、教育、行政、文化などの各分野で活躍する青年と、中国浙江省の青年が、相互の国を訪問して交
流する「日中青年代表交流」を実施しています。　　

今回は、今年度事業の集大成として、全プログラムを終えた静岡県青年による交流報告会を開催します。

１ 日　時　令和７年２月1日（土）　午後1時15分から４時まで

２ 会　場　グランディエールブケトーカイ　４階「ワルツ」　
　　　　　   （静岡市葵区紺屋町17－1　葵タワー）

３ 報告者　静岡県参加青年15人

４ 内　容　静岡県参加青年15人による交流報告および報告会出席者との意見交換会
　　　　   　・報　 告　 会　午後1時15分から３時40分（７分×15人、途中休憩あり）
　　　　　   ・意見交換会　午後３時40分から４時

＜本年度の交流実績＞
・浙江省交流　８月11日から16日　
　日本青年15人が訪中
　現地・日系企業視察、学校視察、ペアワーク、上海市内視察など
・静岡県交流　12月１日から４日
　浙江省交流団６人が来日
  歓迎レセプション、青年意見交換会、ペアワーク、静岡県内（学校・企業）視察など

「有徳の人づくり」を進めています。
静岡県教育委員会　



提 供 日 2025/01/24

タイトル 教職員の逮捕

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 人事班

TEL 054-221-3117

（趣　旨）
　静岡県教育委員会は、令和７年１月24日（金）、教職員１人が道路交通法違反(無免許運転・通行帯違反)の容疑で逮捕された旨
の情報を得たので報告する。

（概　要）
　１　所　　属：　県立高等学校（中部）　
　２　職　　名：　教諭
　３　氏　　名：　青木　隆政（あおき　りゅうせい）
　４　年　　齢：　32歳
　５　性　　別：　男

（静岡県教育委員会教育長　池上　重弘コメント）
　詳細な事実関係について、現時点では把握しておりませんが、教職員が道路交通法違反(無免許運転・通行帯違反)の容疑で逮捕
されたことは大変遺憾であります。
　教育委員会が一丸となって不祥事根絶に取り組んでおり、また、昨日、交通規則の遵守徹底を指示した中で、本日、教職員が逮
捕されたことについて、生徒、保護者をはじめとする県民の皆様に対し、深くお詫び申し上げます。
　本件につきましては、今後、事実を確認し厳正に対処するとともに、この事態を重く受け止め、県民の皆様の教育に対する信頼
を回復できますよう、教職員に対する指導の一層の強化と徹底を図ってまいります。



提 供 日 2025/01/24

タイトル 第３回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿
地区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3113

第３回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の在り方について改めて検討し、令和６年３月に
「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」（以下、「基本計画」）を策定しました。
　基本計画では、生徒個々に応じた主体的な学びや多様な学びの展開には、「地域（実社会）との連携＜地域の視点＞」を不可欠
としています。そこで、北駿地区の実態やニーズを踏まえた県立高校の役割や教育活動について地域住民と考えや思い等を共有
し、長期的な視点から県立高校の在り方を検討するため、第３回「県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）」を開催
します。

●日　時　令和７年１月31日（金）午前10時から正午まで

●場　所　御殿場市林業会館　会議室
　　　　　（御殿場市萩原528-1）

●参加者　・北駿地区２市１町（御殿場市、裾野市、小山町）首長、教育長
　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長
　　　　　・県教育長　他
　　　　　（オブザーバー）
　　　　　・地区の中学校及び県立高等学校長

●内　容
（１）情報共有事項
　　・第２回地域協議会（北駿地区）の状況
（２）協議事項
　　・グランドデザイン策定に向けた方向性の検討



提 供 日 2025/01/24

タイトル 第６回移動教育委員会を浜松工業高等学校において開
催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 政策推進班

TEL 054-221-3134

県教育委員が浜松工業高等学校を訪問
～令和６年度第６回移動教育委員会を 開催します～

県教育委員会では、教育課題について教育現場の関係者と直接意見交換等を行い、施策推進の参考とするため、学校等を訪問する移
動教育委員会を実施しています。
　今年度第６回の移動教育委員会は、３期目のスーパーサイエンスハイスクールに指定され、「令和の日本型学校教育」におけるこれからの
工業高校のあり方を示す研究と題し、様々な分野と研究交流を進める「浜工ラボ」、教科を横断したS TEA M 教育の教材開発などを推進す
る県立浜松工業高等学校において開催します。

（概　要）

１　日　時
　　令和７年１月2 9 日（水）午前９時4 0 分から11時4 0 分まで

２　訪問先
　　静岡県立浜松工業高等学校（住所：浜松市中央区初生町115 0 番地）
　　
３　内　容
　　 9 :4 0 ～10 :10 　学校概要説明
　　10 :10 ～11:0 0 　授業及び施設見学
　　11:0 0 ～11:4 0 　学校教職員との意見交換

４　出席者
　　静岡県教育委員会教育長及び教育委員
　　静岡県立浜松工業高等学校長　ほか
　　
５　記者の皆様へ
　　取材いただける場合は、１月2 8 日（火）16 時までに教育政策課へ御連絡ください。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/01/24

タイトル 令和６年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール
入選作品展を開催します！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

令和６年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール入選作品展を開催します！

「令和６年度明るい選挙啓発ポスターコンクール」の県審査会で入選した61点を
展示します。

１　概要

　会　期　令和７年１月31日（金）～２月６日（木）

　時　間　平日　午前８時30分～午後６時00分

　　 　　 土日  午前10時00分～午後６時00分

　会　場　県庁別館21階展望ロビー

　内　容　第３次審査（中央審査）への提出作品及び第２次審査（県審査）の

　　　　　入選作品計70点のうち、静岡市の児童生徒の作品を除く61点

　　　　　※静岡市の児童生徒の作品については、現在、日本平動物園において展示されてい

　　　　　　 るため、本作品展では展示いたしません

２　県審査会の結果
応募学校数

（校）
市町選挙管理
委員会への応
募作品数

Ａ

Ａのうち第２
次審査(県審
査)応募作品数

入選作品数

Ｂ

Ｂのうち第３
次審査(中央審
査会)提出数

小学生 150 1,311 124 30 10 
中学生 88 487 　     101 30 5 
高校生 12 182 23 10 5 
合　計 250 1,980 248 70 20 

＊　明るい選挙啓発ポスターコンクール

・主　催　公益財団法人明るい選挙推進協会、都道府県選挙管理委員会連合会都道府県選挙管理委

          員会、市区町村選挙管理委員会

・概　要　子どもの頃から選挙に関心や親しみをもってもらうとともに、子どもの取組を通じて親

          の選挙への関心を高めるほか、広く有権者に明るい選挙を周知するため、小学生・中学

          生・高校生を対象に明るい選挙をテーマとして行われるポスターコンクールであり、

　　　　　今回で第76回目となる。

・応　募　小学校、中学校、高等学校の児童・生徒が各市区町村選挙管理委員会に応募

・審　査　３段階で審査

　　　　　第１次審査　　　　　　　市区町村選挙管理委員会が実施

　　　　　第２次審査（県審査）　　都道府県選挙管理委員会が実施

　　　　　第３次審査（中央審査）　主催者が実施（※）

　　　　　※審査員：文部科学省・総務省・公益財団法人明るい選挙推進協会・都道府県選挙管理

            委員会連合会の各代表



提 供 日 2025/01/24

タイトル 急傾斜地崩壊危険区域台帳への個人情報の掲載につい
て

担　　当 交通基盤部 河川砂防局砂防課

連 絡 先 砂防班

TEL 054-221-3041

急傾斜地崩壊危険区域台帳への個人情報の掲載について

１　要旨
　・静岡県では、がけ崩れから住民の生命を守るため、がけ崩れのおそれのある区域を「急傾斜地崩壊危険区域」に指定し、擁壁等の防止施

設を整備するとともに、事業実施後は急傾斜地崩壊危険区域台帳（以下、「台帳」）を作成し、インターネット上で公開している。
　・この度、公開（「８ 参考」を参照）している台帳の一部に個人情報を記載していたことが判明した。

２　個人情報の内容
（１）記載されていた個人情報：氏名及び住所
（２）記載されていた個人情報の人数：5,462名

３　発生原因
 　台帳の公開（令和６年２月）にあたり、個人情報への認識が欠けており削除せずに公開してしまった。

４　今までの対応
　・判明した当日の令和６年12月11日にインターネットの公開を停止
　・個人情報の記載の有無について全ての台帳（1,642件）を確認

５　今後の対応
　・本日以降、個人情報の保護に関する法律に基づき、台帳に記載のあった本人に、当該事案が発生した旨を郵送により通知する。
　・本件内容をホームページに公表する。

６　再発防止策
　・台帳を扱う関係者に対し、個人情報の取扱いについて周知・徹底する。

７　問い合わせ先
　静岡県交通基盤部河川砂防局砂防課砂防班　054-221-3044

８　参考
　公開されていたインターネットサイト
　　https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/　
　　※現在、急傾斜地崩壊危険区域台帳は公開されていません。

https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/


提 供 日 2025/01/24

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/17～1/23） 

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第575報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/17～1/23）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の49頭で、豚熱ウイルスの感染事例はありませんでした。

平成30年９月以降、17,670頭（死亡386頭、捕獲17,284頭）の検査を実施し、612頭の陽性（死亡170頭、捕獲442頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。



（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/01/24

タイトル 【当日取材依頼】小学校がフラワーアレンジメント教
室を開催！

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 花き振興班

TEL 054-221-2679

(令和６年度新設事業)小学校がフラワーアレンジメント教室を開催！

　県では、学校における花育の導入を後押しするため、新しく花育に取り組む小学校を対象に、講師の派遣費用と花材代を支援す
る「花緑出張サービス〈学校枠〉」を令和６年度に新設しました。
　当事業を利用し、富士市立吉永第一小学校がフラワーアレンジメント教室を開催します。

日　時 令和７年１月30日（木）　　午前８時15分から10時まで

会　場 富士市立吉永第一小学校　２年１組教室
（富士市比奈１４３１）

講　師 後閑玲子 氏（ふじのくに花の都しずおかアドバイザー
*１
）

富士市を中心に出張フラワーアレンジメント教室を開催し、県産花きの魅力を伝える
活動をしている。

参加者 ２年生　24人

内　容 ８:15～９:00　お花屋さん体験
９:15～10:00　フラワーアレンジメント制作体験（県産花きのロスフラワー

*２

使用）

*１：県民が気軽に花壇づくりや花装飾のアドバイスを受けることができる人材を「ふじのくに花の都しずおかアドバイザー」と
して県で登録しています。アドバイザー活動の一環として、花緑出張サービス事業の講師を勤めています。
*２：収穫されてから消費者の手に渡るまでに、「丈が短い」「花が咲き進んでいる」など様々な理由で廃棄されてしまう花のこ
とを指します。　　　　

（お問合せ先）
静岡県経済産業部農業局農芸振興課　藤武
電話番号：054-221-2679

＊取材いただける場合は、１月28日（火）までに御連絡ください。



提 供 日 2025/01/24

タイトル 経営革新計画の承認（令和６年12月分）

担　　当 経済産業部 商工業局経営支援課

連 絡 先 経営革新班

TEL 054-221-3164

静岡県は、令和６年12月の経営革新計画を32件承認しました。
承認企業の地域別内訳は、東部16件、中部８件、西部８件となっており、市町別では静岡市、藤枝市、浜松市が最多（同数）の
３件となっています。
業種別の内訳は、製造業が最多で８件となっています。

１　令和６年12月の承認件数

区分 東部 中部 西部 計 当年度計
件数 16件 ８件 ８件 32件 195件

　

２　市町別内訳

　　 東部
区分 　　沼津市 富士市 三島市 　　裾野市 御殿場市
件数 　　　２件 ２件 ２件 　　 １件 　２件

区分 伊豆の国市 伊豆市 函南町 　東伊豆町 河津町
件数 　　　１件 １件 ２件 　　 １件 　２件

　　　 中部
区分 　　静岡市 藤枝市 牧之原市
件数 　　　３件 ３件 ２件

　　

　　 西部
区分 浜松市 　　掛川市 　 菊川市 　 湖西市 　　袋井市
件数 ３件 　　　１件 　　　１件 　　 ２件 　　　１件

　３　業種別内訳

区分 製造業 建設業 情報通信業 運輸業 卸売・小売業
件数 ８件 ２件 ２件 ０件 ５件

　区分 飲食店・宿泊業 医療・福祉 教育学習支援 サービス業 その他
　件数 ７件  １件  ０件 ４件  ３件

＜参考＞
◆「経営革新計画の承認」とは
　県は、中小企業者等による新規事業への取組で、相当程度の経営の向上が見込める計画について承認します。承認企業は、制度融資や信用保証の別枠、
補助金など主に資金調達に係る支援策が利用できます。（ただし、利用する支援策ごとに個別審査が別途必要となります。）
◆具体的な経営革新の取組事例を紹介している経営革新事例集（Ｒ５版）は、県経営支援課のホームページでご覧いただけます。
 https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf

https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/028/472/r5zireishu.pdf


提 供 日 2025/01/24

タイトル 令和６年度第２回ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会を
開催します。

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

令和６年度第２回ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会を開催します。

　県では、県内における燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及や水素ステーションの整備の効果的な促進を図るため、企業や県内市町等を会員と
する「ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会」を設置しています。
　このたび、ＦＣ商用車（バス・トラック）の導入目標や水素ステーション設置の方向性等について議論するため、本年度第２回目の協議会を開
催します。

１　開催日時

　　 令和７年１月28日（火）　午後１時00分～午後２時30分

２　場　所

　　 県庁別館９階第２特別会議室（オンライン開催）

３　出席者

　 　ふじのくにＦＣＶ普及促進協議会　構成員
　　 （水素関連事業者、車両関連事業者、輸送及び荷主事業者、行政等で構成）

４　内　容
　
　   ○ＦＣ商用車（バス・トラック）の導入目標、水素ステーション設置の方向性　等
　
５　会議の公開
　（１）　傍聴定員　３名
　（２）　傍聴手続
　　傍聴を希望される場合は、上記開催時刻までに受付で氏名、住所を記載し、
　事務局の指示に従って会場に入室してください。傍聴の受付は、当日午後０時
　45分から先着順で行います。定員になり次第、受付を終了します。



提 供 日 2025/01/24

タイトル 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、新た
に４物質を知事指定薬物として指定しました。

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬物対策班

TEL 054-221-2413

静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき
　　新たに４物質を知事指定薬物として指定しました！

１　要旨
　静岡県薬物の濫用の防止に関する条例第14条第１項の規定に基づき、４物質について、人の身体に使用された場合に、興奮、幻
覚、陶酔等の作用を人の精神に及ぼし、さらに、これらが濫用されるおそれがあると認められるため、知事指定薬物として指定し
ました。
　今回の指定は、同条例が平成27年３月１日に全面施行されてから、51回目（累計169物質）の指定になります。

２　知事指定薬物として指定する物質
通称名 物質名

１ ・２Ｆ－ＮＥＮＤＣＫ
・２Ｆ－２ＯＸＯ－ＰＣＥ
・２－ＦＸＥ
・２－ｆｌｕｏｒｏｄｅｓｃｈｌｏｒｏ－Ｎ－ｅｔｈｙｌ－
ｋｅｔａｍｉｎｅ

２－（エチルアミノ）－２－（２－フルオロフェニル）シク
ロヘキサン－１－オン及びその塩類

２ ・Ｍｅｔｏｎｉｔａｚｅｐｙｎｅ
・Ｎ－Ｐｙｒｒｏｌｉｄｉｎｏ　Ｍｅｔｏｎｉｔａｚｅｎｅ

２－［（４－メトキシフェニル）メチル］－５－ニトロ－１
－［２－（ピロリジン－１－イル）エチル］－１Ｈ－ベンゾ
［ｄ］イミダゾール及びその塩類

３ ・１ｃＰ－ＡＬ－ＬＡＤ （８Ｒ）－６－アリル－１－（シクロプロパンカルボニル）
－Ｎ，Ｎ－ジエチル－９，１０－ジデヒドロエルゴリン－８
－カルボキシアミド及びその塩類

４ ・１ｃＰ－ＭｉＰＬＡ
・１ｃＰ－ＭＩＰＬＡ

（８Ｒ）－１－（シクロプロパンカルボニル）－Ｎ－メチル
－Ｎ－（プロパン－２－イル）－６－メチル－９，１０－ジ
デヒドロエルゴリン－８－カルボキシアミド及びその塩類

３　指定期日
　告示：令和７年１月24日（金）
　適用：令和７年１月25日（土）

４　備考
　今回指定した４物質については、令和７年１月27日に、国が、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する
法律第２条第15項に規定する指定薬物に指定予定です。



提 供 日 2025/01/24

タイトル ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開
催

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班

TEL 054-221-2868

ふじのくに次世代医師リクルーター委嘱状交付式の開催
若手医師21人が県内の医師確保のために活躍

１　要旨
　県は、地域医療の魅力を全国の医学生に伝え、医師確保のために活躍いただく「ふじのくに次世代医師リクルーター」を委嘱し
ます。

２　日時・会場
　令和７年１月31日（金）16：00～16：15
　静岡県庁別館21階展望ロビー西側

３　出席者
　静岡県知事、ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ宮地良樹学長、
　第11期リクルーター、県内医療関係者

４　交付式の内容
　・県知事挨拶
　・委嘱状交付
　・リクルーター代表決意表明
　・激励の言葉（宮地良樹学長）　など

５　ふじのくに次世代医師リクルーター
　・平成27年の第１期委嘱以来、10期計のべ224人に委嘱
　・今期は第11期21人
　・１年間の任期中、県のイベント等に参加し活動

＜今後の活動予定＞
　・通年　　　　　　メールマガジンへの寄稿
　・令和７年７月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（静岡）
　・令和７年８月頃　ふじのくにバーチャルメディカルカレッジ夏季セミナー
　・令和８年３月頃　医学修学研修資金利用者との意見交換会（静岡）　等

【参考：昨年度の交付式の様子】　　　

 　　　  　



提 供 日 2025/01/24

タイトル 地域医療の未来を考える「キャリア支援シンポジウ
ム」を開催します！

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 医師確保班　岩崎

TEL 054-221-2868

地域医療の未来を考える「キャリア支援シンポジウム」を開催します！

静岡県では県全体の女性医師に対する就業支援・キャリア形成支援を目的として、浜松医科大学に委託し「ふじのくに女性医師支
援センター」を設置しています。
静岡県の医療現場の多様性と次世代の育成を支えるため、女性医師や若手医師が共に成長し、地域医療を支えるための企画とし
て、キャリア支援シンポジウムを開催します。

日　　時 令和７年１月31日(金)18：00～20：00
開催方法 ハイブリット(オンライン・会場)

会　　場 静岡県医師会館
（静岡市葵区鷹匠３丁目６－３）

共　　催
ふじのくに女性医師支援センター
静岡県医師会
浜松医科大学医学部附属病院

講　　座

１ 井上　真智子　先生
（浜松医科大学医学部 地域家庭医療学講座　特任教授）
「地域まるごと健康を目指す！コミュニティ志向型医療の新しいカタチ」

２ 森　典子　先生
（独立行政法人 地域医療機能推進機構　桜ケ丘病院 院長）
「じぶんらしく たのしく はたらく」

＜昨年度の様子＞

○お問い合わせ
浜松医科大学医学部附属病院内
ふじのくに女性医師支援センター
電　話：053-435-2380
メール：dr-info@hama-med.ac.jp

mailto:dr-info@hama-med.ac.jp


提 供 日 2025/01/24

タイトル 令和７（2025）年度ふじのくに子ども芸術大学講座実
施団体等の公募

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 政策調整班

TEL 054-221-2252

「ふじ のく に子ども 芸術大学」の講座を 企画・実施する団体等を 募集中！

ふじのくに子ども芸術大学は、県内の小・中学生を対象に、様々な分野で活躍するアーティスト等が講師となって、音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸
能などの文化芸術に親しむ体験型の講座です。

多様なアイディアを生かした講座を展開するため、令和７（2025）年度に講座を企画・実施する文化団体等を募集します。採用された講座の実施に当
たっては、ふじのくに子ども芸術大学のパンフレットやホームページに掲載するほか、経費の一部を実行委員会が負担します。

【公募の概要】
１　募集する講座

音楽・美術・演劇・ダンス・文学・伝統芸能などの文化芸術分野において、小・中学生自らが創作などに取り組む体験型講座

２　応募資格
静岡県内に主な拠点を置く文化団体、文化施設運営者、市町等 （法人格の有無は問わない。）

３　応募方法
以下メールアドレス宛に、応募書類をメールにて提出。（郵送、持参も受付可）

〔提出先〕ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp

４　スケジュール
〇応募受付：令和７（2025）年１月20日（月）～２月14日（金）必着
〇書類選考：令和７（2025）年２月中旬
〇プレゼンテーション：令和７（2025）年３月４日（火）予定
○実施講座の決定：令和７（2025）年３月下旬　　

※採択は、ふじのくに子ども芸術大学に係る令和７(2025)年度静岡県一般会計予算の成立及びふじのくに子ども芸術大学実行委員会による令和７(2025)年度予算の承認を条件とす
る。

〇講座の実施：令和７（2025）年７月～11月

５　その他
〇実施に当たっては、ふじのくに子ども芸術大学実行委員会が経費の一部を負担

（上限30万円）
〇募集要項は次のホームページに掲載

◆ふじのくに子ども芸術大学　https://www.fkac.jp/

◆静岡県ホームページ　https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/1050548/index.html
（テーマから探す ＞ 観光・スポーツ・交流 ＞ 文化・芸術 ＞ ふじのくに子ども芸術大学）

【問合せ先】ふじのくに子ども芸術大学実行委員会事務局（静岡県文化政策課内）
E-mail：arts@pref.shizuoka.lg.jp
TEL：054-221-2252（土日祝日を除く）

mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.fkac.jp/
https://www.pref.shizuoka.jp/kankosports/bunkageijutsu/1050548/index.html
mailto:arts@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/24

タイトル スポーツの成長産業化を目指します！
【第２回しずおかスポーツ産業ビジョン策定検討会議
の開催】

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-2504

スポーツの成長産業化を目指します！
【第２回しずおかスポーツ産業ビジョン策定検討会議の開催】

　県では、今後成長が見込まれるスポーツ分野を産業として育成し、本県の成長に繋げるため、昨年12月に学識経験者、スポーツ関係者、経
済関係者からなる「しずおかスポーツ産業ビジョン策定検討会議」を立ち上げました。
　会議において、成長産業化に向けた施策を検討していただき、「しずおかスポーツ産業ビジョン」としてとりまとめる予定です。
　この度、以下の通り第２回検討会議を開催しますのでお知らせします。

１　概　要

区　　分 内　　　　　容

開催日時 令和７年１月31日（金）13時30分～15時30分

場　　所 県庁別館９階　特別第二会議室

検討事項
　・本県の特性を踏まえたKPIの設定に向けた方向性
　・具体的な取組内容

２　委　員

区　　分 氏　　名 所　　　　　属

〇村田 真一  静岡大学学術院グローバル共創科学領域准教授
学 識 者

石黒 えみ  亜細亜大学経営学部准教授

浜浦 幸光  （株）ジュビロ代表取締役社長

松永 康太
 （株）VELTEXスポーツエンタープライズ
　　　 代表取締役社長

山室 晋也  （株）エスパルス代表取締役社長
プロスポーツ

山谷 拓志  静岡ブルーレヴズ（株）代表取締役社長

ツーリズム 中山 哲郎  (一社)日本スポーツツーリズム推進機構事務局長

鈴木 良則  静岡県経営者協会専務理事

馬瀬 和人  (一財)静岡経済研究所理事長産　　業

山崎 伊佐子  フジ物産（株）代表取締役社長

金　　融 中村 智浩  静岡銀行執行役員地方創生部長

スタートアップ
アスリート

馬瓜エブリン  Back Dooor（株）代表取締役
 デンソーアイリス（Ｗリーグ）

競技団体 庄司 政史
 県スポーツ協会副会長
（株）時之栖代表取締役社長

〇印…議長

３　今後のスケジュール

R７年３月頃　　 第３回検討会議（ビジョン素案審議）

R７年７月頃　　 第４回検討会議（最終審議）

４　取材申込のご案内

取材希望の場合は、 １ 月30 日 （ 木 ） 正午 までに、取材申込書を下記連絡先へFAX、又はメールにて御提出ください。

＜スポーツ政策課　企画班＞
FAX：054-221-2980
メール：sports-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp

mailto:sports-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/24

タイトル 【2/2開催】親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係
「森・里・川・海のつながり学習会（海の回）」を開
催します。

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先

TEL 054-221-3597

～親子で学ぶ陸の栄養と海の生物生産の関係～
「森・里・川・海のつながり学習会～大井川編～」を開催します

                                   【第４回　(最終回）海のフィールド】

県は、駿河湾の生態系保全等に向けた実践活動を促進するため、小学生親子を対象に、「森」「里」「川」「海」の各フィールドが海を豊
かにする関係を実験や観察を通じて体感し、
その保全の大切さを考えるきっかけを提供する学習会を開催します。
この度、本年度第４回目（最終回）となる「海」のフィールドでは、駿河湾のプランクトンの観察やそれを捕食するサクラエビの生態など

を学びます。

１　日時　令和7年2月2日（日曜日）午後１時～4時　【荒天の場合は2月9日（日曜日）に延期】
　　　　　※荒天が予想され事前に延期する場合は、1月31日(金曜日）報道提供でお知らせします。

２　会場
　　　集合場所　大井川港防災コミュ二ティセンター「大井川港管理事務所」（焼津市飯淵2160）

３　参加者
　　　大井川流域の小学校４～６年生とその保護者（定員20名）
　　　※募集は、大井川流域の小学校にチラシを配布して行いました。

４　学習会「海のフィールド」の主な内容
　　　・駿河湾のプランクトンを顕微鏡で観察
　　　・サクラエビの生態の講義　【講師】静岡大学農学部応用生命科学科　笹浪知宏 教授
　　　・駿河湾の恵み（海産物）の試食
　　　・アマモの種採取体験（藻場再生の手法の体験）

５　その他
　　・取材いただける場合は、当日、直接会場へお越し下さい。
　　・本学習会は、「森」「里」「川」「海」の各フィールドで１回ずつ（計４回）開催します。開催概要は、添付のチラシにてご確認くだ

さい。
・昨年度、安倍川流域で開催した学習会では、参加者アンケートの結果、９割以上の方から「とても満足」又は「満足」との回答をいた
だきました。

【お問合せ先等】
　　・主催：県くらし・環境部環境局環境政策課　054-221-3597

　　・運営：特定ＮＰＯ法人ホールアース自然学校（業務委託先）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/27

タイトル 県立清水南高等学校中等部令和６年度「表現発表会」
開催

担　　当 教育委員会 清水南高等学校中等部

連 絡 先 中等部教頭・小田通也

TEL 054-334-0431

県立清水南高等学校中等部令和６年度「表現発表会」開催

　教育課程特例校における特別の教科「表現」の発表会を開催します。学年ごとに制作したダンス、ショークワイア、ミュージカ
ルを発表することにより、令和６年度の中等部授業「表現」のまとめとします。互いの発表を鑑賞し、今後の「表現」への取組や
意識を高めます。また多くの大人が働くホールの舞台裏を知ることで、舞台制作の営みを味わいます。

１　日　時
　　令和７年１月31日（金）午後１時50分（開演）から午後３時25分まで

２　会　場
　　清水文化会館マリナート　大ホール
　　（静岡市清水区島崎町214）

３　内　容
　・１年生：ダンス
　・２年生：ショークワイア
　・３年生：ミュージカル「SING」

４　参加者・出席者
　　清水南高等学校中等部１～３年生　318人

５　その他
　　車でお越しの際は、近隣の有料駐車場を御利用ください。

６　お問合せ先
　　静岡県立清水南高等学校中等部
　　担　当：中等部教頭・小田　通也
　　電　話：054-334-0431

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/01/27

タイトル 令和６年度　静岡県教職員コンプライアンス委員会の
開催

担　　当 教育委員会 教育総務課

連 絡 先 勤務条件・監察班

TEL 054-221-3580

今後の不祥事根絶に向けた有効な対策・取組について有識者から意見を伺うため、静岡県教職員コンプライアンス委員会を開催し
ます。
１　日時
　　令和７年１月30日（木）　午後１時から２時30分まで

２　場所
　　県庁西館８階　教育委員会議室

３　委員（五十音順・敬称略）
　　

氏名 役職等 摘要
　　　　あしな 　 　

葦名　ゆき 弁護士
　　　あんどう　めぐみ　 　 　

安藤　恵 臨床心理士・公認心理師 　
　　　かまだ　　あゆみ 　

鎌田　あゆ美 静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会 　
　　　すがの　　ふみひこ 　

菅野　文彦 静岡大学教育学部教授 委員長
　　　まつむら　ひろき 株式会社大丸松坂屋百貨店　松坂屋静岡店　 　

松村　浩樹 業務推進部　兼　人財開発部　部長 　
　　　みぞぐち　れいこ 　 　

溝口　玲子 静岡県ＰＴＡ連絡協議会 　

４　議事
　(1) 令和６年度コンプライアンス推進取組の評価と課題・分析
　(2) 令和７年度重点・強化取組
　(3) 意見交換

５　審議の公開
　・県民の皆様の傍聴が可能です。
　・傍聴定員　５名
　・傍聴手続
　　会議の開始予定時刻までに受付で、所属、氏名を記入し、事務局の指示に従っ
　　て入場してください。
　　傍聴の受付は、当日の午後０時45分から先着順で行います。
　　定員になり次第、受付を終了します。



提 供 日 2025/01/27

タイトル ふじのくに美しく品格のある邑づくり知事顕彰式典・
連合奨励賞表彰式を開催します

担　　当 経済産業部 農地局農地保全課

連 絡 先 農村振興班

TEL 054-221-2714

【ふじのくに美しく品格のある邑づくり】
ふじのくに美しく品格のある邑づくり知事顕彰式典・連合奨励賞表彰式を開催します

１　要旨
　「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」の取組の更なる拡大を目指し、美しい農村景観や地域資源の保全に取り組む先進的な
邑に対して知事顕彰を授与します。
　併せて、ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合会長が、特徴的かつ模範的な活動に取り組む邑に対して「ふじのくに美しく
品格のある邑づくり連合奨励賞」を授与します。

２　概要
日時 令和７年１月31日（金）午後２時から午後３時10分まで
場所 静岡県庁本館４階特別会議室（静岡市葵区追手町9-6）

概要

・知事顕彰
　美しい農村景観や地域資源の保全に取り組む先進的な３邑に顕彰状を授与する。
・連合奨励賞
　特徴的かつ模範的な活動に取り組む３邑に連合会長（富士宮市長）から表彰状を授与する。

受賞者

・知事顕彰（３邑）
　浮橋（伊豆の国市）、梅ケ島（静岡市）、～竜ヶ石山～西四村の里（浜松市）
・連合奨励賞（３邑）
　下大沢（下田市）、夢むら井田（沼津市）、大沢地区（静岡市）

参加者 静岡県知事、富士宮市長ほか　約60名（受賞邑関係者、市町職員等）
その他 式典終了後、会場隣の401会議室にて、「ふじのくに美しく品格のある邑づくり交流会」を開催

３　参考
ふじのくに美しく品格のある邑
　静岡県では、農業や美しい景観、地域に伝わる文化・伝統などの県民共有の財産でもある地域資源を保全・活用し、次世代に継
承する活動を行う集落等を「美しく品格のある邑（むら）」として登録し、情報発信や知事顕彰を行っています。令和６年12月末
時点で155の地域が登録されています。

ふじのくに美しく品格のある邑づくり連合
　県内全35市町と静岡県が会員（会長：須藤秀忠富士宮市長）となり、邑の審査・登録事務を行うほか、邑の魅力度向上やブラン
ド力強化のための広報活動、情報収集、調査研究を行う組織。



提 供 日 2025/01/27

タイトル 茶文化を通してお茶本来の魅力を考える
～第４回静岡茶リブランディングプロジェクトを開催

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

１　要　旨
世界に通用する静岡茶ブランドの形成を目指し、次世代を担う若手茶業関係者が中心となって静岡茶ブランドのコンセプトや、プロモー

ション・マーケティング・産地の方向性等を確立する「静岡茶リブランディングプロジェクト」を令和６年12月から実施している。
第４回プロジェクト会議となる今回は、起業家で茶道家の岩本涼氏を戦略アドバイザーとして招き、茶文化を通してお茶の本来価値を見

直すディスカッション等を行う。

２　第４回プロジェクト会議
（１）開催日時　令和７年１月29日（水） 午後１時半～４時半

（２）場　　所　静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター　２階セミナールーム
　　　　　　　（静岡県静岡市葵区七間町15-1）
（３）出席者

ポジション メンバー
コンセプトディレクター 未来公園_Divisions　インタープランニング有限会社 　富山 達章

プロダクトデザイナー magnet-design　松尾 憲広
グラフィックデザイナー massara design works　兼平 あゆみ

戦略アドバイザー 株式会社 TeaRoom　岩本 涼

戦略構築メンバー 若手茶業関係者　約10名
オブザーバー 茶業関係団体、県農林事務所、県お茶振興課等

（４）内　　容
・付加価値を高めた商品やティーセレモニーを通して、マーケットを変える手法やお茶の新しい体験の生み出し方を学びながら、お茶の本

来価値を見直す。
・戦略構築メンバーが抱えている課題や今後目指したい事業構想について、戦略アドバイザーの岩本氏とディスカッションしながらブラッ

シュアップする。

３　静岡茶リブランディングプロジェクトの概要
（１）目　的　

静岡は日本一の茶産地であり、長い歴史と高品質で知られているが、国内ではリーフ茶の消費量が年々減少しており、国内だけでなく世
界も含めて販路を拡大していく必要がある。

そこで、意欲ある若手茶業関係者や外部有識者等をメンバーとするプロジェクトを新たに立ち上げ、世界に通用する静岡茶ブランドを構
築し、静岡茶の未来を切り拓いていく。

（２）プロジェクトメンバー
ポジション メンバー

コンセプトディレク

ター

未来公園_Divisions　インタープランニング有限会社 　富山 達章

和多屋別荘　小原 嘉元（地域資源活用アドバイザー）

株式会社 TeaRoom　岩本 涼戦略アドバイザー

（お茶・食 領域） 富士スピードウェイホテル総料理長　石井 順（ふじのくに食の都づ

くり仕事人）

戦略アドバイザー

（ビジネス・ブランド

領域）

NEW STANDARD 株式会社　久志 尚太郎

戦略構築メンバー

地域のために貢献したいと考え、イノベーション起こそうとする意欲
のある若手茶業関係者　約10名
（１）生産者

マル茂本多製茶（有）、志田島園、Matcha Organic Japan（株）、
カネ十農園（株）、にしたな（株）、（株）お茶の光緑園

（２）茶商
丸山製茶（株）、（株）カクニ茶藤、（株）おさだ製茶

（３）小売業者
きみくら（株）、KADODE OOIGAWA（株） 

（３）スケジュール（予定）
区分 開催日 内容

第１回 12/12

今治タオルの事例紹介、嬉野茶のティーツーリズム等の取組

紹介、「どうする静岡茶2050年」をテーマとしたディスカッション

戦略AD：和多屋別荘　小原嘉元氏

第２回 12/23

旧来型のモノやコトの意味を、これからの時代に合った新しい

意味づけを行うイノベーションキャンプ（ワークショップ）

講師：NEW STANDARD 株式会社

第３回 1/15
マインドマップを使った新しい挑戦や静岡茶の新しい世界観を
つくりだす考え方や仕掛け方のアイデア出し（ディスカッショ
ン）
お茶の商品、お茶会のサービスデザインについて考える



第４回 1/29 戦略AD：株式会社 TeaRoom　岩本涼氏

第５回 2/6 茶産業のイノベーションにつながるヒントについて考える
戦略AD：NEW STANDARD 株式会社　久志尚太郎氏

第６回 2/20
料理や海外からの視点でお茶の商品・サービスのあり方を考
える
戦略AD：富士スピードウェイホテル総料理長　石井順氏

第７回 3/6 静岡茶リブランディングの基本戦略と構想のまとめ
成果報告

会 3/17 策定した戦略の発表、未来への宣言等

　
４　その他

現地での取材を希望される場合は、事前に御連絡いただきますよう、お願いします。

sanko.pdfsanko.pdf



提 供 日 2025/01/27

タイトル 学生技能者の県下No.1を決定する第13回静岡県ものづ
くり競技大会を開催！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

学生技能者の県下No.1を決定する　　　　　　　　　　　　　　　　
第第1133回回静静岡岡県県ももののづづくくりり競競技技大大会会をを開開催催！！

　県内の職業能力開発施設、高等学校、専門学校等で学ぶ選手達がものづくりの技を競い合う技能競技大会を開催します。

　各部門で上位に入賞した選手は、８月上旬に香川県で行われる若年者ものづくり競技大会（全国大会）又は８月下旬に東海４県で行われる高校生ものづ

くりコンテスト東海大会の県代表候補となります。

１　開催概要

（１）令和７年２月１日（土）

会場 競技部門 対象者※ 選手数 競技時間

旋盤 総合 ４人 9：15～12：45

フライス盤 総合 ３人 9：15～12：45

電気工事 総合 ５人 10：00～11：30

県立工科短期大学校
静岡キャンパス
　静岡市清水区楠160
　054-345-2032

小計 12人

電子回路組立て 総合 10人 9：15～12：15

ITネットワークシステム管理 総合 12人 10：00～12：30

溶接 高校生 10人 9：15～12：25

県立工科短期大学校
沼津キャンパス
　沼津市大岡4044-24
　055-925-1071

小計 32人

建築大工 総合 ５人 10：00～12：00県立浜松技術専門校
　浜松市中央区小池町2444-1
　053-462-5600 小計 ５人

機械製図CAD 総合 20人 11：00～12：20

旋盤 高校生 11人 10：00～12：00

シーケンス制御 高校生 ６人 10：30～11：30

電子回路組立て 高校生 ８人 10：30～12：00

木材加工 高校生 13人 9：30～12：15

化学分析 高校生 10人 9：30～12：00

測量 高校生 19人 9：30～12：00

県立科学技術高等学校
　静岡市葵区長沼500-1
　054-267-1100

小計 87人

合計 136人

（２）令和７年１月10日（金）先行実施（実施済）

会場 競技部門 対象者※ 選手数 競技時間

配管 総合 19人 10：45～14：00県立工科短期大学校
静岡キャンパス
　静岡市清水区楠160
　054-345-2032

小計 19人

グラフィックデザイン 総合 12人 9：30～15：15静岡デザイン専門学校
　静岡市葵区御幸町20番地
　054-252-1766 小計 12人

合計 31人
※総　合：職業能力開発施設、高等学校、専門学校等で学ぶ学生など
※高校生：静岡県工業高等学校長会に属する高等学校の生徒

２　参加校
　県立工科短期大学校、県立浜松技術専門校、浜松職業能力開発短期大学校、静岡デザイン専門学校、沼津情報・ビジネス専門学校、静岡高等技能学校、
浜松建築高等職業訓練校、高等学校10校



提 供 日 2025/01/27

タイトル 地域の医療と介護を育む活動に取り組む団体を表彰！

担　　当 健康福祉部 医療局医療政策課

連 絡 先 医療企画班

TEL 054-221-2341

　　　　地域の医療と介護を育む活動に取り組む団体を表彰！　

　県では、地域の医療と介護を育む活動に取り組む団体を表彰する制度（地域医療支援団体等に関する健康福祉部長表彰）を創設
し、２つの地域医療支援団体を表彰します。

１　受賞団体　　
 (1)島田市地域医療を支援する会（島田市）
　（主な活動内容）
　・医療機関を取り巻く現状や病気に関する知識を市民に伝える取組等の実施
　・医療学習会、出前講座子育てサロン、出前講座高齢者サロンの実施
　・講演会、シンポジウムの開催

 (2)NPO法人f.a.n.地域医療を育む会（掛川市）
　（主な活動内容）
　・地域の医療事情や医療機関への上手なかかり方等に関する出前講座の実施や、
    ガイドブックを活用した啓発活動
　・住民から医療スタッフへの感謝のメッセージを集めた「感謝のメッセージ」の
　  展示や医療機関への感謝状の贈呈

２　表彰式（第24回静岡県地域医療支援ネットワーク協議会研修会において実施）
 (1)日　時　令和７年１月30日（木）16時00分から16時10分
 (2)場　所　掛川市美感ホール（掛川市亀の甲１丁目13番７号）

（参考）第24回静岡県地域医療支援ネットワーク協議会研修会
 (1)日　時　令和７年１月30日（木）　14時00分から16時10分
 (2)場　所　表彰式と同様
 (3)内　容（講演）14：00～14：50
　　　　　（県政さわやかタウンミーティング）15：00～15：55
　　　　　（表彰式）16：00～16：10

※地域医療支援団体について
　県内では、現在９つの地域医療支援団体が地域の医療と介護を育む活動に取り組
　んでいます。
（活動内容）
・住民への啓発活動（出前講座の実施等）
・医療機関に対する感謝の気持ちの伝達や支援（医療機関への感謝状贈呈等）
・次世代の医療を担う人材の育成（高校生向け「体験講座」の開催等）



提 供 日 2025/01/27

タイトル ひとり親家庭のための「はり灸助成券」の贈呈式（公
益社団法人静岡県鍼灸師会）

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 ひとり親支援班

TEL 054-221-2365

ひと り 親家庭のための「はり 灸助成券」の贈呈式

（公益社団法人静岡県鍼灸師会）

　
　公益社団法人静岡県鍼灸師会から、ひとり親家庭向けのはり灸助成券が寄贈されることとなり、下記のとおり贈呈式を行います。
　寄贈された助成券は、市町等を通じて希望するひとり親家庭に配布します。

　なお、こうした取組は、公益社団法人静岡県鍼灸師会の御厚意により、日々仕事と子育ての両立に励んでいるひとり親家庭の方の健
康増進に寄与することを目的に、昭和56年度から毎年度行われ、今回で4４回目となります。

１　贈呈式

  (1)日　　 時　　令和７年１月29日（水）13時30分開始（予定所要時間：15分）

  (2)場　　 所　　健康福祉部長室（県庁西館３階）

  (3)出 席 者　　〈公益社団法人静岡県鍼灸師会〉

　　　　　　　　      会長　大橋　教正 様

　　　　　　　　　    副会長　榎田　誠 様

　　　　　　　　　　　総務部長　鈴木　芳基 様

　　　　　　　　　　　〈公益社団法人静岡県ひとり親福祉連合会〉

　　　　　　　　　　　常務理事　工藤　弘子 様

　　　　　　　　      〈静岡県〉

　　　　　　　　　    健康福祉部長　青山　秀徳

  (4)内　　容　 　公益社団法人静岡県鍼灸師会　大橋会長から、2,000円分の

                      「はり灸助成券」1,000枚が青山健康福祉部長に贈呈されます。

２　配　布

　(1)対　   象　　県内在住のひとり親家庭

　(2)配 布 数　　1世帯につき1枚

　(3)配布方法　　お住まいの市町のひとり親福祉担当課や公益社団法人静岡県ひとり親福祉連合会等において配布します。



提 供 日 2025/01/27

タイトル 高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて準グラン
プリに選ばれた浜松学芸高等学校、優秀賞に選ばれた
伊豆伊東高校が副知事を表敬訪問します！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

第12回高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて準グランプリに選ばれた浜松学芸高等学校、優秀賞に選ばれた伊豆伊東高校が
副知事を表敬訪問します！

１　日　時　　　
　令和７年２月３日（月）　午後３時から３時30分まで

２　会　場　　　
　県庁本館４階　特別会議室

３　県側出席者　
　増井　浩二　副知事
　池上　重弘　教育長
　平塚　晴利　スポーツ・文化観光部長代理

４　訪問者（予定）
　浜松学芸高等学校　　校長、教諭、生徒３名
　伊豆伊東高等学校　　校長、教諭、生徒４名
　※大会主催者として、日本政策金融公庫職員も同席

５　次　第　　　
（１）県出席者紹介
（２）訪問者紹介
（３）あいさつ（各校校長）
（４）プレゼンテーション（各校生徒）
（５）副知事お祝いの言葉
（６）記念写真撮影

６　大会概要　　
・大会名

第12回創造力、無限大高校生ビジネスプラン・グランプリ
　 ・主催
　　　日本政策金融公庫

・最終審査会実施日
令和７年１月12日（日）

・最終審査会開催地
東京大学（東京都文京区）

・参加数
第12回大会は、過去最多となる536の高校から5,151のビジネスプランの応募があった。

・内　容
　　　ビジネスプランの審査は、「商品・サービスの内容」、「顧客」（具体的なニーズやターゲットを把握しているか）、「必要な経営資源」（ヒト、モノ、技術・ノ

ウハウの観点から実現可能か）、「収支計画」（継続的な利益が見込まれるか）の４つの観点から行われる。
　　　最終審査会では、ファイナリスト10組がプレゼンテーションを行い、その中から最優秀賞（グランプリ）をはじめとする各賞の受賞者が決定される。



提 供 日 2025/01/27

タイトル 御前崎市と吉田町が２部門で最優秀賞！令和６年度静
岡県広報コンクール審査結果の発表

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 企画報道班

TEL 054-221-2976

御前崎市と吉田町が２部門で最優秀賞！

令和６年度静岡県広報コンクール審査結果の発表　

１月17日（金）から１月22日（水）までの４日間（土日除く）にわたり、「令和６年度静岡県広報コンクール
審査会」を部門ごとオンラインで開催し、次のとおり部門別の最優秀賞作品を決定しました。

県内の市町・団体から応募があった広報紙など６部門、計95点の応募作品を、報道関係者、デザイナー、大学
関係者等の審査員が厳正な審査を行いました。

なお、広報紙（団体）部門を除く各部門の最優秀賞作品を、公益社団法人日本広報協会主催の令和７年全国広
報コンクールに推薦します。

＜部門別最優秀賞作品＞
部門 最優秀賞作品名 市町・ 団体名

広報紙
（市）

広報おまえざき　2024年11月号
（特集：学びで潤う私の日常 人生の宝物を探す航海に出よう）

御前崎市

広報紙
（町）

広報よしだ　令和６年11月号
（特集：ＩＣＴを活用して自ら学ぶ力を子どもたちに）

吉田町

広報紙
（団体）

とぴあ  令和６年11・12月号
（特集：農のある暮らし方）

とぴあ浜松
農業協同組合

広報写真
（一枚写真）

広報ごてんば　令和６年２月５日号　表紙 御殿場市

広報写真
（組み写真）

広報おまえざき　2024年６月号　２～３ページ 御前崎市

映像 広報大使をクビ！？ひかりんちょが大使継続をかけてミッション
に挑戦

吉田町

※この他、部門ごとに優秀賞、奨励賞数点を決定
　　
＜主催＞
静岡県広報協会、静岡県

＜最優秀作品のデータ提供等＞
・静岡県広報協会までお問合せください（メール可）
・記事掲載の際にご利用ください（各市町・団体の使用許可済）

＜問合せ先＞
・静岡県広報協会
　住　　所：静岡市葵区追手町９－６
　電話番号：FAX番号：054-254-6747
　メール：s-kokyo@po3.across.or.jp

・静岡県広聴広報課
　住　　所：静岡市葵区追手町９－６
　電話番号：054-221-2976 

mailto:s-kokyo@po3.across.or.jp


提 供 日 2025/01/28

タイトル 富士特別支援学校高等部が受賞報告のため教育長を表
敬訪問します

担　　当 教育委員会 富士特別支援学校

連 絡 先 教頭　山崎美穂子

TEL 0545-36-2345

富士特別支援学校が教育長を表敬訪問
～「エシカル甲子園」及び「ぼうさい甲子園」受賞報告～

　　富士特別支援学校高等部再生事業班は、地球にやさしい良品「新聞紙を再利用した油吸収剤『Qちゃん』」の製作・周知の取組を進め、
12月26日に徳島県で行われた「エシカル甲子園2024」の本選に中部ブロック代表として出場し、奨励賞を受賞しました。

　また、災害が起きた際に地域の方々を支えることを意識して高等部３年生が進めてきた防災教育「学防災（まなぼうさい）！～ぼくたちが地
域を支える～」の取組が「ぼうさい甲子園」において「だいじょうぶ賞」を受賞しました。
　教育長を表敬訪問し、この２つの取組・受賞について報告ます。

１　日　時
　　令和７年２月３日(月)午前11時30分から正午まで

２　場　所
　　静岡県庁西館7階　教育長室(静岡市葵区追手町9番6号)

３　訪問者
　　生徒５名、校長及び教諭３名　

４　内　容
　　県立富士特別支援学校報告
　　　　ア　校長あいさつ、担当教諭及び生徒紹介(髙田校長)
　　　　イ　出場・受賞・取組内容の報告（生徒・教諭）
　　　　　・エシカル甲子園2024本選出場　奨励賞受賞
　　　　　・ぼうさい甲子園　だいじょうぶ賞(特別支援学校・団体部門)受賞
　　お祝いのことば（池上教育長）、質疑応答
　　記念撮影

５　問合せ先
　　静岡県立富士特別支援学校
　　教頭　山崎美穂子
　　電話　0545－36－2345

【エシカル甲子園とは】
　徳島県教育委員会等主催。エシカル消費(人や社会・環境に配慮した消費行動)の推進に向け、高校生等のしなやかな感性と発想による実
践的な取組を募集し、表彰する。
【1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」とは】
 兵庫県等主催。阪神淡路大震災の経験や、その後の様々な自然災害から得た教訓を生かし、自然の脅威と生命の尊さ、共生の大切さを考
える「防災教育」を推進し、未来に向け安全で安心な社会を作るため、児童生徒の主体的かつ先進的な活動を募集し、表彰する。

「有徳の人づくり」を進めています。
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2025/01/28

タイトル 静岡県地方議会議長連絡協議会　第２回政策研修会の
開催（取材案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

静岡県地方議会議長連絡協議会 第２回政策研修会を開催します。（取材案内）

　県議会及び市町議会の正副議長が、連携して地方自治の振興を図る「静岡県地方議会議長連絡協議会」が、政策研修会を開催します。

１　日　時

　　令和７年２月４日（火）午後２時から３時３０分まで

２　場　所

　　静岡県庁本館４階　特別会議室　　

３　出席者

　　県議会、市町議会の正副議長等　約100人

４　内　容

 ○講　演

　  演　題　「深海調査で巨大地震に挑む」

　  講　師　国立研究開発法人海洋研究開発機構

　　　　　　　理事　小平 秀一　氏

○参考

静岡県地方議会議長連絡協議会の概要

(1)設　立　昭和５５年５月２２日

(2)目　的　静岡県内の各地方公共団体の議会の議長や副議長が相互に連携し、

　　　　　　 地方自治の振興を図ることを目的とする。

(3)会　員　県議会及び市町議会の正副議長

(4)役　員　会長:県議会議長　

　　　　　　 副会長:県議会副議長、市議会議長会会長、町村議会議長会会長

 ※ 当日 、 取材 を 希望 される 場合 は 、 直接会場 にお 越 し 下 さい 。



提 供 日 2025/01/28

タイトル 魅力的な”富士山”景観と景観づくりをPR！

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3490

魅力的な”富士山”景観＆景観づくりをＰＲ！

富士山地域景観協議会では、魅力的な”富士山”の景観や景観づくりの取組を多くの人に知っていただくため、協議会を構成する全９市
町の「景観は静岡の物語です」と題したポスターを作成し、しずおか焼津信用金庫追手町支店外向けディスプレイに一堂に掲示します。
　
９市町の魅力溢れる多彩な“富士山とその「物語」”を是非ご覧ください。

◆ポスター概要
サイズ：Ｂ１

分類 テーマ

沼津市版 祭りの背景の富士山

御殿場市版 乙女峠から見下ろす人々の営みと富士山

清水町版 数千年の時を超え流れ出でる湧水と富士山

三島市版 戦乱の世、数多くの武士が眺めた富士山

長泉町版 一万年前の富士山噴火が作り出した奇跡の滝

富士宮市版 山麓にひろがる連綿と紡がれてきた暮らしと富士山

富士市版 未来に引き継ぐ茶園と富士山

裾野市版 地域の人々が作り上げる花畑と富士山

小山町版 国を越え人々を惹きつける富士山

◆ポスターの内容
上段：各市町の自然風景や歴史的背景などにより創られた、魅力溢れる「景観」
中断：各市町の魅力的景観を創り出した、それぞれの地域の「物語」
下段：構成市町で行われている、地域の人々による景観づくりの「取組」

◆ポスター掲示概要
　日時：令和７年２月１日～２月２８日
　場所：しずおか焼津信用金庫追手町支店外向けディスプレイ（静岡市葵区追手町3-11）

◆取材について
しずおか焼津信用金庫のポスターを取材される場合は、景観まちづくり課に事前にご連絡ください。なお、追手町支店への直接の



連絡は、ご遠慮ください。
また、写真の撮影の際は、お客様や顧客情報が映ることのないようご配慮願います。

≪問い合わせ先≫
　景観まちづくり課景観づくり推進班　
　電話：054-221-3490　E-mail：keikan-machi@pref.shizuoka.lg.jp

-富士山地域景観協議会-
富士山周辺に位置する６市３町と県で構成する協議会です。
平成19年７月に設立されて、富士山地域の良好な景観の形成と保全に向けて、さまざまな取組を行っております。
富士山地域の景観形成を推進し、関係市町が行政域を越えた広域景観を守り育てるため、関係機関が連携して景観施策に取組んで
います。

mailto:keikan-machi@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/28

タイトル 「第16回大井川水利流量調整協議会」の開催

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 河川砂防管理班

TEL 054-221-3034

第16回大井川水利流量調整協議会を開催します

　大井川における田代川第二発電所の水利権の更新が円滑になされるよう関係機関による調整を行うことを目的に設立された「大
井川水利流量調整協議会」を開催します。

　

１　開催日時　  　令和７年２月３日（月）午後１時30分から

２　場    所　  　大井神社宮美殿ほほえみの間（静岡県島田市大井町2316）

３　主な議事内容　田代川第二発電所の水利権期間更新に係る合意事項（案）
                  （許可期間、河川維持流量）
　　
４　構成員　　

委　員
国土交通省  中部地方整備局　河川部広域水管理官

 中部地方整備局　静岡河川事務所長
 中部地方整備局　長島ダム管理所長
 関東地方整備局　甲府河川国道事務所長

静岡県  交通基盤部河川砂防局長（会長）
 交通基盤部島田土木事務所長
 経営管理部中部地域局長
 くらし・環境部環境局長

市町  静岡市長
 島田市長
 川根本町長

利水者  東京電力リニューアブルパワー（株)甲府事業所長
 中部電力（株）再生可能エネルギーカンパニー静岡水力センター所長

　
５　傍聴定員　　10名（当日午後１時00分から会場で先着順に受付ます）

６　取材・報道に係るお願い
　　　　　　　　当日取材・報道を希望される場合は、令和７年１月30日（木）午
　　　　　　　　後５時までに協議会事務局まで御連絡をお願いします。

７　問合せ先　協議会事務局（静岡県交通基盤部河川砂防局）
              電話：054-221-3034、3202



会 見 日 2025/01/28

地域高規格道路「金谷御前崎連絡道路」が概
成！

地域高規格道路「金谷御前崎連絡道路」が概成！
～国道４７３号「金谷相良道路II工区」令和７年３月２９日（土）開通～

１　要旨

平成２３年度から整備を進めてきた 国道 ４７３ 号 「 金谷相良道路II 工区 」 が 、 令和 ７ 年 ３ 月 ２９ 日 （ 土 ） に 完成 し 、 地域高規格

 道路 「 金谷御前崎連絡道路 」 が 概成します。

開通に先立ち、 当日 １３ 時 から 、 静岡県 と 御前崎奥大井連絡道路整備促進期成同盟会 （ 会長 ： 島田市長 ） の 共催 で 、 開通式を行

います。

２　地域高規格道路「金谷御前崎連絡道路」の概要

国道１号や富士山静岡空港、東名高速道路、御前崎港を南北に接続し、「陸・海・空の交通ネットワーク」を形成する地域高規

格道路

・計画延長：約３０ｋｍ（うち約２２ｋｍが開通済み）

・事業期間：昭和６２年度～

・事業効果：富士山静岡空港・御前崎港の利用促進、沿線への企業進出の促進

　　　　　　周辺地域の防災力の強化、移動時間の短縮　など

３　「金谷相良道路II工区」の概要

・事業期間：平成２３年度～令和６年度

・事業延長：３．３ｋｍ（国道１号菊川ＩＣ～国道４７３号倉沢ＩＣ）

４　開通式の概要

・日　時：令和７年３月２９日（土）１３時から（雨天決行）

・場　所：【開通式典】島田市金谷体育センター

　　　　  【記念行事】金谷相良道路II工区本線上

　　　　　　　　　　 （国道１号菊川インターチェンジ付近）

・主　催：静岡県、御前崎奥大井連絡道路整備促進期成同盟会

・出席者：知事、国会議員、県議会議員、関係首長・議会議長、国土交通省、

関係警察署長、地元関係者　ほか

・備　考：詳細は別途お知らせします。

担当 ： 交通基盤部 道路局道路整備課

連絡先 ： 国道班　TEL 054-221-3011



提 供 日 2025/01/28

タイトル 茶業研究センター研究成果発表会を開催します

担　　当 経済産業部 農林技術研究所茶業研究センター茶生産技

術科

連 絡 先 研究統括官

TEL 0548-27-2880

　未利用茶葉等の活用方法や、茶の有機栽培に関する施肥・防除技術など、茶に関する最新技術を紹介します。また、茶商品を試

作するための施設「ChaOIファクトリー」について紹介します。

１　日時

　令和７年２月13日（木）午後１時から４時（予定）

　（午後０時より同会場で品種茶の試飲を行います）

２　場所

　島田市金谷生きがいセンター　夢づくり会館（島田市島550-２）

３　発表内容

(1) 未利用茶葉等の多用途加工技術の開発～茶渋・てん茶の茎の有効活用～
(2) チャ有機栽培における液肥の効果と施肥管理アプリの使い方
(3) 石灰窒素の効果的な活用方法
(4) 蒸気除草機による除草効果の検証
(5) 新しい茶品種と種苗法の紹介
(6) 気候変動に対応したチャ炭疽病防除
(7) 使ってみようChaOIファクトリー

４　参加費　無料

５　予約　不要

６　問合せ
　静岡県農林技術研究所茶業研究センター（Tel：0548-27-2880）



提 供 日 2025/01/28

タイトル 中国食品ビジネス先進事例視察in上海の開催

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 ブランド戦略班、静岡県上海事務所

TEL 054-221-3713､010-86-21-6275-0909

中国食品ビジネス先進事例視察in上海の開催について

コロナ禍で人的往来が途絶えた中国との交流は、2023年８月の「福島原発処理水の海洋放出を契機とした日本産水産物の輸入停止」等の

影響により、相互の経済的なメリットを見出しにくい状況が続いてきました。

こうした中、2024年には日本路線の復便が本格化し、中国から日本への渡航者が順調に回復するとともに、昨年11月には日本から中国大

陸へのビザ免除が再開し、対日規制緩和の動きが顕著となっています。県上海事務所では、アフターコロナにおける「輸出市場としての中

国」の理解を深めて頂くため、中国食品ビジネス先進事例の視察会を開催します。

（対象）

・県産食品の輸出、中国大陸での食品ビジネスを検討する県内事業者（７名程度）

・県内事業者の支援に携わる市町・団体・金融機関等（３名程度）

（費用負担）

主催者負担:往復航空券(静岡/上海)、上海宿泊費、上海市内の交通費(貸切バス）等

参加者負担:日本国内の交通費・宿泊費、海外旅行保険、通信費(Wi-Fiレンタル）等

（要件）　

　上海事務所への参加者レポートの提出

（会社名等の情報は伏せた上で、県上海事務所HPでの公開を予定しています）

（視察スケジュール案）

日時 行程 宿泊

３/２(日)
13：40 富士山静岡空港発（MU2019）

16：15 上海浦東空港着
上海市内

３/３(月) 上海市内：“日本食市場の成熟度と輸出可能性”視察 上海市内

３/４(火) 上海市内：“中国食品企業の最新ビジネス動向”視察 上海市内

３/５(水)
09：05 上海浦東空港発（MU2020）

12：40 富士山静岡空港着

（申込方法）

申込方法：静岡県上海事務所メールあて申込書を提出ilfjs@shizuokash.com

申込締切：2025年２月21日（金）

　※詳細は静岡県上海ホームページをご覧くださいhttps://www.shizuokash.com/

　※定員に達した時点で申し込みを締め切らせて頂きますので予めご了承ください　

mailto:ilfjs@shizuokash.com
https://www.shizuokash.com/


提 供 日 2025/01/28

タイトル 【取材依頼】ファルマバレープロジェクトセミナーの
開催

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第1班

TEL 054-221-2985

静岡県では、「世界一の健康長寿県の形成」を目指し、世界トップクラスのがん診療拠点である静岡がんセンターを中心に、先端医療の提

供・高度な研究開発と医療健康関連産業の振興・集積を図る「ファルマバレープロジェクト」を推進しています。

この度、 「 超高齢社会 における 未来 のケア 」 をテーマに 、 本 プロジェクトの 取組 である 「 自立 のための ３ 歩 の 住 まい 」 を 通 じて 、 先端技術等 を

 活用 した 「 未来 のケア 」 をともに 考 えるセミナーを 開催 いたします 。

併せてCareTEX東京'25にも、「自立のための３歩の住まい」のモデルルームを再現したブースを出展しておりますので、合わせて取材をお

願いいたします。

１　日時・場所
　・令和７年２月４日（火）15時30分～17時30分　（開場：15時）
　・東京ベイ有明ワシントンホテル３F　アイリスBC　

（東京都江東区有明３丁目7番１１号）

２　内容

構成 時刻 内容
挨拶 15:30-15:40 　1　静岡県知事　 鈴木 康友

　2 （公財）ふじのくに医療城下町推進機構　理事長　大坪　檀氏
基調講演 15:40-16:10 「医療田園都市構想の推進（仮）」

 静岡県立静岡がんセンター　名誉総長兼理事  　山口  建氏
取組発表 16:15-17:30 1 「自立のための３歩の住まい」の取組状況

　（公財）ふじのくに医療城下町推進機構　センター長　植田　勝智氏
2 「自立のための３歩の住まい」の社会実装
　（株）システム環境研究所　     　　　　　山本　行俊氏
3 未来を見据えた「自立のための3歩の住まい」の提案
　ユアサ商事（株）　　　　　　　　　　　　　  鳥羽　理恵氏

３　Care TEX東京'25への出展について
　　　セミナーの開催と並行し、「自立のための３歩の住まい」を共感できるブースを、Care TEX東京'25へ出展します。（２月３日～２月５日、東

京ビッグサイト南展示棟)

セミナーと併せ、ぜひ足をお運びいただき、「自立のための３歩の住まい」の取組を実際に御覧いただければ幸いです。　

※ Care TEX東京'25での取材を希望される場合は、別途、展示会主催者へ取材申込（https://caretex.jp/info/media）ください。

https://caretex.jp/info/media


提 供 日 2025/01/28

タイトル 令和６年度第２回静岡県がん対策推進協議会の開催

担　　当 健康福祉部 医療局疾病対策課

連 絡 先 がん対策班

TEL 054-221-2921

令和６年度第２回静岡県がん対策推進協議会を開催します。

　県では、がん対策を総合的に推進し、健康寿命の延伸や生活の質の向上を図るために、静岡県がん対策推進協議会を設置しています。
　今回の協議会では、令和６年度から令和11年度までの６年計画である「第４次静岡県がん対策推進計画」の進行管理等について協議しま
す。

１　日　時

　　　令和７年２月３日（月）　午後３時～５時

２　場　所

　　　県庁西館４階第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ
　　　※Web型式を併用した会議です。

３　議　題

　　　第４次静岡県がん対策推進計画の進行管理　ほか

４　協議会の構成

　　　会　長　森　貴志（静岡県副知事）

　　　委　員　医療関係者、学識経験者、がん経験者・家族、行政関係者等24人



提 供 日 2025/01/28

タイトル インドからのインバウンド誘客に向けてファムトリッ
プを実施します

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光振興課

連 絡 先 観光振興班　跡見

TEL 054-221-3696

インドからのインバウンド誘客に向けてファムトリップを実施します

堅調な経済発展を背景に、訪日インド人観光客数は、コロナ禍前を上回るペースで増加しており、静岡県内のインド人宿泊者数（令和６年１
月～８月）についても、令和元年同期比212.7％と大幅に増加しています。
インドからのインバウンド誘客に向けて、 １ 月30 日( 木) ～31 日( 金) に 、 国内 のランドオペレーターを 対象 としたファムトリップを 実施 しますので 、
 取材 をお 願 いします 。

※ランドオペレーター：インド現地の旅行会社から依頼を受けて、日本国内の旅行手配を行う事業者

１　ファムトリップの概要

　（１）日時：令和７年１月30日（木）～31日（金）

　（２）招請者：国内ランドオペレーター３社

　　　　　　　　　TAS , Asahi Travel Service , JTB GMT（30日のみ参加）

日時 視察先 備考
10:10 掛川駅　集合
10:20～11:20 掛川花鳥園

11:50～13:20 可睡斎
精進料理体験
雛人形見学

14:30～16:00 スズキ歴史館
16:30～17:30 中田島砂丘
18:30～19:30 Daya Indiancafe & HealingSpace 夕食

１
月
３
０
日
（
木
）

19:40 ホテルクラウンパレス浜松 宿泊
9:15～9:50 浜松城
10:00～10:40 松蔭亭 茶室
11:15～12:15 インド料理ナンカレー幸店 昼食
13:00～14:00 竜ヶ岩洞
14:30～15:30 舘山寺 和室 意見交換会※
16:00～16:45 かしまハーベスト いちご狩り体験

１
月
３
１
日
（
金
） 17:45 浜松駅　解散

※意見交換会にて、株式会社鳥善とアンミッカルにより、簡易な調理で本格的なインドベジタリアン料理を提供できる食キットのプレゼンを行

います。

（参考）静岡県のインド市場への戦略

区分 概　要
属性 団体旅行客

ターゲット アッパーミドルクラス、50代～60代夫婦



提 供 日 2025/01/28

タイトル マックスバリュ東海株式会社から「ふじさんネット
ワーク」へ寄付～感謝状贈呈式を行います～

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-3498

マックスバリュ東海株式会社から「ふじさんネットワーク」へ寄付

～感謝状贈呈式を行います～

マックスバリュ東海株式会社から、官民協働で富士山の環境保全に取り組んでいる「ふじさんネットワーク」（事務局　静岡県自然保護課内）
に対し、御寄付をいただきました。ついては、以下の日程で感謝状の贈呈式を行い、感謝をお伝えします。

１　日　 時　令和７年２月14日（金）午後１時30分から２時まで
２　場 　所　静岡県庁西館６階　環境会議室
３　出席者　マックスバリュ東海株式会社経営企画本部戦略部
　　　　　　　 広報・ＩＲ・社会貢献グループ　安部　伸一　マネージャー
　　　　　　　 ふじさんネットワーク　増澤　武弘　会長
　　　　　　　 県くらし・環境部環境局長　清　真人、自然保護課長　上家　信
４　次　 第　出席者紹介、マックスバリュ東海株式会社から寄附金目録の贈呈
　　　　　 　  ふじさんネットワークから感謝状の贈呈、記念撮影
５　内　 容　
　(1) 寄付額　　929,235円（令和６年度寄附）
　(2) その他　　マックスバリュ東海株式会社から「ふじさんネットワーク」への御寄付は、平成15年度から通算21回目となります。
　(3) 寄付金の使途例
　　○情報誌「ふじさんネットワーク」の作成

　　　           ・ネットワーク会員で特に活発・指導的な活動を行っている方へのインタビュー記事や、ネットワークの各種活動を写真入りで紹介。
　　　　【情報誌URL】https://www.fujisan-net.gr.jp/action/info_magazine/
　　○「富士山学習」のための学習リーフレット「富士山からの挑戦状」の作成

　　　          ・ふじのくにの子どもたちに富士山への親しみや興味を喚起し、富士山の自然を守り、大切にする心を育てるための電子書籍リーフレッ
ト。

※電子書籍ポータルサイト「Shizuoka e books」に掲載中。

◎ふじさんネットワークの概要
　設立年月日　　平成11年10月23日
　会   　　　長　　増澤　武弘（特定非営利活動法人　静岡自然環境研究会理事長、静岡大学客員教授）
　会　 員 　数　　575団体・個人（令和６年12月31日現在）
　目　   　　的　　県民をはじめ、事業者、行政等が一体となって、富士山憲章の周知定着を図るとともに、総合的な環境保全活動を推進す
る。

参加者募集告知　　・　　〇 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表

https://www.fujisan-net.gr.jp/action/info_magazine/


提 供 日 2025/01/28

タイトル 令和６年度“ふじのくに”のフロンティアを拓く推進
会議（本部員会議）を開催します

担　　当 知事直轄組織 政策推進局総合政策課

連 絡 先 フロンティア推進班

TEL 054-221-2837

”ふじのくに”のフロンティアを拓く推進会議 本部員会議 を開催
沼津・三島両市⻑が「クラフトビール」を活⽤した地域活性化の取組を発表

防災・減災と地域成⻑が両⽴した地域づくりを実現する「”ふじのくに”のフロンティアを拓く取組」を推進するため、知事、副知事が出席する「本部員会
議」を開催する。

本会議では、次年度から開始する新たなフロンティアの取組について県から報告する。
なお、今回は「クラフトビール」を地域資源として活⽤し、各種のイベントやアップサイクル事業など連携して実施する予定の沼津市、三島市の両市⻑が
今後の取組を発表する。

１　日時
令和７年２月３日(月) 10時00分から11時00分まで

２　場所
県庁別館９階　特別第⼀会議室

３　当日スケジュール
内　容 時間（目安）

１  開　　　会  10時00分〜
２  本部⻑あいさつ（知事）
３  “ふじのくに”のフロンティアを拓く取組の状況報告  10時05分〜
４  ふじのくにフロンティア地域循環共⽣圏事例発表

（沼津市⻑、三島市⻑）
 10時15分〜

5  講　　　評  10時40分〜
6  閉　　　会
7  写真撮影  10時45分〜

４　本部員会議の構成員
知事（本部⻑）、増井副知事（副本部⻑）、各部局⻑

５　その他
会議室内に記者席を設けております。



提 供 日 2025/01/29

タイトル ＪＲ東海丹羽社長が鈴木知事を訪問します

担　　当 くらし・環境部環境局 知事直轄組織知事戦略局広聴広

報課

連 絡 先 054-221-2919

TEL 054-221-2265

ＪＲ東海丹羽社長が鈴木知事を訪問します

（概要）
１　日　時　　　令和７年１月30日（木）　16：20～16：50（30分間）

　
２　場　所　　　県庁東館５階　知事室

３　訪問者　　　東海旅客鉄道株式会社　丹羽俊介　代表取締役社長

４　取材等
・面会は、非公開で行いますが、終了後に囲み取材（丹羽社長及び知事）を予定しています。お申込みいただいた方に取材要領をお送り
いたします。
・取材を希望される方は、１月29日（水）17時までに、別添「取材申込書」により、知事戦略局広聴広報課宛てＦＡＸ（054-254-4032）もしくは
メール（news@pref.shizuoka.lg.jp）にてお申し込みください。
・事前申込みのない方による取材はお断りします。
・一般来庁者の安全確保の観点から、取材申込の有無にかかわらず、庁舎内のパブリックスペース及び庁舎周辺（公道等含む）での取材・
撮影は、厳にお控えいただきますようお願いいたします。

５　お問い合わせ
　　　リニア中央新幹線に係る静岡県の取組に関すること
　　　　静岡県くらし・環境部環境局　054-221-2919

　　　取材申込みに関すること
　　　　静岡県知事戦略局広聴広報課　054-221-2265

mailto:news@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/29

タイトル 富士川橋100周年竹かぐやライトアップを実施します

担　　当 交通基盤部 道路局道路整備課

連 絡 先 橋梁班

TEL 054-221-3011

富士川橋100周年竹かぐやライトアップを実施します

富士川橋開通100周年記念事業の一環として、富士川橋左岸側で竹かぐや（竹灯篭）によるライトアップを実施します。

１　実施期間　　令和７年１月30日（木）から令和７年２月27日（木）のうち、
 平日 の午後５時から午後10時頃

※降雨が予想される場合は実施しません。
※点灯時間や実施期間は上記から変更する場合があります。

２　実施場所　　別紙１「位置図」を参照願います。

３　そ の 他　　・見学の際は、通行車両や歩行者等にお気をつけください。
　　　　　　　　　・道路を横断する際は、お近くの横断歩道をご利用ください。
　　　　　　　　　・参考URL：富士川橋開通100周年記念事業（特設ページ）
　　　　　　　　　　https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/dobokujimusho/fujidoboku/1046023/1065031.html
　　　　　　　　　・道の駅富士川楽座4F展望ラウンジにて、パネル展を開催中です。
（参　　考）　試験点灯の状況

　　　　　　　
富士川橋開通100周年記念ロゴマーク　　　さもにゃん（富士市シティプロモーション大使）

※竹かぐやの一部は、令和６年11月16日に開催した「竹かぐやをつくろう！ わくわくワークショップ（別紙２参照）」の参加者が作成しました。

≪問合わせ先≫

・静岡県道路整備課　橋梁班　TEL　054-221-3011

・静岡県富士土木事務所　企画検査課　TEL　0545-65-2217

https://www.pref.shizuoka.jp/machizukuri/dobokujimusho/fujidoboku/1046023/1065031.html


提 供 日 2025/01/29

タイトル 令和６年度 美しい”ふじのくに”インフラビジョン推
進会議の開催

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3681

令和６年度 美しい”ふじのくに”インフラビジョン推進会議の開催
　　～施策ごとに今年度の成果を検証します～

　静岡県では、本県のインフラ整備の羅針盤として、令和４年３月に策定した「美しい”ふじのくに”インフラビジョン」に基づ
き、道路・河川・港湾などの整備を進めています。
　計画期間の３年目となる今年度の取組について評価を行い、今後の事業・施策の進め方に反映するため、「美しい”ふじのく
に”インフラビジョン推進会議」を以下のとおり開催します。

１　日時　　令和７年１月３１日（金）　１０：００～１２：００（予定）

２　会場　　静岡県庁　別館８階第１会議室Ａ・Ｂ

３　内容　　・令和６年度の取組評価について
　　　　　　・インフラビジョンの改定（骨子案）について

４　会議の一般傍聴について
　　傍聴を希望される方は、当日会場にて９：４５から受付します。
　　【傍聴定員　５名程度（先着順）】

５　取材について
　　本会議は公開で実施します。
　　取材を希望される場合は、当日受付までお越しください。

６　その他
　　・会議結果については、会議終了後にホームページで公表します。
　　・推進会議は、民間委員（下表）と行政委員（関係課長）で構成しています。

（民間委員）五十音順　敬称略
所　属 役　職 氏　名

　静岡県公立大学法人静岡県立大学経営情報学部 教授 内海　佐和子
　日本大学理工学部交通システム工学科 教授 下川　澄雄
　国立大学法人静岡大学防災総合センター 准教授 原田　賢治
　国立大学法人静岡大学 学長 日詰　一幸
　一般社団法人静岡県環境資源協会 会長 平井　一之
　特定非営利活動法人地域づくりサポートネット 代表理事 山内　秀彦
　一般財団法人静岡経済研究所 理事 研究部長 川島　康明



提 供 日 2025/01/29

タイトル 貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に
贈呈

担　　当 経済産業部 農業局農芸振興課

連 絡 先 みかん特産班

TEL 054-221-3299

貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に贈呈

（要旨）
　令和７年１月23日（木）に「第59回静岡県貯蔵ミカン品評会」が開催され、175点の出品物の中から、優秀賞７点が選ばれた。

全国トップクラスの品質を誇る本県の貯蔵みかんをPRするため、生産者が品評会受賞の報告と県内最高品質のみかんを知事に贈呈する。

（概要）
１　日時・場所

令和７年１月30日（木）午後２時40分～午後２時55分（県庁東館５階　知事室）

２　贈呈品
　　「第59回静岡県貯蔵ミカン品評会」農林水産大臣賞受賞者のみかん

３　訪問者

優秀賞 受賞者名 農協名
農林水産大臣賞 石倉　健 ＪＡふじ伊豆
農林水産省農産局長賞 髙橋　誠 ＪＡみっかび
農林水産省関東農政局長賞 西川　雅祥 ＪＡ静岡市
静岡県知事賞 杉山　行宏 　　 ＪＡとぴあ浜松

（参考）
○貯蔵みかんについて
　12月に収穫後、貯蔵庫で長期間保存し、年明けから３～４月頃まで出荷されるみかんは、「貯蔵みかん」と呼ばれ、貯蔵により酸が減少し、
甘味と酸味のバランスがとれた味わいになるといった特徴がある。

○本県のうんしゅうみかん生産の状況
　本県のみかんは、産出額が262億円（令和5年）で全国第３位であり、県の農業産出額の約12％を占める主要な農産物の一つである。
　特に、12月に収穫・貯蔵し、年明けからの出荷が本格化する貯蔵みかんは、全国トップクラスの品質を誇り、高い単価で取引されている。

露地みかんの販売状況（令和５年産）
販売量シェア（%） 平均単価（円/kg）

9-12月 1-4月 9-12月 1-4月
静岡県 9 45 291 475

和歌山県 27 23 308 342
愛媛県 24 6 303 353

出典：令和５年産柑橘販売年報（日本園芸農業協同組合連合会）



提 供 日 2025/01/29

タイトル 【参加事業者募集】国分首都圏(株)様(百貨店売場運営
受託者)との商談会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

【参加事業者募集】

国分首都圏(株)様(百貨店売場運営受託者)との商談会

を開催します︕

（要　旨）

静岡県では、県産品の販路開拓事業に取り組んでいます。
このたび、本県農林水産物の生産者、加工事業者を対象に、国分首都圏(株)様(百貨店 売場運営受託者)との商談会を開催するため、参加
事業者を募集しています。

２　概要

（１）募集期限　令和７年２月５日（水）まで

（２）申込み先　下記URLより申込み

　　　　　　　　　　https://x.gd/qA6Zd

　　※申込みには、事前に「バイ・シズオカ　オンラインカタログ」への商品登録が必要です。

（３）商 談 先　  国分首都圏(株)（日配品、加工食品、菓子・生菓子、飲料の分野が対象）

                     販売先として、国分首都圏（株）を経由する２店舗(松屋銀座様、阪急百貨店大井食品館様)の百貨店を予定。
（４）商 談 日　 令和７年２月26日（水）

（５）場　　所　  静岡市内予定

（６）参加費用　無料（商談会に係るサンプル代等については参加事業者にて負担）

（７）問合せ先　オンラインカタログ運営事務局（株式会社ビビッドガーデン）

　　　　　　　　   担当：山村　電話番号：03-4405-1222　

                    メールアドレス：municipality@vivid-garden.co.jp

３　今後の予定
令和７年２月19日 （水） 頃  商談対象事業者の決定
令和７年２月26日 （水）  商談会の開催

https://x.gd/qA6Zd
mailto:municipality@vivid-garden.co.jp


提 供 日 2025/01/29

タイトル 【取材依頼】「伊豆の温泉×本場タイスパの相乗効果
を考える」を開催します！！（令和６年度　第３回Ｉ
ＣＯＩフォーラム）

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第２班

TEL 054-221-2985

【取材依頼】「伊豆の温泉×本場タイスパの相乗効果を考える」を開催します！！（令和６年度　第３回ＩＣＯＩフォーラム）

１　要旨
　県では、伊豆地域の温泉を活用し、スポーツ等と組み合わせて新たな産業を生み出す伊豆ヘルスケア温泉イノベーションプロ
ジェクト（通称：ＩＣＯＩプロジェクト）に取り組んでいます。
　令和６年８月５日にタイ王国観光局と締結した「温泉を活用した経済分野、観光分野での連携に関する覚書」に基づく具体的な
交流を進めるため、「伊豆の温泉×本場タイスパの相乗効果を考える」と題し、本場タイ王国で最先端のタイスパ技術の伝道者、
タイ古式マッサージ日本代表などの方々をお招きし、温泉やマッサージ事業者等を対象としたセミナーや、タイ古式マッサージ体
験会、交流会を開催します。
　取材を希望される場合は、以下問い合わせ先まで御連絡をお願いいたします。

２　開催概要
　１）日　時　令和７年２月12日（水）14時00分～16時30分
　２）場　所　修善寺時之栖　エクササイズスタジオ
　　　　　　　（静岡県伊豆市瓜生野410-１）

３　プログラム
　《講演１》
　　演　題：温泉ウェルネス分野での静岡・タイ連携の現状・その親和性
　　講　師：新産業集積課　参事　長尾吉秀
　　　　　　ICOIコーディネータ　後藤康彰

　《講演２》※オンライン
　　演　題：The State of the art of "Thai wellness"
　　　　　　（最先端の"タイウェルネス"）
　　講　師：タイ・スパ・プロフェッショナル協会　理事長　ナパラット氏

　《講演３》
　　演　題：タイウェルネスの施術メソッド
　　　　　　（タイ古式マッサージ（Nuad Thai）を中心に）
　　講　師：International Nuad Thai in Japan　代表　DEW飯岡氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副代表　飯岡かなこ氏

　《講演４》
　　演　題：高校アスリートのけが予防に資する温泉活用
　　講　師：ひまわり接骨院　代表　稲葉正義氏

　《体験会・交流会》
　　タイ古式マッサージ（Nuad Thai）体験、名刺交換会　
　　　

４　お問い合わせ先
　　経済産業部新産業集積課新産業集積第２班
　　電話：054－221－2985



提 供 日 2025/01/29

タイトル 令和６年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会の開
催

担　　当 健康福祉部 健康局国民健康保険課

連 絡 先 事業運営班

TEL 054-221-2333

令和６年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会を開催します

令和６年度第２回静岡県国民健康保険運営協議会（会長　東野定律　静岡県立大学経営情報学部　教授）を以下のとおり開催しま
す。
県全体の保険給付費等の見込みをもとにした、市町ごとの令和７年度国民健康保険事業費納付金の算定について審議していただき
ます。

１　日　時
　　令和７年２月５日（水）午後３時30分から５時00分まで（１時間30分程度）

２　場　所
　　静岡県庁別館20階　第一会議室Ａ　
　　（静岡市葵区追手町９－６）

３　内　容
　　令和７年度国民健康保険事業費納付金の算定　など

４　出席者
(1) 委員 (11人)
　 ア 被保険者代表(国保の加入者である県民) ３人
　 イ 保険医又は保険薬剤師代表(医師、歯科医師、薬剤師) ３人
　 ウ 公益代表(大学教員等の国保制度に専門知識のある者) ３人
　 エ 被用者保険等保険者代表(企業の従業員等が加入する健康保険団体代表) ２人
(2) 県
　 健康福祉部健康局長　ほか

５　傍　聴（報道関係者を除く。）
(1) 定員
　 ５人
(2) 手続
・傍聴を希望される方は、当日午後２時45分から３時15分までに受付で手続（氏名、住所、連絡先の記入）を行ってください。
・傍聴は先着順としますので、定員になり次第受付を終了します。
・発熱又は風邪のような症状のある方は来場をお控えください。
※ 報道関係者席は別に用意します。



提 供 日 2025/01/29

タイトル 浜名湖圏域流域水循環計画（案）に係るパブリックコ
メントの実施

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2289

浜名湖圏域流域水循環計画（案）について、
広く県民の皆様の御意見を募集します。

～県民意見提出手続（パブリックコメント）の実施～

　浜名湖圏域（浜松市の一部及び湖西市）において水循環の維持または回復に関す
る施策の効果的な推進を図るため、国の水循環基本計画及び静岡県水循環保全条例
に基づき、「浜名湖圏域流域水循環計画」を策定する予定です。
　このたび、案がまとまりましたので、県民の皆様の御意見を募集します。

１　意見募集期間

　　令和７年１月31日（金）から令和７年２月26日(水）まで

２　意見の提出方法

　　郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書（書式自由）を提出

　してください。

　　なお、いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には

　氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

３　資料の閲覧方法

　　静岡県ホームページ

　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

　　（「ホーム」→「県政情報」→「行政改革・情報公開」→「情報公開」→「静岡県の

　　情報公開」→「静岡県の情報公開制度について」→「県民意見提出手続」）

４　意見の提出先

（１）郵送の場合

　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号

　　　くらし・環境部環境局水資源課（県庁西館６階）

（２）ファクシミリの場合

　　　054-221-3278（くらし・環境部環境局水資源課あて）

（３）電子メール

　　　mizu_shigen@pref.shizuoka.lg.jp

５　留意事項

　　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で、県の

　ホームページでお示しします。

　　御意見を提出された方に対して、個別には回答いたしませんので、御了承ください。

　参加者募集告知　・　催事等の当日取材　・　実施事業等の紹介　・　 調査結果等 の 公表

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:mizu_shigen@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/29

タイトル 静岡県水循環保全条例施行規則の改正案に係る意見募
集

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2289

 静岡県水循環保全条例施行規則の改正案について、
 広く県民の皆様の御意見を募集します。

　宅地造成等規制法が改正されたことなどに伴い、静岡県水循環保全条例におけ
る開発行為の届出の適用除外などについて同条例施行規則の一部を改正します。
　同規則の一部を改正することとしている事項について、県民の皆様の御意見を
募集します。

１　意見募集期間

　　令和７年１月31日（金）から令和７年２月26日(水）まで

２　意見の提出方法

　　郵送、ファクシミリ又は電子メールのいずれかの方法で意見書（書式自由）を提出

　してください。

　　なお、いただいた御意見の内容について照会する場合がありますので、意見書には

　氏名、住所及び連絡先（電話番号等）を明記してください。

３　資料の閲覧方法

　　静岡県ホームページ

　　http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu

　　（「ホーム」→「県政情報」→「行政改革・情報公開」→「情報公開」→「静岡県の

　　情報公開」→「静岡県の情報公開制度について」→「県民意見提出手続」）

４　意見の提出先

（１）郵送の場合

　　　〒420-8601　静岡市葵区追手町９番６号

　　　くらし・環境部環境局水資源課（県庁西館６階）

（２）ファクシミリの場合

　　　054-221-3278（くらし・環境部環境局水資源課）

（３）電子メール

　　　mizu_shigen@pref.shizuoka.lg.jp

５　留意事項

　　いただいた御意見に対する県の考え方は、類似する御意見をまとめた上で、県の

　ホームページでお示しします。

　　御意見を提出された方に対して、個別には回答いたしませんので、御了承ください。

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/shingi.nsf/pc_bosyuu
mailto:mizu_shigen@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2025/01/29

タイトル 県内約130社の働く場の魅力を体験
「地域のお仕事発見！小学生職場体験講座」の開催動
画を公開

担　　当 経営管理部 賀茂地域局、東部地域局、中部地域局

連 絡 先 東部地域局地域課

TEL 055-920-2014

～県内約130社の働く場の魅力を体験～
「地域のお仕事発見！小学生職場体験講座」の開催動画を公開

 静岡県では、地域の企業・事業所の魅力を知ってもらい、将来の就職の選択肢の一つとなるように、小学生とその保護者を対象
にした職場体験講座を開催しました。
県内各地域の128社が企画・運営を行う講座に2,438人の小学生と保護者が参加し、企業からは「子どもだけではなく保護者にも

企業を知ってもらうことができた」と、参加者からは「地域の企業について知る良い機会になった」との感想があり、多くの参加
者が講座を通じて地域の企業をより身近に感じることができたようでした。
　現在、各企業の講座開催状況を紹介した動画を「ふじのくにメディアチャンネル（静岡県庁公式YouTube）」で公開していま
す。
　動画を通じて、地域の魅力的な働き場に注目してみてください！

１　講座概要
開催期間 令和６年７月25日（木）から８月25日（日）まで
対    象 小学生（３年生から６年生まで）と保護者
内　　容 企業が企画・運営を行う小学生向けの職場体験
参加企業 128社
参 加 者 2,438人（小学生1,315人、保護者1,123人）

２　動画
  各講座の様子をスライドショー形式でまとめました。
  ・賀茂地域（38社・４分59秒）
  ・東部地域(１)（37社・４分52秒）
  ・東部地域(２)（28社・３分49秒）
  ・中部地域（25社・３分28秒）

   

３　掲載先
　・ふじのくにメディアチャンネル（静岡県庁公式YouTube）
    https://www.youtube.com/user/shizuokapref/videos

賀茂地域 東部地域(１) 東部地域(２) 中部地域

https://www.youtube.com/user/shizuokapref/videos


提 供 日 2025/01/29

タイトル 令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練全体
説明会の開催

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054-221-3594

～令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練

の全体説明会を開催します～

１　要　旨
令和７年度の総合防災訓練（実動訓練）は、令和７年10月19日（日）に、県と焼津市、藤枝市との共催により実施します。
このため、防災関係機関、自主防災組織等の間の情報共有を図るため、本訓練の概要を説明する全体説明会を、以下のとおり開催しま

す。

２　日　時
令和７年２月５日（水）　午後２時から３時まで（予定）

　　
３　場　所
　　焼津文化会館　大ホール（焼津市三ケ名1550）

４　内　容
（１）挨拶（予定）
　　ア　焼津市長　中野　弘道
　　イ　藤枝市長　北村　正平
　　ウ　静岡県危機管理監　黒田　健嗣
（２）令和７年度静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練概要（案）について
（３）その他

５　本訓練のメインテーマ
　　災害に負けない志太のチカラ
　　～　自助、共助とあらゆる手段で駆けつける公助による防災力の強化　～

６　主　催
静岡県、焼津市、藤枝市

７　参加予定機関
自衛隊、海上保安庁、国土交通省中部地方整備局等国の防災機関、静岡県警察、

消防、ライフライン関係機関、医療・福祉関係機関、土木・建築関係機関、ボラン
ティア団体、自主防災組織ほか

＜問合せ＞
・静岡県危機管理部危機対策課　梶、吉田

　　　　電話０５４－２２１－３６００　ＦＡＸ０５４－２２１－３２５２
・静岡県中部地域局危機管理課　片瀬、柴田

　　　　電話０５４－６４４０－９１０４　ＦＡＸ０５４－６４４－９１０８
・焼津市防災部地域防災課・防災計画課　山下、角田

　　　　電話０５４－６２３－２５５４　ＦＡＸ０５４－６２５－０１３２
・藤枝市危機管理センター地域防災課　朝比奈、山本

　　　　電話０５４－６４３－２１１０　ＦＡＸ０５４－６４５－３０５０



提 供 日 2025/01/30

タイトル 浜松特別支援学校高等部作業製品販売会「ハッピーは
まとくマーケット」を開催します

担　　当 教育委員会 浜松特別支援学校

連 絡 先 教諭・髙岡　克典

TEL 053-427-1307

「ハッピーはまとくマーケット」開催！
浜松特別支援学校生徒の作業製品を販売します

　地域の２会場（協働センター及び店舗の入口付近）をお借りして、高等部生徒が作業学習において取り組んだ製品の販売を行い
ます。販売会を通して、地域の方々と触れ合い、自分たちが作った製品を見て評価していただくことで、働く意欲、地域で生きる
力を高めます。
なお、１月28日(火)～２月５日(水)は毎日午前中販売会に向けた作業学習に取り組んでおり、見学可能です。

１　販売会開催日　
　　令和７年２月６日（木）

２　会場・時刻
　　・五島協働センター　　　　　　　午前10時～11時20分
　　（浜松市中央区福島町242番地の１）
　　・ファーマーズマーケット白脇店　午前10時20分～11時50分
　　 (浜松市中央区寺脇町209番地)

３　販売内容
　　高等部生徒が作業学習で取り組んだ木工製品、陶芸品、布製品、藤工芸品、
　　革製品、農作物

４　出席者
　　各作業班生徒及び教員(※140人程度)

５　リンク先
　　・浜松特別支援学校ホームページ
      https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
    ・浜松特別支援学校公式Instagram
      https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/

６　お問合せ先
    静岡県立浜松特別支援学校
　　担　当：高等部・高岡　克典
    電　話：053-427-1307(高等部直通)
    メール：hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp
    当日の連絡先：080-2607-6055(学部携帯)
              

    「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　  

https://www.edu.pref.shizuoka.jp/hamamatsu-sh/
https://www.instagram.com/hamamatsutokushi.official/
mailto:hamamatsu-sh@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2025/01/30

タイトル 令和６年度明るい選挙啓発標語の優秀作品が決定しま
した！

担　　当 選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

連 絡 先 書記　中澤

TEL 054-221-2058

令和６年度明るい選挙啓発標語
優秀作品が決定しました！

　静岡県選挙管理委員会において、明るくきれいな選挙の実現を図るとともに、
投票総参加に関する啓発を目的として、広く一般県民から選挙啓発標語を募集し
たところ、1,207点の応募がありました。
　これらの応募作品について審査を行い、特選作品１点、入選作品５点を決定し
ました。

＜特選・入選作品＞

　【特選】

　　　未来へと　つなぐタスキは　この一票　（浜松市　高校２年生）

　【入選】

　　　紙じゃない　その一票は　君の声　　　（静岡市　中学３年生）

　　　その一票　未来へ向かう　乗車券　　　（浜松市　高校１年生）

　　　えっ選挙？　私はとっくに行ったけど　（浜松市）

　　　大切な　未来を託す　その一票　　　　（浜松市）

　　　届けよう　私の想いを　投票で　　　　（磐田市　高校１年生）

※県警察本部、県政記者クラブ幹事社、静岡県明るい選挙推進協議会、
　県広聴広報課、各市区町選挙管理委員会及び各地方書記長の協力を得て審査を
　した後、県選挙管理委員４名が特選及び入選作品を選定しました。

※特選及び入選作品は、令和７年度の選挙啓発標語として、活用していく予定
　です。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 「静岡県舗装中長期管理計画」第３回改定委員会の開
催

担　　当 交通基盤部 道路局道路保全課

連 絡 先 維持舗装班

TEL 054-221-2752

「静岡県舗装中長期管理計画」第３回改定委員会の開催

　 静岡県では、道路舗装に関するこれまで蓄積してきた点検データを基に、効果を検証のうえ、より効率的
で効果的な舗装の管理を行っていくため「静岡県舗装中長期管理計画」の改定作業を進めています。
　改定に向け、「静岡県舗装中長期管理計画」第３回改定委員会を開催し、学識経験者により改定等を審議し
ます。

１ 開催日時　
　　令和７年２月７日（金）　15：30～17：00
２ 開催場所
　　静岡県男女共同参画センター　あざれあ　第３会議室
　　（静岡県静岡市駿河区馬渕１丁目17-1）
３ 議事事項
　　（１）　第２回委員会における意見への対応
　　（２）　「舗装ガイドライン」及び「舗装中長期管理計画」
　　　　　　の改定(案)
４ 委員会メンバー
　　学識委員　　
　　　　委員長　中央大学

　　 名誉教授　姫野 賢治
　　　　委　員　東京農業大学地域環境科学部地域創成科学科　

　　 教授　竹内 康
　　　　　　　　一般社団法人日本道路建設業協会技術委員会　

　　 井原 務
５ 傍聴について
　　（１）　委員会の傍聴を希望される方は、開始時刻までに開催
　　　　　　場所にお越しください。
　　（２）　委員会の傍聴定員は５人とし、15時15分から先着順で
　　　　　　受付します。
　　（３）　定員に達し次第、受付を終了します。
　　（４）　受付後は、事務局の指示により着席してください。
６ 取材について
　　（１）　取材は受付可能です。
　　（２）　取材を希望される方は、受付時に申し出てください。
７ 参考
　　・今年度末に平成28年度に改定した「舗装中長期管理計画」を
　　　改定する予定です。
　　・「舗装中長期管理計画」とは、舗装の将来劣化予測の結果を
　　　基とした中長期的な観点での道路の舗装補修に係る計画です。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 浜松技術専門校で第38回技能祭を開催します

担　　当 経済産業部 浜松技術専門校訓練課

連 絡 先 内山

TEL 053-462-5602

～ 参加型ものづくり体験イベント ～
浜松技術専門校で第38回技能祭を開催します

浜松技術専門校では、例年２月に実施している技能祭を今年も開催します。技能祭では各種ものづくり体験などを用意しており、小さなお
子様から大人まで幅広く楽しんでいただけるイベントになっています。
なお、駐車場はございませんので、来場される際は公共交通機関等を御利用ください。

１　開催日時
　　令和７年２月16日（日曜日）９：55　～　14：30　

２　会場
　　静岡県立浜松技術専門校（浜松市中央区小池町2444-1）　電話053-462-5602

３　主なイベント
（1）　施設内訓練科によるものづくり体験（無料）

機械技術科 ネームプレートづくり
溶接加工科 ふくろうのブローチづくり
建築科 木工工作体験

設備技術科 空気鉄砲づくり
電気工事科 ミニゲームコーナー

（2）　静岡県認定職業訓練校によるものづくり体験、販売

浜松建築高等職業訓練校
ものづくり体験（かんな削り、丸太切り）、
木工作品販売

中遠建築高等職業訓練校 木工製品販売
小笠高等職業訓練校 木製ジャングルジム組立体験、木工製品販売

浜松市浜北高等技能開発校 ミニ庭園作り体験、四ツ目垣根結び体験、
袖垣根等展示販売

　　
（3）　静岡県技能士連合会／全技連マイスター会によるものづくり体験、販売

造園技能士会（西部支部） 盆景づくり
日本調理技能士会 卵焼き実演販売

全技連マイスター会
（日本調理） 卵焼き体験教室

　　
（4）　浜松建設業協会による「働く車と写真を撮ろう」

（5）　その他

浜松東高等学校
ダンス部によるダンスパフォーマンス
※雨天中止

静岡県職業能力開発課 ロボットカーリング体験

浜松技術専門校
イラスト募集／展示、子供対象の餅まき、
じゃんけん大会

　
　※技能祭についての詳細は添付のチラシを御覧ください。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 茶産業のイノベーションにつながるヒントについて考
える～第５回静岡茶リブランディングプロジェクトの
視聴者募集！

担　　当 経済産業部 農業局お茶振興課

連 絡 先 お茶振興班

TEL 054-221-2674

１　要　旨
世界に通用する静岡茶ブランドの形成を目指し、次世代を担う若手茶業関係者が中心となって静岡茶ブランドのコンセプトや、プロモー

ション・マーケティング・産地の方向性等を確立する「静岡茶リブランディングプロジェクト」を令和６年12月から実施している。
第５回プロジェクト会議は、新しい価値と市場を創出する実業家でプロデューサーの久志尚太郎氏を戦略アドバイザーとして招き、茶産

業のイノベーションにつながるヒントについて考えるディスカッション等を行う。また、今回はプロジェクトの様子を一般の方にも視聴していた
だく「公開講座」として開催する。

２　第５回プロジェクト会議
（１）開催日時　令和７年２月６日（木） 午後１時半～４時半

（２）場　所　静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター　２階セミナールーム
　　　　　　　（静岡県静岡市葵区七間町15-1）
（３）出席者

ポジション メンバー
コンセプトディレクター インタープランニング有限会社　代表取締役　富山 達章

戦略アドバイザー NEW STANDARD 株式会社　代表取締役　久志 尚太郎

戦略構築メンバー 若手茶業関係者　約10名
プロダクトデザイナー magnet-design　松尾 憲広

グラフィックデザイナー massara design works　兼平 あゆみ

（４）内　容（予定）
・「意味のイノベーション」を通して、新しい価値（イミ）の創造・革新、ブランド開発を考える
・ディスカッション：お茶業界への問題提起、ユーザー視点やマーケティングの考え方、これからの時代のお茶の視点やあり方・楽しみ方等

（５）視聴者の募集
・対象：静岡茶のブランド強化に関心のある方、お茶が好きな方等
・定員：20名（応募者多数の場合は抽選）

　・参加費：無料
・応募方法：Eメールのみ。名前・参加人数・職業・電話番号・メールアドレス・参加動機やお茶に対する意見等を本文に記載
・応募先メールアドレス：rebpro_2025@miraiparks.jp
・応募締切：２月３日（月）午後５時
・抽選結果：２月５日（水）までにメールにて連絡

３　静岡茶リブランディングプロジェクトの概要
（１）目　的　

静岡は日本一の茶産地であり、長い歴史と高品質で知られているが、国内ではリーフ茶の消費量が年々減少しており、国内だけでなく世
界も含めて販路を拡大していく必要がある。

そこで、意欲ある若手茶業関係者や外部有識者等をメンバーとするプロジェクトを新たに立ち上げ、世界に通用する静岡茶ブランドを構
築し、静岡茶の未来を切り拓いていく。

（２）プロジェクトメンバー
ポジション メンバー

コンセプトディレクター 未来公園_Divisions　インタープランニング有限会社 　富山 達章

和多屋別荘　小原 嘉元（地域資源活用アドバイザー）

株式会社 TeaRoom　岩本 涼

富士スピードウェイホテル総料理長　石井 順（ふじのくに食の都づ

くり仕事人）

戦略アドバイザー

NEW STANDARD 株式会社　久志 尚太郎

戦略構築メンバー

地域のために貢献したいと考え、イノベーション起こそうとする意欲
のある若手茶業関係者　約10名
(1)生産者：マル茂本多製茶、志田島園、Matcha Organic Japan、

カネ十農園、にしたな、お茶の光緑園
(2)茶商：丸山製茶、カクニ茶藤、おさだ製茶
(3)小売業者：きみくら、KADODE OOIGAWA 

（３）スケジュール（予定）
区分 開催日 内容

第１回 12/12

今治タオルの事例紹介、嬉野茶のティーツーリズム等の取組紹介、

「どうする静岡茶2050年」をテーマとしたディスカッション

戦略AD：和多屋別荘　小原嘉元氏

第２回 12/23

旧来型のモノやコトの意味を、これからの時代に合った新しい意味づ

けを行うイノベーションキャンプ（ワークショップ）

講師：NEW STANDARD 株式会社

第３回 1/15
マインドマップを使った新しい挑戦や静岡茶の新しい世界観をつくり
だす考え方や仕掛け方のアイデア出し（ディスカッション）

第４回 1/29 お茶の商品、お茶会のサービスデザインについて考える

mailto:rebpro_2025@miraiparks.jp


戦略AD：株式会社 TeaRoom　岩本涼氏

第５回 2/6
茶産業のイノベーションにつながるヒントについて考える
戦略AD：NEW STANDARD 株式会社　久志尚太郎氏

第６回 2/20
料理や海外からの視点でお茶の商品・サービスのあり方を考える
戦略AD：富士スピードウェイホテル総料理長　石井順氏

第７回 3/6 静岡茶リブランディングの基本戦略と構想のまとめ
成果報告

会 3/17 策定した戦略の発表、未来への宣言等

　４　その他
現地での取材を希望される場合は、事前に御連絡いただきますよう、お願いします。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 新たに６人！静岡県技能マイスター認定式を開催しま
す

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　三宅

TEL 054-221-2954

新たに6⼈を認定︕
静岡県技能マイスター認定式を開催します

　静岡県では、「現代の名工」受賞者や全国レベルの技能競技大会優勝者など、優れた技能を有し、その技能を伝えるために後進の指導・育成に
尽⼒されている⽅を「技能マイスター」（※）として認定しています。令和６年度は新たに６人を認定し、その功績を讃える「令和６年度静岡県技能
マイスター認定式」を開催します。
※今回の６人を含め、技能マイスターは92人（うち現役52人）となり、小・中学校、⾼校の児
   童・⽣徒に対し、仕事の魅⼒などの講演や技能の実演を⾏う「技能マイスター出前講座」の活
   動を通して、技能者の社会的評価の向上を図っています。

１　日時・会場
　（１）日時︓令和７年２月７日（⾦）午前11時から11時50分まで
　（２）会場︓県庁別館９階特別第⼀会議室　

２　主な内容
　（１）静岡県技能マイスター認定審査会⻑からの結果報告
　（２）新規認定者への認定証等授与
　（３）技能マイスター挨拶
　（４）副知事祝辞
　（５）歓談
　（６）記念写真撮影

３　新規認定者
（敬称略）    

職　種 氏　名 所　属 住所

かわらぶき工
うんの　かつみ

海野　克己 有限会社海野かわら 藤枝市

建築とび工
こやま　けんじ

小山　賢治 有限会社小山組 浜松市中央区

広告美術工
すずき　よしひと
鈴木　淑仁 有限会社キヨシ看板店 浜松市中央区

紳⼠服仕⽴職
たき　ことよ

瀧　こと代 コトヨ洋服店 富⼠市

広告美術工
ふじた　はじめ
藤⽥　⼀ フジタ看板店 藤枝市

広告美術工
まつい　かつひこ
松井　勝彦 アートスタジオ・ヤマ 御前崎市

４　出席予定者
・増井副知事
・静岡県技能マイスター認定審査会⻑(大坪檀氏︓(学)新静岡学園学園⻑)
・経済産業部⻑　ほか



提 供 日 2025/01/30

タイトル ＳＨＩＰ２周年イベント開催

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609



提 供 日 2025/01/30

タイトル 高校生向けアントレプレナーシップ育成プログラム
「FuJI」成果報告会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

アン ト レ プレ ナーシッ プ育成プロ グラ ム「 FuJI 」 成果報告会を 開催し ます！

１　要　旨
　県では、今年度新たに、高校生向けアントレプレナーシップ（起業家精神）育成プログラム「FuJI（Future Japan 
Innovator）」を開始しました。このたび、第１期生となる高校生20人（全12チーム）が自身の新規事業アイデアのプレゼンテー
ションを行い、優秀者を表彰する成果報告会を開催します。
　高校生や教育関係者はもちろん、県内企業の皆様など、地域の高校生を応援したい多くの方のご参加をお待ちしております。

２　概　要
日　　　時 令和７年３月20日（木・祝）13:00～17:30
場　　　所 札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町1丁目30 札の辻クロス6階）

プログラム
（予定）

○開会挨拶（静岡県知事　鈴木康友）
○高校生によるプレゼンテーション（12チーム）
○起業家による講演（事業型NPOサプライズ 代表 飯倉清太 氏）
○講評・表彰
○交流会（ネットワーキング）

審　査　員

氏　名　 所属等

鈴木　康友 静岡県知事

石井　芳明 (独)中小企業基盤整備機構　創業・ベンチャー支援部長

田所　雅之 (株)ユニコーンファーム　代表取締役CEO

佐別当　隆志 (株)アドレス　代表取締役社長

石間　涼 しずおかキャピタル(株)　ディレクター

対象／定員 どなたでも参加可能　／　定員50人程度（先着順の事前申込制）

参加申込み

FuJI専用ウェブサイトのフォームからお申し込みください。
※申込期限　令和７年３月13日（木）まで
https://fuji-innovator.shizuoka.jp/finalpitch

３　発表チーム一覧
チーム名 事業タイトル

1 Green tea girls Agentea
2 Beaconic Beaconic～青春ダッシュ～
3 OASIS OASIS～キャリア教育型インターンシッププラットフォームサービス～
4 EkiScape EkiScape～駅特化型3Dマップアプリ～
5 西本力 非日常を味わえる移動式貸切グランピング
6 PERRY PERRY～イベント運営者がパフォーマーを直接スカウトできるプラットフォーム～
7 良本彩香 Youth Guide
8 My name is Karen One Heart
9 DeadTree 庭志
10 アーヴィン勝民 World Wings～ビジネス英語レベルアップをサポートするプラットフォーム～
11 音治 音痴を治す音治
12 わさび道 廃棄わさびの世界進出

https://fuji-innovator.shizuoka.jp/finalpitch


提 供 日 2025/01/30

タイトル 障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研
修」の修了式を行います。

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-2328

障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」の修了式を行います

　県では、介護人材の確保と障害のある人の就労を支援するため、障害のある人を対象とした「居宅介護職員初任者研修」を県内５地区
（伊豆、東部、中部、中東遠、西部）で実施し、計22名の受講生が無事修了しました。
　この度、全地区(伊豆、東部、中部、中東遠、西部)合同の修了式を以下のとおり行います。

１　日時
　　令和７年２月５日(水)　午後１時30分から午後２時まで

２　会場
　　障害者働く幸せ創出センター会議室(静岡市葵区呉服町２-１-５ ５風来館４階)

３　次第
　　・開会

　　・挨拶
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　石田　雄一
　　　　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会　理事長　山内　剛

　　・来賓紹介

　　・お祝いの言葉
　　　　静岡県教育委員会特別支援教育課 課長　山村　仁

　　・修了証明書授与
　　　　静岡県健康福祉部障害者支援局　局長　石田　雄一

　　・修了生代表挨拶

　　・閉会

※取材時の映像・写真撮影について、受講生のプライバシーに十分御配慮願います。

〈問い合わせ先〉
　 静岡県健康福祉部障害者政策課就労・施設班　鈴木
　 TEL：054-221-2328
　一般社団法人静岡県社会就労センター協議会(本事業委託先)
　TEL　054-204-5088  FAX　054-204-5089



提 供 日 2025/01/30

タイトル 南アルプス登山講習会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 観光交流局観光政策課

連 絡 先 施設班

TEL 054-221-2534

南アルプス登山講習会の開催

県では、南アルプスの保全と観光の調和を図るため、南アルプス国立公園を訪れる団体登山の引率者、企画者を中心とした登山に関心の

ある県民へ、南アルプス登山の特徴や注意事項、実際の遭難事例、施設（登山道・山小屋）の利用方法等を学ぶことができる講習会を開催し

ます。

【開催概要】

日時：令和７年２月15日（土）　13時30分～17時00分

会場：静岡県総合研究所もくせい会館　第１会議室

　　　（静岡市葵区鷹匠３-６-１）

【プログラム内容】

（１）第１部　2024年夏山シーズンを振り返って

　　　１　講座「南アルプス南部の登山道状況と山小屋のマナー」
　　　　名倉健兒 氏（静岡市山岳連盟副会長、茶臼小屋管理人）
　　　２　講座「2024年の遭難事例から学ぶ安全登山」
　　　　坂上雅信 氏（静岡県山岳遭難救助隊隊長）
　　　３　講座「南アルプスにおける登山計画の留意点」
　　　　掛川義孝 氏（日本山岳ガイド協会認定登山ガイド）
（２）第２部　2025年夏山シーズンを目指して
　　　ワークショップ「登山計画作成にチャレンジ！」

【お申し込み方法】

参加申込は、メール又はFAXによりお願いいたします。
※別添チラシを参照



提 供 日 2025/01/30

タイトル 「文化財を支える地域活動研修会」を掛川市で開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化財課

連 絡 先 文化財地域支援班

TEL 054-221-2554

「文化財を支える地域活動研修会」を掛川市で開催！

　地域社会総がかりによる文化財の継承に向けた取組を進めるため、文化財・観光などの分野を超えた官民の関係者を対象に、研

修会を開催します。

１　開催概要

（１）日　時　令和７年２月７日（金）午後２時～午後４時30分

（２）会　場　大日本報徳社仰徳記念館　掛川市掛川1176

（３）参加者　県西部を中心とした文化財・観光等の官民関係者　約40名

（４）内　容　14:00～ 開会、趣旨説明

　　　　　　　14:20～ 「ユニークベニューの方法と効果」

　　　　　　　　　　　　公益財団法人京都文化交流コンベンションビューロー

　　　　　　　　　　　　ＭＩＣＥ誘致推進課長　松井 良彰 氏

　　　　　　　15:00～ 休憩

　　　　　　　15:10～ グループワーク

　　　　　　　　　　 「文化財の保存と活用の活動計画－遠州の町並みと建造物－」

　　　　　　　16:00～ グループ報告・意見交換

　　　　　　　16:30　 閉会

２　問合せ先　　静岡県スポーツ・文化観光部文化局文化財課　054-221-2554

静岡県文化財ポータルサイト「レガシズ」

　　　　https://lega-shizu.com/　　　　　　　　　　　　

https://lega-shizu.com/


提 供 日 2025/01/30

タイトル 不用品回収拠点（ヤード）のパトロール実施結果

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-3349

有害使用済機器等の不用品の回収拠点(ヤード)において、適正に保管や処分がされているかを確認するため、県と市町が連携して県下一
斉にパトロールを実施しました。

１　実施日
　　　令和７年１月28日(火)

２  実施者
　　　静岡県不用品回収拠点対策協議会
　　　（県、政令市、市町、警察）

３　実施箇所及び参加人数
　　・県内７コース（31箇所）　
　　・38人参加

４　実施概要
　　・ヤードに立ち入り、有害使用済機器等の保管基準や処分基準の適合を確認
　　・設定した行程を車で移動しながら、新規ヤードの有無を確認

５  実施結果
　　・注意喚起 　　 　　　　10件
　　　（有害使用済機器の保管基準を遵守するようチラシ等で注意喚起）
　　・口頭指導  　　　　　　12件
　　　（有害使用済機器を取り扱う場合は法令に基づく届出を提出するよう指導。
　　　  有害使用済機器は届出にある保管場所で保管するよう指導。　等）
　　・文書指導　 　 　　  　１件

　　　　　     　（帳簿について、搬出した場合は、搬出先ごとの搬出した有害使用済機器の品目を記載するよう指導。）
　　・新規発見ヤード　  　　０件



提 供 日 2025/01/30

タイトル 令和６年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞の表彰
式を行います！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-3781

令和６ 年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞の表彰式を 行います！

静岡県では、地球温暖化防止に顕著な貢献のあった個人又は団体に対し、その功績を称えるため、静岡県地球温暖化防止条例に基づき知事表彰を行って
います。
　このたび、令和６年度の受賞者を決定したので、表彰式を開催します。

１　表彰式
（１）日　時　令和７年２月７日（金）午後１時15分～１時45分
              併せて、「くらし・環境部環境配慮建築物表彰」も行います。
（２）場　所　静岡県庁本館４階特別会議室
（３）授与者　静岡県くらし・環境部長　池ケ谷　弘巳

２　受賞者
部門 被表彰者 標題 事例概要

大
企
業
等
の
部

スズキ
株式会社

バイオマス樹脂の
自動車部品への実
装により地球温暖
化防止に貢献した
件

バイオマス（植物由来資源）樹脂を自動車部品に実
装することにより、自動車メーカーとして初めてバ
イオマスマーク認定を取得。石油資源の節約・CO2排
出削減に貢献した。また、自動車内外装部品等への
セルロース樹脂活用に向け、県下の成形メーカー等
を対象に、セルロース樹脂製部品の量産金型を使っ
た試作を行い、技術習得を促した。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
対
策
部
門

中
小
企
業
等
の
部

山一金属
株式会社

オフサイトPPAによ
る非化石価値付電
力の使用へ切り替
え

電力使用量やCO2排出量を大幅に削減する独自のアル
ミ缶リサイクル技術を有する。また、2026年度の
CO2排出量ゼロを目指し、自社工場の一部でオフサイ
トPPA（注１）による非化石価値（注２）付きの電力
使用をアルミ業界で初めて開始するとともに、静岡
銀行との間で締結した「寄贈型ポジティブ・インパ
クト・ファイナンス」に掲げたCO2削減目標(KPI)達
成により「高校生夢実現プロジェクト」などの地域
貢献活動を行った。

学
校
等
の
部

静岡県西遠
女子学園　
インター
アクト部

環境問題を身近
に！そして意識を
変える！
～地球温暖化防止
に貢献するフード
ロス削減活動～

様々な地元企業と連携し、規格外の農作物を有効活
用する取組を進め、食品ロス削減や地球温暖化防止
の啓発に貢献した。地元企業の野菜粉末化技術を活
用し、規格外の農作物を使ったクッキーやスコーン
を開発するとともに、地域のイベント等でのこれら
商品の販売や、地元小学生向けのエコクッキング
（料理教室）開催を通じ、食品ロス削減に向けた啓
蒙活動を展開した。

地
球
温
暖
化
防
止
普
及
・
啓
発
部
門

個
人
・
団
体
の
部

特定非営利
活動法人
Earth 
Communication

久々生海岸
里海プロジェクト

御前崎市の久々生海岸と、その海岸に自生群生する
アマモ場の保全活動、環境学習活動を継続的に実
施。大学や研究機関等と連携した調査・研究活動
や、定期的な保全活動などの結果、アマモ場の群生
域が拡大し、ブルーカーボンによるCO2吸収源として
貢献。（Jブルークレジット（注３）の認証取得）ま
た、企業や自治体と連携した体験プログラムや人材
育成活動にも取り組んだ。

※注１：ＰＰＡ（Power Purchase Agreement）とは電力購入契約のこと。オフサイトPPAとは敷地外の遠隔地に設置された発電設備から電力を購入することである。
※注２：再生可能エネルギーなどの非化石電源から生成された電力の環境価値。非化石価値の証書によりCO2を排出しないで電気を使用している証明になる。
※注３：カーボンクレジットのひとつで、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 （JBE）が 運営する、ブルーカーボン生態系が吸収したCO2をクレジットとして取引でき

る制度である。

３　審査
県民、事業者、関係団体、地球温暖化防止活動推進センター、行政等で構成する静岡県地球温暖化防止県民会議の広報普及部会において審査・選考。（応募
総数14件）

（参考）くらし・環境部環境配慮建築物表彰　　　　
　　　　環境に配慮した建築物の整備促進を図るため、建築物環境配慮計画書（ＣＡＳＢＥＥ）において優秀な評価を得た建築物の建築主及び設計者を表彰

参加者募集告知　・　 催事等 の 当日取材　・　 実施事業等 の 紹介　・　調査結果等の公表



提 供 日 2025/01/30

タイトル 静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局環境政策課

連 絡 先 地球環境班

TEL 054-221-2208

静岡県地球温暖化防止県民会議を開催します

　「第４次静岡県地球温暖化対策実行計画」（令和４年３月策定）に掲げた2030年度温室効果ガス排出削減目標46.6％（2013年度比）の達成
に向けて、県民会議を開催します。計画の進捗評価や構成団体の脱炭素に関する活動の報告等を行います。

１　日　時　　令和７年２月４日（火）午後２時から３時15分まで（終了は予定）

２　会　場　　県庁別館９階　特別第１会議室（Web会議システムと併用）

３　出席者
　　静岡県地球温暖化防止県民会議委員　　　　　　　　　（敬称略）
　　会長　水谷　洋一　（静岡大学地域創造教育センター地域創造学環　教授）
　　委員　板倉　美奈子（静岡大学サステナビリティセンター　教授）
　　　　　池ケ谷　弘巳（静岡県くらし・環境部長）
　　　　　ほか、産業部門、業務部門、行政等の団体、企業　

４　議　題（予定）
　(1)第4次静岡県地球温暖化対策実行計画の進捗評価
　(2)構成団体の活動報告

５　会議の公開
　(1) 傍聴定員　５人
　(2) 傍聴手続　傍聴受付は午後１時45分から先着順に行い、定員になり次第終了します。希望者は当日会場へお越しください。
　(3) 報道関係　傍聴席とは別で席を用意してありますので、当日開始時間（午後２時）までに会場にお越しください。

【参考】
○静岡県地球温暖化防止県民会議(平成18年12月設置)
　・県の地球温暖化対策実行計画を効果的に推進するため、県民・事業者・行政等の各主体がそれぞれの役割を認識するとともに相互に連

携し、取組を進める。
　・産業部門、業務部門、家庭部門、行政等の団体、企業及び学識経験者により構成（34団体、学識経験者 ２人）

参加者募集告知・開催等の当日取材・実施事業等の紹介・ 調査結果等 の 公表



提 供 日 2025/01/30

タイトル 環境配慮に優れた建築物を表彰します！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築確認検査班

TEL 054-221-3075

環境配慮に優れた建築物を表彰します！

　静岡県では、省エネルギーや室内環境などの環境配慮措置が特に優れていると認められる建築物の建築主及び設計者に対し、

「くらし・環境部環境配慮建築物表彰(部長表彰)」を行っています。

　このたび、令和６年度の受賞者を決定したので、表彰します。

１　表彰式

（１）日時　令和７年２月７日（金）午後１時15分～１時45分

     　　　「静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞」表彰式と併せて実施します。

（２）場所　静岡県庁本館４階特別会議室

２　受賞者
建築主

建築物名称
設計者

環境配慮建築物優秀賞
ヤマハ株式会社

ヤマハ本社22号館
株式会社大林組一級建築士事務所

写真

環境配慮概要
屋上に太陽光パネルを設置して建物内の電力として使用するほか、窓には二重のガラス間に空気層を確保して省
エネ効果を高める「ダブルスキン」システムや、室内の明るさをコントロールする太陽光自動追尾ブラインドを
採用している。また免震構造により、基礎部分のゴムが地震の揺れを最大1/5に軽減する設計としている。

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　 実施事業等 の 紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/30

タイトル 【参加者募集】「働く女性の健康課題を考えるセミ
ナー2025」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3122

＼社内のみんなが元気になる／
「働く女性の健康課題を考えるセミナー2025」を開催します

女性特有の健康課題を理解し、誰もがイキイキと働ける職場づくりや、こうした健康課題を解決する手段として注目されている
フェムテック(※)についての知識を深めるため、働く女性、人事労務・福利厚生担当者を対象としたセミナーを開催します。

１　日　　時　令和７年３月14日（金）午後１時30分から４時30分まで

２　会　　場　札の辻クロスホール（静岡市葵区呉服町１丁目30）

３　内　　容
(1)セミナー
・講演
「みんなで知ろう！考えよう！女性の健康と誰もが働きやすい職場づくり」
講師　女性のための統合ヘルスクリニック　イーク表参道副院長

　高尾　美穂 氏(オンライン登壇)
　　・取組事例発表（２社）
　　　遠州鉄道株式会社
　　　丸尾興商株式会社

　　　（令和６年度静岡県フェムテックによる女性活躍推進事業参加企業）
(2)さくや姫交流会

　　・セミナー終了後、働く女性のための交流会を開催します。

４　主　　催　静岡県（共催　ふじのくに女性活躍応援会議）

５　定　　員　（事前申込制・先着順）
・セミナー　50名（会場）（ライブ配信あり（事前申込制））

　　・さくや姫交流会　静岡県内で働く女性20名（会場のみ）　　　　　　　

６　申込方法　ふじのくに電子申請システム　専用フォーム　
（https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14424）

７　申込締切 　令和７年３月５日（水）

※フェムテック(Femtech)はFemale(女性)とTechnology(技術)を掛け合わせた造語で、女性特有の健康課題をテクノロジーで解決する製品やサービスなどを指します。

【県ホームページ】
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1066804/1069114.html 

https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14424
https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/jinkennpo/danjokyodo/1066804/1069114.html


提 供 日 2025/01/30

タイトル 「女性活躍加速化フォーラム」を開催します

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-2824

経営トップ、ダイバーシティ 推進担当者のための

女性活躍加速化フォーラムを開催します

女性の管理職登用や女性が働きやすい職場づくりには、経営者のコミットメントが重要です。このため、県では、女性活躍に取り組むことに
よる経営へのメリット、効果的に取り組むためのポイント等について共有する「女性活躍加速化フォーラム」を開催します。

１　日　　時　令和７年２月３日（月）午後１時30分～３時45分まで

２　会　　場　札の辻クロスホール
（静岡市葵区呉服町１丁目30　札の辻クロス６階）

３　内　　容 
　　（１）基調講演

「資生堂のＤＥ&Ｉの取り組みについて」
（株)資生堂　ＤＥ&Ｉ戦略推進部長　山本　真希 氏

（２）パネルディスカッション
「女性が活躍できる職場環境づくりとは」

 　　　　パネリスト
興津螺旋(株)代表取締役社長　柿澤　宏一 氏
(株)資生堂掛川工場　工場長　長谷川　修嗣 氏
エンケイ(株)OEM営業グループ係長　新村　早織 氏

 　　　　コーディネーター
キャリアコンサルタント／ことのはスクエア代表　橋本 恵子 氏

４　主　　催　 静岡県（共催　ふじのくに女性活躍応援会議）

５　参加者　 企業経営者、人事担当者、働く女性等　約50名

（申込は終了しました）

参加者募集告知　　・　　 催事等 の 当日取材　　・　　実施事業等の紹介　　・　調査結果の公表



提 供 日 2025/01/30

タイトル 静岡県西部地域移住地体験バスツアーの開催

担　　当 経営管理部 西部地域局地域課

連 絡 先 水上

TEL 0538-37-2209

県外から西部地域への移住・就農を体験するバスツアーを開催します。

１　要　旨　
　西部地域局では、例年、県外から西部地域への移住・定住促進を目的とした、バスツアーを開催しています。西部地域の強みで
ある「就農」をテーマに、今年度は浜松市・湖西市と共催し、令和７年２月７日（金）に実施します。
　ツアー先では、先輩移住者の農場の見学や座談会（県外からの移住のきっかけ、農業人としての西部地域での暮らし）や、各市
町職員から移住施策等を説明します。

２　ツアーの概要
　・開催日時：令和７年２月７日（金）午前９時45分から午後３時45分まで
　・対象者　：静岡県外にお住まいで、県西部地域への移住・就農に興味がある方
　・定員　　：15名
　・旅行代金：大人1,000円、小学生以下500円（１名あたり）
　・行程　　：以下のとおり
　　　　　　　

時　間 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　程　
09：45 　アクトシティ浜松南側　出発（集合・受付時間は９：35から）

10：35
　洋菊農家見学（湖西市新所2094）
　座談会・湖西市職員から移住施策説明

12：05 　昼食　ランチビュッフェレストラン“THE AKATORII"　 舞阪産しらす丼他

13：40
　パセリ農家見学（浜松市中央区呉松町524）
　座談会「JAとぴあ浜松　北営農センター舘山寺店（購買）」
（浜松市中央区舘山寺町3300-５）
　浜松市職員から移住施策説明

15：45 　アクトシティ浜松南側　解散

３　留意事項
・バス移動の関係上、訪問時間が前後する場合があります。
・雨天時・天災時等によっては、行程・時間の一部変更、ツアーを中止する場合があります。
・当日取材を希望される場合は、前日午後３時までに担当あて連絡をお願いします。

４　当ツアーに関する問合せ先
　担　　当：静岡県西部地域局　地域課　水上
　電話番号：0538-37-2209



提 供 日 2025/01/30

タイトル 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・
第167報）

担　　当 危機管理部 原子力安全対策課

連 絡 先 原子力安全対策班

TEL 054-221-3735

１　要旨
　「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定」に基づき実施している浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果について、
前回の速報（令和６年12月26日）から１月末までに結果がまとまったものを報告します。
　今回採取した試料の測定値は、すべて過去の変動幅

※
の範囲内でした。

　　※　過去の変動幅：東電事故以前の５年間の測定値の範囲

２　測定結果等
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

過去の変動幅
（東電事故前５年間）

単位

 (1) あじ〔１〕
発電所周辺海域
採取日:11/29 0.11 0.11～0.18 Bq/kg 生

 (2) いせえび〔１〕
発電所周辺海域
採取日:11/29 0.083 0.060～0.087 Bq/kg 生

 (3) 浮遊塵〔５〕

御前崎市４か所、
牧之原市１か所
採取期間:11/1～
12/1

ND ND mBq/m
3

【参考】　10～31km圏内環境放射能調査（県の事業として平成25年から実施）
試料名

〔試料数〕
採取場所
採取日

測定結果の最大値
〔放射性セシウム〕

単位

 (1) 上水〔４〕
藤枝市１か所、島田市３か所
採取日：11/7、12/4 ND mBq/L

　（注）
　　・放射性セシウムは、セシウム134とセシウム137の合計を示します。
　　・「ND」は、検出されなかったことを示します。

＜参考＞食品中の放射性物質に関する基準値（放射性セシウム）
　一般食品　100 Bq/kg、乳児用食品及び牛乳　50 Bq/kg、飲料水　10 Bq/kg

３　今後の対応
　・上記測定結果等については、静岡県環境放射能測定技術会において、学識経験者を含む構成員による評価を行います。
　・技術会の評価結果については、静岡県原子力発電所環境安全協議会に報告します。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 北方領土元島民による講演やピックアップムービーを
上映
～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

北方領土元島民による講演や
ピックアップムービーを上映

～北方領土返還要求静岡県民大会を開催します～

１　要　旨
　・北方領土返還要求静岡県民会議（県内78団体で構成）は、２月７日の「北方領土の日」を前に、北方領土の早期返還についての県民の理
解と関心を高めるため「北方領土返還要求静岡県民大会」を、浜松市内で開催します。
　・なお、県民大会は、昭和57年度の第１回以降、今回が43回目となります。

２　概　要

日　時  令和７年２月３日（月）　13時30分～15時45分

会　場  アクトシティ浜松コングレスセンター　41会議室
（浜松市中央区板屋町111-1）

主催者  北方領土返還要求静岡県民会議

参加者  一般県民、北方領土返還要求静岡県民会議構成団体関係者等

内　容

北方領土返還要求運動標語入選作品の表彰
入選者（県内の小・中学生、一般等）に表彰状及び記念品を授与します。
ピックアップムービー　動画上映
　「北方領土問題の解決のために」
令和６年度北方領土青少年等現地視察事業参加報告
北方領土の現地視察に参加した浜松市内の中学生が発表を行います。
オンライン講演会「故郷に想いをはせて」
講師：元島民　鈴木　咲子（すずき　さきこ）様

＜参考＞北方領土返還要求静岡県民会議について
 北方領土の返還を求める運動を推進するため、昭和57年４月に、県を含む県内の様々な団体が参加して結成。政府（内閣府）などと連携し
て、県内各地で北方領土返還に関する啓発活動を展開している。



提 供 日 2025/01/30

タイトル 定期給与23か月連続で前年同月を上回る
毎月勤労統計調査地方調査結果（令和６年11月分）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2246

令和６年11月分の静岡県の賃金、労働時間、雇用の動きについて調査結果を公表する。
　（事業所規模５人以上、調査産業計）

１　賃金

　１人平均月間定期給与（所定内給与＋超過労働給与）は271,752円、名目賃金指数（定期給与）は107.6で、前年同月比1.9％増と23か月
連続で前年同月を上回った。
　実質賃金指数（定期給与）は96.7で、前年同月と比べて1.8％減と６か月連続で前年同月を下回った。

２　労働時間

　１人平均月間所定外労働時間は11.9時間、所定外労働時間指数は128.0で、前年同月比4.4％増と２か月ぶりに前年同月を上回った。
　常用労働者の約３割を占める製造業の所定外労働時間は14.5時間、所定外労働時間指数は127.2で、前年同月比3.3％減と３か月ぶりに
前年同月を下回った。

３　雇用

本月末常用労働者数は1,428,190人、常用雇用指数は101.2で、前年同月比1.2％減と４か月連続で前年同月を下回った。
なお、パートタイム労働者比率は30.0％で、前年同月差0.8ポイント減と３か月連続で前年同月を下回った。



＜参考＞　

１　事業所規模30人以上の結果（調査産業計）

(1)定期給与は295,426円で、前年同月比2.3％増と20か月連続で前年同月を上回った。
(2)所定外労働時間は13.9時間で、前年同月比9.5％増と２か月ぶりに前年同月を上回った。
(3)常用労働者数は878,862人で、前年同月比2.9％減と10か月連続で前年同月を下回った。

２　事業所規模別定期給与、所定外労働時間及び常用労働者数

＜利用上の注意＞
(1)この調査結果の数値は、調査事業所からの報告を基にして、本県の事業所規模５人以上のすべての事業所に対応するよう復元して算定したものである。
(2)現在の基準年は令和２年であり、指数は令和２年平均を基準とする。
(3)令和６年１月分において、推計に用いる母集団労働者数の更新作業（ベンチマーク更新）を実施した。賃金、労働時間及びパートタイム労働者比率の令和６年（１月

分以降）の前年同月比等については、令和５年にベンチマーク更新を実施した参考値を作成し、この参考値と令和６年の値を比較することにより算出しているため、
指数から算出した場合と一致しない。また、常用雇用指数及びその前年同月比等は、過去に遡って改訂しているが、それに伴い、基準年（令和２年）の常用雇用指
数が100となるように、令和６年５月分より、常用雇用指数を過去に遡って改訂し、令和６年１月から令和６年４月までの伸び率についても、改訂後の指数で再計算し
ている。

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/01/30

タイトル 生産・出荷ともに対前月比で低下
静岡県鉱工業指数（令和６年11月分速報）

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局統計調査課

連 絡 先 商工・経済班

TEL 054-221-2240

１　生産指数の動き

令和６年11月の鉱工業生産指数（季節調整済：令和２年=100）は96.1となり、前月比は0.3％減と2か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は3.6％減と4か月連続して前年を下回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、化学、食料品・たばこ、繊維等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、輸送機械、プラス

チック製品等が低下した。

２　出荷指数の動き

令和６年11月の鉱工業出荷指数（季節調整済：令和２年=100）は95.4となり、前月比は0.4％減と3か月ぶりに低下した。
また、前年同月比（原指数）は2.6％減と4か月連続して前年を下回った。

業種別の前月比（季節調整済指数）では、食料品・たばこ、化学、電気機械等が上昇する一方、輸送機械、汎用・生産用・業務用機械、その
他製品等が低下した。

３　在庫指数の動き

令和６年11月の鉱工業在庫指数（季節調整済：令和２年=100）は105.2となり、前月比は0.8％増と2か月連続して上昇した。
また、前年同月比（原指数）は0.1％減と2か月ぶりに前年を下回った。
業種別の前月比（季節調整済指数）では、化学、非鉄金属、繊維等が上昇する一方、汎用・生産用・業務用機械、プラスチック製品、家具

等が低下した。

＜参考＞四半期推移及び在庫循環図



在庫循環図

詳しくは「統計センターしずおか」（https://toukei.pref.shizuoka.jp/）を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/


提 供 日 2025/01/31

タイトル 令和６年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　内田さち子

TEL 054-221-3145

令和６年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催
令和６年度文化部活動の各種大会において全国大会１位から３位に相当する成果を挙げた個人、団体等を表彰します。

１　日　時
　　令和７年２月５日（水）午後２時から３時まで

２　会　場
静岡県総合研修所もくせい会館　１階　富士ホール
（静岡市葵区鷹匠３－６－１）電話054-245-1595

３　次　第
　(1) 開会の辞
　(2) 式辞
　(3) 来賓祝辞
　(4) 表彰状授与
　(5) 受賞者代表あいさつ 
　(6) 閉式の辞

４　主　催
　　静岡県高等学校文化連盟

５　受賞者
【団体の部】５団体

学校名 部活動名 受賞名 主催
浜松聖星
高等学校

吹奏楽部 第72回全日本吹奏楽コン
クール　銀賞

全日本吹奏楽連盟
朝日新聞社

沼津市立沼
津
高等学校　　
　

バトン部 第52回バトントワーリング
全国大会　金賞

一般社団法人日本
バトン協会

百人一首部
門　静岡県選
抜チーム
　

浜松西高等学校
澤村さん
静岡雙葉高等学校
山内さん
静岡東高等学校
河原さん
富士高等学校
坂本さん
沼津東高等学校
成田さん
磐田南高等学校
栗山さん
浜松北高等学校
岸野さん
浜松西高等学校
櫛部さん

第48回全国高等学校総
合文化祭　小倉百人一首
かるた部門　競技の部　
第３位

文化庁、全国高等
学校文化連盟

韮山
高等学校　　
　

写真報道探究部 第28回全国高校新聞年
間紙面審査賞　優秀賞

全国高等学校文化
連盟

沼津東
高等学校　　

新聞部 第28回全国高校新聞年
間紙面審査賞　優秀賞

全国高等学校文化
連盟

【個人の部】12人
学校名・生徒名 受賞名 主催

浜松学芸高等学校
２年　加藤さん

令和５年度
第35回読書感想画中央コンクール
高等学校の部　文部科学大臣賞

全国学校図書館協
議会　毎日新聞社
　　　　　　　　　　　　
　実施都道府県学
校図書館協議会

浜松学芸高等学校
３年　川坂さん

第48回全国高等学校総合文化祭
書道部門　奨励賞

文化庁、全国高等
学校文化連盟

磐田南高等学校
３年　福井さん

第48回全国高等学校総合文化祭
写真部門　文部科学大臣賞

文化庁、全国高等
学校文化連盟

東海大学付属
静岡翔洋高等学校　　
３年　長谷川さん

第48回全国高等学校総合文化祭
放送部門　朗読部門　文化庁長官賞・
優秀賞

文化庁、全国高等
学校文化連盟

日本大学三島高等学校
３年　佐々木さん

第48回全国高等学校総合文化祭
将棋部門　女子個人　文化庁長官賞・
準優勝

文化庁、全国高等
学校文化連盟、日
本将棋連盟

浜松西高等学校 小倉百人一首競技かるた 全国高等学校文化



３年　澤村さん 第46回全国高等学校選手権大会
準優勝

連盟、全日本かる
た協会

科学技術高等学校
１年　森島さん

第19回全国高等学校ARDF競技大会　
スプリント競技女子個人の部
第３位
2024全日本ARDF競技大会
クラシック3.5MHz競技部門W19クラス
第２位
2024全日本ARDF競技大会
クラシック144MHz競技部門W19クラス
第３位　

全国高等学校アマ
チュア無線連盟
一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

科学技術高等学校
３年　志村さん

第19回全国高等学校ARDF競技大会
クラシック144MHz競技部門
男子個人の部　第３位

全国高等学校アマ
チュア無線連盟

科学技術高等学校
２年　杉原さん

2024全日本ARDF競技大会
クラシック3.5MHz競技部門M19クラス　
第１位
2024全日本ARDF競技大会
クラシック144MHz競技部門M19クラス
第３位　

一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

科学技術高等学校
２年　綾本さん

2024全日本ARDF競技大会
クラシック3.5MHz競技部門M19クラス
第２位

一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

科学技術高等学校
２年　西島さん

2024全日本ARDF競技大会
クラシック144MHz競技部門M19クラス
第１位　

一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

科学技術高等学校
３年　大島さん

2024全日本ARDF競技大会
クラシック144MHz競技部門M19クラス
第２位　

一般社団法人　日
本アマチュア無線
連盟

６　連絡先
　　静岡県高等学校文化連盟事務局
　　054-254-7375（担当　杉本理枝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2025/01/31

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/24～1/30）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 家畜衛生防疫班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第576報）
＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/24～1/30）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の38頭で、うち１頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、４番目（613例目）です。

平成30年９月以降、17,708頭（死亡388頭、捕獲17,320頭）の検査を実施し、613頭の陽性（死亡170頭、捕獲443頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞

＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040479/1003362/index.html


提 供 日 2025/01/31

タイトル 価格転嫁・パートナーシップ構築宣言に係る実態調査
アンケート結果

担　　当 経済産業部 商工業局商工振興課

連 絡 先 商工振興班

TEL 054-221-2512

１　調査概要
　県内企業の価格転嫁及びパートナーシップ（PS）構築宣言の取組に係る現状・課
題等を収集し、今後の施策展開に活用するため、アンケート調査を実施しました。

調査期間 令和６年11月１日～11月30日
調査対象 県内企業4,000社（業種別企業数の割合に応じて抽出）

回答企業数（回答率） 406社（10.15％）

２　調査結果のポイント
＜現状＞
・エネルギー・原材料価格、人件費の高騰は約９割の企業に影響
・価格交渉に係る相談を社外へしていない割合が高い（77.0％）
・７割以上の価格転嫁ができた企業の割合が30.6％あるものの、全くできていない割合は
　18.3％と依然として高い
・他社との価格競争や販売先との交渉が困難等の理由から価格転嫁が十分にできてい
　ない
・県内のＰＳ構築宣言の登録済み又は登録する予定の企業は27.3％であり、気運醸成は
　一定程度進展しているものの、引き続き宣言の実効性向上に向けた取組が必要 
　
＜行政に期待する支援＞
・普及に向けた行政に期待する取組は「メリット等の情報提供（66.5%）」「補助金の加点
　措置等拡充（47.8％）」が高い

３　今後の取組の方向性
・PS構築宣言共同宣言参画団体と連携して、特に発注者側への浸透のため、従業員数の
　多い企業等、ターゲットを絞った宣言登録の直接的な働きかけ
・地域の企業にとって身近な経営指導員等と連携した相談窓口、価格交渉ノウハウやメリッ
　トの周知　　など

４　関係資料
　調査結果の関係資料は以下のページを御参照ください。
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1054361 .html

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1054361.html


提 供 日 2025/01/31

タイトル ものづくり体験「WAZAチャレンジ教室」の開催

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
２２月月はは２２校校でで6600人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

　「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事

業です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　２月は２校で60人が「ものづくり」を体験します。

　　実施日時　
　 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 　人数

　

2月4日(火)
13:00-16:00

静岡市立清水小島中学校
054-393-2059 池田 小座布団 40

2月6日(木)
09:00-12:00

静岡県立清水特別支援学校中学部
054-368-6800

鈴木 フラワーアレンジメント 20

　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　小座布団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラワーアレンジメント

○技能士とは

　働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評

価されています。

○報道機関の方へのお願い

　取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2025/01/31

タイトル 県有施設のＥＶ急速充電器を４月１日より有料化

担　　当 経済産業部 産業革新局エネルギー政策課

連 絡 先 エネルギー政策班

TEL 054-221-2949

　現在、ＥＶの普及拡大に向けた利用環境を整備するため、県有施設１１箇所に急速充電器を設置し、無料で開放していますが、

県内及び他県において充電設備の有料化が進んでいることから、受益者負担の適正化や利用者の利便性向上を考慮し、令和７年４

月１日（火）より、急速充電器を有料化します。

１　有料化する急速充電器

　総合庁舎８基（下田、熱海、東部、富士、静岡、藤枝、中遠、浜松）

　県庁１基、静岡空港１基、水ヶ塚駐車場（富士山二合目）１基

２　利用方法と利用料金

　決済方法は電子決済のみとなります。

　なお「県庁」充電器においては４月１日以降、当面の間、「e-Mobility Power提携カード」での利用はできません。他の２つの

認証カードにより御利用ください。

認証カード種類 利用方法 利用料金

株式会社e-Mobility Power等が発行する
e-Mobility Power提携カード

e-Mobility Power提携カードを認証器に
かざします

カード発行各社により異なります

充電器に設置されているビジターカード 充電器掲示のＱＲコードからユーザー情
報を入力し、ビジターカードを認証器に
かざします

１回30分まで一律550円（税込）

smart oasisに登録した交通系ICカードや
電子マネーのほか、おサイフケータイな
ど、FeliCa対応カード等

FeliCa対応カード等を認証器にかざしま
す

１回30分まで一律550円（税込）
別途、月会費が必要になります

３　静岡県エネルギー政策課ウェブページ

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/energy/1049847/1052974.html

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/kigyoshien/energy/1049847/1052974.html


提 供 日 2025/01/31

タイトル ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画検討委員
会を開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積第１班

TEL 054-221-2985

 フ ァ ルマバレープロジェ ク ト 第４ 次戦略計画検討委員会を開催

　県では、医療健康産業の振興と集積による地域の発展を目指して、

　現在、第４次戦略計画（令和３年度～令和７年度）に基づきファルマバレープロジェクトを推進しております。

本プロジェクトの進捗状況を有識者等により客観的に評価し、効果的な施策展開を行うため、戦略計画検討委員会を開催いたし

ます。

１　日時・会場

日時：令和７年２月７日（金）午後１時～３時

会場：県庁別館９階 特別第２会議室・オンライン併用

２　内容

ファルマバレープロジェクトの進捗状況、意見交換　等

＜検討委員会委員＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（50音順・敬称略）

区分 氏   名 職   名
会長 大坪　 檀 公益財団法人 ふじのくに医療城下町推進機構 理事長

秋山　欣丈 一般社団法人 静岡県医師会　理事
今井　康之 静岡県公立大学法人 理事長兼静岡県立大学学長
大野 ゆう 子 国立大学法人 大阪大学　名誉教授
加藤　久豊 富士フイルムメディカル株式会社　元取締役会長
解良　智弘 テルモ株式会社 ＭＥセンター　センター長
近藤　滋 国立遺伝学研究所　所長

西島　昭男 株式会社シード　代表取締役会長
橋本　正洋 法政大学大学院　教授
馬瀬　和人 一般財団法人 静岡経済研究所　理事長
三須　敏郎 公益財団法人 静岡県産業振興財団　副理事長
盛田　延之 東海部品工業株式会社　代表取締役会長
矢作　恒雄 慶応義塾大学　名誉教授

山口　 建 静岡がんセンター名誉総長兼理事
山崎　達美 公益財団法人実中研　理事
山本　行俊 株式会社システム環境研究所　取締役相談役

委員

若林　敬二 静岡県立大学　特任教授



提 供 日 2025/01/31

タイトル 食中毒警報（ノロウイルス食中毒　第１号）の発表

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3358

－危機管理情報－

食中毒警報（ノロウイルス食中毒　第１号）の発表

 １　発表日時　　令和７年１月31日　午後４時00分

２　適用項目　　ウ　県内で同一の病因物質による食中毒が連続して発生している場合で、特に注意喚起が必要と判断される場合

令和７年1月19日及び１月24日に、県内で、ノロウイルス食中毒が２件※連続して発生しました。発生の主な原因は、感染した調理従事

者が汚染した食品を喫食したことによるものです。

（※　1月19日（浜松市）、1月24日(静岡市）)

食品取扱施設及び一般家庭に注意を促すため、食中毒警報（ノロウイルス食中毒　第１号）を発表します。

３　有効期間　 令和 ７ 年 １ 月31 日 から 令和 ７ 年 ２ 月 ６ 日

＜注意事項＞
ノロウイルスは食品中では増えず、人の腸管内で増えます。感染すると、吐物やふん便中にウイルスが排泄されるので、次の事項に注

意が必要です。

１　食品への二次汚染を防ぐため、調理前、トイレの後は石鹸でよく手を洗い、ウイルスを洗い流す。

２　加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱調理する（85℃以上で１分間以上の加熱）。特に、カキなどの二枚貝の調理時に注意す

る（85～90℃で少なくとも90秒間の加熱）。

３　下痢やおう吐等の症状がある場合は、食品を直接取扱う作業を控える。

＜参考＞

○食中毒警報の発表基準

以下のいずれかの条件に該当した場合に発表する。

ア　気温30℃以上が10時間以上継続する場合、又は予測される場合

イ　県内の感染症発生動向調査における定点当たりの「感染性胃腸炎」報告症例数が概ね20人以上となった場合

ウ　県内で同一の病因物質による食中毒が連続して発生している場合で、特に注意喚起が必要と判断される場合

　　　エ　その他発表者が必要と判断した場合



提 供 日 2025/01/31

タイトル 第61回　静岡県公衆衛生研究会の開催

担　　当 健康福祉部 生活衛生局衛生課

連 絡 先 食品監視班

TEL 054-221-3708

第61回　静岡県公衆衛生研究会の開催
～県内の公衆衛生行政担当者等が研究成果や体験事例を発表～

１　概　要
　　健康づくり、母子保健、生活衛生、環境等の公衆衛生活動に従事する職員が、業務を
　通じて研究及び体験した事例を発表する研究会を開催します。
　　また、特別講演として、国立感染症研究所獣医科学部部長である前田健先生をお招きし、
　「One Health アプローチ：狂犬病、SFTS対策を中心に」というテーマで御講演いただきます。

２　日時
　　　令和７年２月７日（金）10：00～16：30
　　　（受付開始は9：30～）

  
３　場所
　　静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
　　（静岡市駿河区東静岡二丁目３番１号）

　４　内容
  　（１）全体会（11階　会議ホール・「風」10：00～11：00）
　　　　 特別講演「One Health アプローチ：狂犬病、SFTS対策を中心に」
　　　 　講師　国立感染症研究所　獣医科学部　部長
　　　　　　　　前田　健　先生
　
 　 （２）分科会

　　　第１分科会　健康づくり・重症化予防、感染症に関する事項
　　　　　　　　　  （９階　910会議室　11:10～）
　　　第２分科会　母子保健、精神保健福祉に関する事項
　　　　　　　　　  （10階　1001-1会議室　11:20～）
　　　第３分科会　食肉検査、食品衛生・生活衛生に関する事項
　　　　　　　　  　（11階　会議ホール・「風」　11:20～）
　　　　　　　　　　薬事に関する事項
　　　　　　　　　  （10階　1001-2会議室　11:10～）
　　　第４分科会　生活環境、廃棄物に関する事項
　　　　　　　　　  （10階　1001-2会議室　13:30～）

５　参加者
　　県職員（健康福祉センター等に勤務する医師、薬剤師、獣医師、保健師、栄養士等）、
　市町職員、関係団体職員等

６　取材対応
　　取材をご希望される場合は、事前に衛生課宛て、ご連絡をお願いします。



提 供 日 2025/01/31

タイトル 令和６年度第２回静岡県周産期・小児医療協議会を開
催します。

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2348

　県では、周産期医療体制及び小児医療体制の整備運営について協議するため、静岡県
周産期・小児医療協議会を設置しており、本年度第２回目の協議会を開催します。

１　開催日時
　　 令和７年２月６日（木）　午後５時00分～午後７時00分

２　会場
　　 県庁西館４階第１会議室C　（Web併用）
　　 ※傍聴を希望される場合は、地域医療課までお問合せください。

３　議題
　 　第９次保健医療計画の進捗状況　など

４　協議会の構成
　　 会長　齋藤　昌一（一般社団法人静岡県医師会　副会長）
　　 委員　医療関係者、行政関係者等16名



提 供 日 2025/01/31

タイトル 児童福祉法第33 条の16 の規定に基づく被措置児童等
虐待件数の公表

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-3760

令和５年度における被措置児童等虐待の件数

１　被措置児童虐待とは
乳児院、児童養護施設、障害児入所施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設、里親などに措置等をされている児童が、施設職員

等から虐待を受けること。

２　公表制度の概要
県は、児童福祉法第33条の16の規定に基づき、毎年度、被措置児童等虐待の状況、被措置児童等虐待があった場合に講じた措置等

を公表している。

３　被措置児童等虐待の概要
　　児童福祉施設等に措置されている児童からの届出、通告等について、令和５年度に県による調査を行った結果、被措置児童等虐待に相

当する行為が２件あった。
虐待を受けた

被措置児童等の状況
Ｎｏ． 施設等の種別 施設職員等

職種

被措置児童
等の虐待の類

型 性別 年齢階級
人
数

（１）
児童養護施

設 保育士 身体的虐待
心理的虐待

男 10代 ３
人

（２） 里親 里親
身体的虐待
心理的虐待 男 10代

１
人

４　県が講じた措置
（１）児童養護施設への改善指導

令和５年８月、当該施設へ児童福祉法の規定に基づき改善指導を行い、令和５年11月に施設から県に対して職員研修の強化や職員
体制改善等に係る改善計画書が提出された。

加えて、毎年実施している指導監査時に改善状況の確認等を行っている。
（２）里親登録の取消

令和５年６月、被措置児童等虐待に相当する行為として認定し、令和５年７月に里親登録取消を通知した（児童福祉法第34条の20第３
号の規定により、里父及びその同居人である里母は里親としての資格を失う）。

虐待の再発防止措置として、県里親連合会総会時に被措置児童等虐待について注意喚起を行うとともに、里親登録更新時にも里親
登録更新者に研修を行っている。

５　過去の被措置児童等虐待件数

年度 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

件数 ３件 ２件 ０件 ２件 １件



提 供 日 2025/01/31

タイトル 令和５年度児童虐待相談対応件数の公表

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054‐221-3760

令和５年度児童虐待相談対応件数まとまる

～3,554件で依然として高い水準～

１ 要旨　
・令和５年度に県内７か所の児童相談所（静岡市、浜松市を含む）が対応した児童虐待相談対応件数は、3,554件で昨年度から269件減少して

いるが依然として高い水準にある。

・虐待の種類別では、心理的虐待が2,141件（60.2%）で最も多かった。

・児童相談所に寄せられた虐待相談の経路別では、「警察等」からの相談が 1,706件(48.0％)

「近隣知人」からの相談が607件(17.1%)と多かった。

・被虐待児の年齢別では学齢前の被虐待児は1,488件で全体の４割以上を占めており、虐待者別では、実父母による虐待が3,007件で全体の

８割以上を占めている。

２ 児童相談所における虐待相談対応件数の推移（単位：件、％）
年度 H12 H17 H30 R1 R2 R3 R4 R5

静岡県 444 601 2,911
(122.9)

3,461
(118.9)

3,930
(113.6)

3,717
(94.6)

3,823
(102.9)

3,554
(93.0)

全国 17,725 34,472 159,838
(119.5)

193,780
(121.2)

205,044
(105.8)

207,660
(101.3)

214,843
(103.5)

-

※（　）内は、対前度年比。

３ 種類別にみた虐待相談対応件数（単位：件、％）
身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 ネグレクト 合計

R4 825(21.6) 71(1.9) 2,278(59.6) 649(17.0) 3,823(100)

R5 811(22.8) 46(1.3) 2,141(60.2) 556(15.6) 3,554(100)

※（　）内は、合計に占める割合。なお四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。

４ 相談経路別にみた虐待相談対応件数（単位：件、％）
（1） 関係機関内訳

児童
相談所

福祉事
務所

町役場 児童
委員

保健所
等

医療
機関

施設・
保育所

警察等 学校等 その他  関係機関
 計 Ａ

R4
227

（5.9）
314
（8.2)

22
（0.6)

９
（0.2)

20
（0.5)

104
（2.7)

20
（0.5)

1,760
（46.0)

293
（7.7)

66
（1.7)

2,835
（74.2）

R5 161
(4.5)

214
(6.0)

8
(0.2)

11
(0.3)

22
(0.6)

113
(3.2)

34
(1.0)

1,706
(48.0)

284
(8.0)

40
(1.1)

2,593
(73.0)

 (2)　家族等内訳

虐待者本人 家族・親戚 近隣・知人 児童・本人  家族等計 Ｂ 合計Ａ+Ｂ

R4 103
(2.7)

240
(6.3)

603
(15.8)

42
(1.1)

988
(25.8)

3,823
(100)

R5
116
(3.3)

208
(5.9)

607
(17.1)

30
(0.8)

961
(27.0)

3,554
(100)

※（　）内は、合計に占める割合。なお四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。

５ 被虐待児の年齢別状況（単位：件、％）

学齢前

3歳未満 3歳以上
学齢前

小計
小学生 中学生 高校生

その他
合計

R4
808

(21.1)
801

(21.0)
1,609
(42.1)

1,401
(36.6)

536
(14.0)

277
(7.2)

3,823
(100)

R5 762
(21.4)

726
(20.4)

1,488
(41.8)

1,225
（34.5）

548
（15.4）

293
(8.2)

3,554
(100)

※（　）内は、合計に占める割合。なお四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。

６ 主たる虐待者の状況（単位：件、％）

実父母

実父 実母 小計
実父以外の
父

実母以外の
母 その他 合計

R4 1,436
(37.6)

1,798
(47.0)

3,234
（84.6）

213
(5.6)

17
(0.4)

359
(9.4)

3,823
(100)

R5
1,285
(36.2)

1,722
(48.5)

3,007
（84.7）

219
(6.2)

20
(0.6)

308
(8.6)

3,554
(100)

※（　）内は、合計に占める割合。なお四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。

７ 令和６年度児童虐待への対応及び児童虐待防止対策に係る主な取組
区　分 主な取組

児童相談所
の体制強化

・県内５児童相談所に各１名併任警察官を配置（５名）
・非常勤（特別職）弁護士を各児童相談所に計４名配置



広報・啓発
・毎年11月の「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」において、「児童

虐待防止静岡の集い」において、児童相談所虐待対応ダイヤル(189)の普及活
動を実施

虐待予防・関係
機関との連携強

化

・思いがけない妊娠相談窓口「しずおか妊娠ＳＯＳ」による電話相談対応
　（電話番号：080-7206-2409）
・医療機関に対して児童虐待への適切な対応を助言する相談窓口を運営
　（県立こども病院内に設置）

相談体制の整備 ・こどもを対象としたLINE相談窓口「しずおかこども・家庭相談」を運営
市町支援 ・こども家庭センター設置促進及び運営支援のための研修会の実施
里親支援 ・里親に対する研修等の充実

自立支援
・社会的養護下にある児童への高校卒業時就職一時金の支給
・社会的養護自立支援事業（継続支援計画の策定、生活相談、就職相談）の実

施



提 供 日 2025/01/31

タイトル 令和４年度児童虐待相談対応件数の訂正

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども家庭課

連 絡 先 こども家庭班

TEL 054-221-3760

令和４年度児童虐待相談対応件数の訂正

１ 要旨　
・相談対応件数の計上方法に自治体間の統一性がなかったことから、国の指示により令和４年度数値について、さかのぼって再集計したとこ

ろ、静岡市分について訂正があり県集計値を訂正する。（訂正箇所下線)

　※なお今回の訂正は、令和５年６月21日に公表した集計値を訂正するものです。

・静岡市分が令和４年度の訂正後＋115件となった理由は、相談対応済のもののうち、令和３年度末時点で相談対応の種別が未確定であった
ものがカウントから漏れていたため。

・令和４年度に県内７か所の児童相談所（静岡市、浜松市を含む)が対応した児童虐待相談対応件数は、3,823 件で昨年度から106 件増加し依
然として高い水準にある。

・虐待の種類別では、心理的虐待が2,278 件 （59.6%)で最も多かった。

・児童相談所に寄せられた虐待相談の経路別では、「警察等」からの相談が 1,760 件(46.0 ％)「近隣知人」からの相談が603 件(15.8%)と多かっ
た。

・被虐待児の年齢別では学齢前の被虐待児は1,609 件で全体の４割以上を占めており、虐待者別では、実父母による虐待が3,234 件で全体の
８割以上を占めている。

２ 児童相談所における虐待相談対応件数の推移（単位：件、％)
  (1)　県及び全国の推移

年度
H12 H17 H29 H30 R1 R2 R3 R4

(訂正前)
R4

(訂正後)

静岡県 444 601
2,368
(94.9)

2,911
(122.9)

3,461
(118.9)

3,930
(113.6)

3,717
(94.6)

3,708
(99.8)

3,823
 （102.9)

全国 17,725 34,472 133,778
(109.1)

159,838
(119.5)

193,780
(121.2)

205,044
(105.8)

207,660
(101.3)

219,170
(105.5)

214,843
 （103.5)

※（　)内は、対前度年比。
(2)　県、各政令市の推移

年度 H30 R1 R2 R3 R4
(訂正前)

R4
(訂正後)

県所管分
1,718
(131.7)

2,059
(119.8)

2,398
(116.5)

2,222
(92.7)

2,054
（92.4)

2,054
（92.4)

静岡市 618
(104.7)

638
(103.2)

699
(109.6)

672
(96.1)

782
(116.4)

897
(133.5)

浜松市
575

(121.3)
764

(132.9)
833

(109.0)
823

(98.8)
872

(106.0)
872

(106.0)
※（　)内は、対前度年比。

３ 種類別にみた虐待相談対応件数（単位：件、％)
身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 ネグレクト 合計

R3 701(18.9) 44(1.2) 2,320(62.4) 652(17.5) 3,717(100)
R4(訂正

前)
809(21.8) 71(1.9) 2,191(59.1) 637(17.2) 3,708(100)

R4(訂正
後) 825(21.6) 71(1.9) 2,278(59.6) 649(17.0) 3,823(100)

※（　)内は、合計に占める割合。
４ 相談経路別にみた虐待相談対応件数（単位：件、％)

（1) 関係機関内訳
児童

相談所
福祉

事務所
町役場 児童

委員
保健所

等
医療
機関

施設・
保育所

警察等 学校等 その他  関係機関
 計 Ａ

R3
195
(5.2)

223
(6.0)

11
(0.3)

13
(0.3)

13
(0.3)

107
(2.9)

28
(0.8)

1,710
(46.0)

304
(8.2)

43
(1.2)

2,647
(71.2)

R4
(訂正
前)

223
(6.0)

314
(8.5)

22
(0.6)

９
(0.2)

20
(0.5)

104
(2.8)

20
(0.5)

1,672
(45.1)

287
(7.7)

66
(1.8)

2,737
(73.8)

R4
(訂正
後)

227
(5.9)

314
(8.2)

22
(0.6)

９
(0.2)

20
(0.5)

104
(2.7)

20
(0.5)

1,760
(46.0)

293
(7.7)

66
(1.7)

2,835
(74.2)

  (2)　家族等内訳
虐待者
本人

家族
親戚

近隣
知人

児童
本人

 家族等
 計 Ｂ

合計
Ａ+Ｂ

R3 83
(2.2)

212
(5.7)

713
(19.2)

62
(1.7)

1,070
(28.8)

3,717
(100)

R4
(訂正
前)

98
(2.6)

233
(6.3)

598
(16.1)

42
(1.1)

971
(26.2) 3,708

(100)

R4
(訂正
後)

103
(2.7)

240
(6.3)

603
(15.8)

42
(1.1)

988
(25.8)

3,823
(100)

※（　)内は、合計に占める割合。
※上記表中の割合は、小数第二位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。



５ 被虐待児の年齢別状況（単位：件、％)

3歳未満 3歳以上
学齢前

小学生 中学生 高校生
その他

合計

R3
793

(21.3)
844

(22.7)
1,301
(35.0)

514
(13.8)

265
(7.1)

3,717
(100)

R4
(訂正
前)

787
(21.2)

796
(21.5)

1,351
(36.4)

517
(13.9)

257
(6.9)

3,708
(100)

R4
(訂正
後)

808
(21.1)

801
(21.0)

1,401
(36.6)

536
(14.0)

277
(7.2)

3,823
(100)

※（　)内は、合計に占める割合。
※上記表中の割合は、小数第二位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

６ 主たる虐待者の状況（単位：件、％)

実父
実父以外の

父 実母
実母以外の

母 その他 合計

R3 1,311
(35.3)

192
(5.2)

1,849
(49.7)

14
(0.4)

351
(9.4)

3,717
(100)

R4
(訂正
前)

1,364
(36.8)

211
(5.7)

1,764
(47.6)

17
(0.5)

352
(9.5)

3,708
(100)

R4
(訂正
後)

1,436
(37.6)

213
(5.6)

1,798
(47.0)

17
(0.4)

359
(9.4)

3,823
(100)

※（　)内は、合計に占める割合。
※上記表中の割合は、小数第二位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。



提 供 日 2025/01/31

タイトル 【取材依頼】丹野智文氏講演会/映画「オレンジ・ラン
プ」上映会を開催します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策班　澤田

TEL 054-221-3250

丹野智文氏講演会/映画「オレンジ・ランプ」上映会　を開催します！

　静岡県では、多くの県民の皆様に認知症について理解を深めていただくため、39歳で認知症と診断された丹野智文さんの講演
会を開催します。
　また、当日は丹野さんをモデルにした映画「オレンジ・ランプ」も上映します。
　

１ ． 概　 要
日　　時   令和７年２月５日（水）13：30～16：00

会　　場   しずぎんホールユーフォニア
（静岡市葵区追手町1－13アゴラ静岡８階）

内　　容
　丹野智文氏講演会
　映画「オレンジ・ランプ」開催上映会（100分）

対　　象 　一般に広く参加者を募集

定　　員   400名

参 加 費   無　料

　 ～丹野智文氏 プロフ ィ ール～
・1974年　宮城県生まれ。ネッツトヨタ仙台勤務。

・39歳のときに若年性アルツハイマー型認知症と診断される。

・診断後は営業職から事務職に異動し、勤務を続けながら、

　不安を持っているご本人のためのもの忘れ相談窓口「おれんじ

　ドア」実行委員会代表を務める。

・休日を利用して自らの経験を語る活動に力を入れている。

２ ． その他

　 　 取材時は事前に福祉長寿政策課（054-221-3250）までご連絡ください。



提 供 日 2025/01/31

タイトル 地域共生社会の実現を目指し、ふじのくに型福祉サー
ビス　共生型福祉施設運営者交流会を開催します！

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 福祉長寿政策課

TEL 054-221-2052

令和６年度　ふじのくに型福祉サービス　
共生型福祉施設運営者交流会を開催します！

（趣旨）
　県内の共生型福祉施設を実践する事業者間の連携を深め、事例紹介やネットワー
クの形成により事業・制度の理解を深めることや、各事業者が抱えている課題解決
を図ることを目的とした交流会を開催します。

＜ふじのくに型福祉サービスとは＞
　年齢や障害の有無に関わらず、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる“垣根
のない福祉”をコンセプトにしたサービスの理念です。

＜共生型福祉施設とは＞
　対象や制度の枠組みを越えて、高齢者向けの施設で障害のある人や子どもを受け
入れたり、障害のある人向けの施設で高齢者や子どもを受け入れて、利用者が共に
過ごすことができるようなサービスを提供する施設を指します。

１　日時
    令和７年２月19日（水）午後１時30分から４時30分まで

２　場所
    静岡県男女共同参画センターあざれあ５階第３会議室
   （静岡市駿河区馬渕1丁目17-1）

３　参加対象者
    共生型福祉施設に関心がある事業所・施設職員、共生型福祉施設を
   実施している事業所・施設職員、行政職員、社会福祉協議会職員等

４　申込方法
    下記URLからお申込みください。

　　　 https://forms.gle/xovdAAP35C7t9xsL9 

５　申込期限
    令和７年２月14日（金）　　　

６　定員
 50名（先着順）

　　　　　　【令和５年度の様子】

https://forms.gle/xovdAAP35C7t9xsL9




提 供 日 2025/01/31

タイトル 令和６年度愛知県・静岡県国民保護共同実動・図上訓
練

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 危機対策課長

TEL 054‐221-3729

１　要　旨
令和６年度に国重点訓練として国と愛知県・静岡県が共同で実施する国民保護実動・図上訓練について、お知らせします。

２　日時等
令和７年２月13日（木）

10：00～10：30　合同対策協議会　
13：00～15：30　図上訓練　　　　

　15：30～16：30　振り返り、終了式
　

３　場　所
　　静岡県庁別館５階危機管理センター東、浜松市役所

愛知県自治センター、豊橋市役所、ライフポートとよはし

４　訓練想定
某国と日本の間で関係が悪化し、政府は、某国の動向から三河港に対する継続的な武力攻撃の可能性があると客観に判断されるに

至ったと分析、現下の情勢を総合的に判断して武力攻撃予測事態に認定し、三河港周辺地域の住民の域外避難を実施する（特定の事態
を想定したものではない。）。

５　主　催
内閣官房、総務省消防庁、愛知県、豊橋市、静岡県

６　参加機関
　　内閣官房、内閣府、警察庁、総務省、総務省消防庁、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国土交通省、海上保安庁、環境省、防衛

省・自衛隊、名古屋地方気象台、静岡県、浜松市、愛知県、愛知県警察、豊橋市、豊橋市消防本部、日本赤十字社愛知県支部、中日本高
速道路株式会社、日本郵便株式会社東海支社、中部電力株式会社、中部電力パワーグリッド株式会社、西日本電信電話株式会社、ＫＤＤＩ
株式会社、ソフトバンク株式会社、株式会社ＮＴＴドコモ東海支社、東海旅客鉄道株式会社、サーラエナジー株式会社、豊鉄バス株式会社、
豊橋鉄道株式会社、サーラ物流株式会社、公益社団法人愛知県バス協会、一般社団法人愛知県トラック協会、愛知県タクシー協会、一般社
団法人愛知県警備業協会、ＫＤＤＩエンジニアリング株式会社、人と防災未来センター、国立研究開発法人防災科学技術研究所、中部テレコ
ミュニケーション株式会社、東海交通株式会社、トヨタ自動車株式会社、楽天モバイル株式会社 等 

７　概　要
○　国の避難措置の指示を踏まえ、愛知県による避難の指示、豊橋市による避難実施要領の策定、静岡県・浜松市による避難受入れ実施

要領等の策定（午前：図上訓練）

○　避難実施要領等に基づき、県の区域を越える広域的な住民避難（午後：　　実動・図上訓練）を実施

＜問合せ＞
静岡県危機管理部危機対策課　津島、伊藤、奈良
電話番号　054-221-3729　ＦＡＸ　054-221-3252



提 供 日 2025/01/31

タイトル 大阪で『関西地区ふじのくに交流会』開催

担　　当 知事直轄組織 大阪事務所

連 絡 先 勝山

TEL 06-6263-6120

関西地区ふじのくに交流会を大阪で開催します

　静岡県大阪事務所では、関西地区で活躍されている本県ゆかりの方々、企業や関係機関等とのネットワークの拡充を図り、県政
への一層の理解と協力を得ることを目的に、「関西地区ふじのくに交流会」を毎年開催しています。

　今年度は、知事による県政報告と参加者との交流を通じて、本県の魅力を関西に情報発信します。

【交流会の概要】
１　開催日、会場　
（１）日　時：令和７年２月７日（金）　16時30分から19時00分
（２）会　場：ザ・リッツ・カールトン大阪　２階 ザ・グランド・ボールルーム
　　　　　　　　 (大阪市北区梅田２-５-25)

２　出席者
　　在阪総領事館及び外国機関関係者　 　
　　関西地区で活躍されている本県ゆかりの関係者
　　（県人会、県内企業、県内高校・大学同窓会、県内進出企業及び
　　　観光・物産関係者等）
　　約150人

３　構　成
（１）第一部：県政報告（16時30分～17時15分）
　　　　○鈴木　康友 静岡県知事 (45分)
　　
（２）第二部：交流会（17時30分～19時00分）
　　　　○知事挨拶、総領事等紹介、懇談等
　　　　○ＰＲブース
　　　　　※県の各部局が、主要施策、ツーリズム、世界お茶まつりや大阪・関西
　　　　　　万博への本県ブース出展など、パンフ・チラシ等を配付して参加者へ
　　　　　　説明、ＰＲをします。



提 供 日 2025/01/31

タイトル 景気動向指数は足踏みを示す～静岡県景気動向指数
（令和６年11月分）～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 テータ活用推進班

TEL 054-221-2241

               　　　 景気動向指数は足踏みを示す
　　　　　　　～静岡県景気動向指数（令和６年11月分）～





詳しくは「統計センターしずおか」(https://toukei.pref.shizuoka.jp/)を御覧ください。

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

